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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"



　そんなわけでこんにちは！　本日も色々語っちゃうとしましょうか？

　……おや？　なんだかうんざりしたお顔をされていますね？　まるで私の話を聞きたくないと言うかのように。

　ははーん、さては「こんな調子で百人も物語こと、美少女が集まるのかー」みたいなご心配をされていますね？

　ええ、この調子ではまず無理です！　だって今のところ、ハーレム要員はまだ四人しかいませんもんね？　ちょいちょい出ている気になる人物を入れたとしてもプラスで一人か二人ですし、気が遠くなるのも頷うなずけます。

　ですが、で・す・が！

　実はどんなものにも抜け穴とか裏技というのがあるのですよ。

　よく聞きませんか？　ギャンブルで必ず当たる方法とか、絶対モテる口説き方とか！

　おお、やっぱり食いついてきましたね！　いやー、貴方あなたは大変解わかり易やすい反応なので、私としても話していてとても楽しいですよ！　語かたり部べ冥みよう利りに尽きるというものです。

　……ま、その手の裏技系のほとんどは眉まゆ唾つばなんですけどね。

　そんな、簡単に人生バラ色になる方法なんてあるわけないじゃないですか。そんなのがあったら、世の中幸せな人だらけに決まってますし、わざわざその方法を他人に教えたりすることなんてあるはずありませんて。

　で。

　その方法というのは、そう。ライバルの登場です!!

　……ってまぁたつまらなそうな顔をして。

　いいじゃないですか、ライバルバトル。涙あり、笑いあり、友情あり。

　信念と思想の戦いの果てに培われたそういうものは、物語を盛り上げるキーワードですよ？　っていうか、むしろ現代の若者に必要なのはそういう戦う強さみたいなものじゃないですかね。だから草食系男子ー、とか流は行やっちゃうんですよ。何が草食系ですか。お前は倒されたら生肉しか出さないのか！　みたいな。



　……っとと、また話が逸それましたね。



　まあとにかく、今回はそういう裏技があるせいで、ライバルが出来たり余計なバトルに巻き込まれたりして、より大変になってしまうという話です。いつの世も、楽をしようとすればするほど実は大変な道を歩むものなのですよ。人生、楽に生きようとする方が苦しかったりするわけです。逆に、苦労して生きている方が充実した楽しい人生を歩めるのかもしれませんね。うんうん。

　おっと、思わず説教臭くなってしまいました。

　まあ、ではもったいぶらずに。

　百物語のエピソード３を語るとしましょうか。



    

  
    
      


◆第九話：‥百物語のロア　前編



　つい最近まで、本当にごく普通の高校生だった俺おれこと一いち文もん字じ疾風はやては……ああ、いや。物語のあらすじに『ごく普通の高校生』とか書いてあっても誰だれも信じないのは解わかっていて、それでも敢あえて『自分は普通だった』と言い張るために言ったのだが。

　とにかく、ごく普通の高校生だった俺は、ある日いきなり『百物語の主人公』になってしまったのだ。相変わらず言っている意味は解らないかもしれないが、つまり百個の物語を束ねる主人公という凄すごい存在らしい。ハンドレッドワン、とか呼ばれることもある。

　まあ、最近はちょいちょい自覚めいたものも出来てきて、『ああ、主人公っていうのはこういう気持ちなんだな』なんて変な気分を味わっているのだが、それもまた青春の貴重な体験として受け止めることにした。



　今回に関しても、どこから話したものか大変迷うのだが……やっぱり順番に語っていくことにしよう。

　最初のきっかけは忘れもしない、親友の仁に藤とうキリカって可愛かわいい女の子と一緒に都市伝説トークに花を咲かせていた朝だ。それから『ヤシロ』という不思議な女の子から『Ｄフォン』という携帯電話を手渡されたことで、恐怖は始まってしまったのだ。

『月つき隠がくれのメリーズドール』という都市伝説のオバケに追われたり、『魔女喰ぐいの魔女』というおっかない魔女に襲われたり、『人食い村』に迷い込んだり、『神かみ隠かくし』に遭あったりして……

　今は落ち着いて、そんな『都市伝説のオバケ』こと『ロア』とも割と仲良くやれている。美少女ばっかりなのが嬉うれしいところだが、いかんせん俺は一途に大好きな人がいるので、ちょくちょく困ってしまうのだ。



　さて、前置きが長くなってしまったが、今回の話もまたちょっと長い。

　なんというか、梅雨の真っ最中に凄く厄介な出来事に見舞われたというか。

　楽な道なんてなく、そこには痛みも伴うものなんだ、なんて教訓になったというか。

　そんなお話。



　――そう、それは憂ゆう鬱うつな雨が降り続く。衣替えも終わった６月の半ばに始まった。





◆2010-06-18T08:10:00　"Yasaka High School 2-A Class"





　一人。

　自分の席に座ってぼんやりと教室のドアを眺める俺おれがいた。

　――ここでいくら待ったところで、毎朝楽しくトークをしているあいつが来るわけではないのだが、ついついなんとなく待ってしまうのだ。

　仁に藤とうキリカ。

　俺の親友であり……俺がかつて襲われたけれど、運良くなんとかできた『魔女喰ぐいの魔女・ニトゥレスト』その人である。

　あいつはここ数日、学校を休んでいるのだ。

　元々そんなに体が強い方ではなく。ちょくちょく病気になり、学校を休む。

　――と、いうことにしているらしい。

　本当のところはちょっと違うことを俺は知っているのでなんとも言えない。

　そんな時、ピロリーン！　と俺の携帯電話にメール着信があった。





差出人　・仁藤キリカ

タイトル・モンジ君へ

内容　　・モンジ君おはよー！　今日も雨で外がしとしとだね。

　　　　　ちゃんと傘を持ってきてるかな？　もしかしたら、予備の傘もあると、

　　　　　女の子に貸せたりしてドキドキイベント発生かもしれないよ！

　　　　　今日も学校には行けないけれど、ちゃんと授業受けてね。

　　　　　あ、ノートとか取ってくれるとキリカちゃんの好感度上がるかも☆

　　　　　それじゃ、瑞みず江えちゃんや音ね央おちゃん鳴な央おちゃんと仲良くね。

　　　　　今日もぐっすり寝て過ごしまーす♪

　　　　　おやすみなさいっ。

あなたのキリカより。チュッ





　いかん、顔がニヤけた。

　モンジ君、って辺りはツッコミたいところだが、やたら嬉うれしいのは否めない。

「俺には、一いち文もん字じ疾風はやてって名前があるんだぞ、っと」

　そんな返事を書きながら、教室のドアを見つめてしまう。

　あいつの体が弱っているのは確かだが、それは病弱だからではない。

　実際は『神かみ隠かくし』をなんとかするために力を使いまくってしまい、そこで失われた体力や魔力を回復するための自宅療養なのだ。

　――こないだの事件の時、魔女の魔術には代償が必要なのを語られた。

　あの時はかなり色々な魔術を使いまくって俺おれを助けてくれたり、おっかない敵をやっつけたりしていたので、その代償はかなりハードなものとなっているのだろう。

「すぐ寝てくれてればいいんだが」

　今いま頃ごろ、もしかしたら苦しくて大変な目に遭あっているのかもしれない。

　今頃、あの綺き麗れいな髪や玉のような肌を掻かき毟むしっているのかもしれない。

　もしかしたら、また五感の何かを失って、怖い思いをしているのかもしれない。

　……そう思うといても立ってもいられなくなるのだが、あいつの家に駆け込んだとしても俺に出来ることなんて無いのだ。

「ちょっと悔しいよな」

『百物語の主人公』、『ハンドレッドワン』。

　そんな風ふうに言われても、苦しむ親友を助けてあげることも出来ないなら意味が無いだろ。

　主人公っていうのは、苦しむ仲間を助けてなんぼじゃないのか。

　それもこれも、俺がまだまだ未熟で。

　キリカを頼らないと事件を解決出来ないせいでもある。

「早く、ちゃんと出来るようにならないとな」

　拳こぶしを机の下で握り締めて、主あるじのいないキリカの席を見て心に誓った。

「おはようございます」

　と、そんな俺の背後を一瞬でとった、冷たい声が響いた。

　バカな。つい一瞬前まで俺は教室のドアを見つめていた。ほんの一瞬キリカの席を見ただけなのに、いつの間に俺のバックを取ったんだ。

「朝から熱血しているところ悪いのですが『朝のトークタイム』とやら、して差し上げるので早いトコ済ませて貰もらえませんか」

「こんな殺伐としたトークタイムは遠慮したいんですが、一いち之の江え瑞みず江え様」

　なんだろう。この首の裏に当たる冷たい金属の感触は。最近体が覚えてしまっている、もしかしなくてもナイフとかそういう刃物の類たぐいではないだろうか。

『月つき隠がくれのメリーズドール』というロアであるこの一之江という女は、ことあるごとに俺をザクザクと突き刺す癖がある。だが、こんな人前でザックリやるほどのお茶ちや目めさんでは無かったはずだ、というか無いといいなと思っている。

「いいからとっととトークしなさい。こちとら、キリカさんに言われたので仕方なく付き合って差し上げているのですから」

　なんでも、キリカを心配して電話したら『モンジ君との朝のトークはお願いね！』と頼まれてしまったらしい。それをきちんと毎朝実行しようとするのは律儀なヤツだと思うのだが、いかんせん当人にその気が無さ過ぎた。

　キリカにしてみると俺おれが毎朝寂しくないように、という気き遣づかいなのだろうけれど。その気遣いはこうして俺の身の危険に繋つながっているのだった。

「では、語りなさい」

「ええと……いい天気ですね」

「ええ、朝から土砂降りでテンション下がりますね」

「昨晩はよく眠れましたか」

「深夜まで通販番組を見ていたので３時間しか寝ていません」

「朝食は何を食べましたか」

「朝は基本食べません」

「…………」

「他ほかには？」

「……特にありません」

「コミュ能力の低い男ですね」

　はぁ、とため息を吐かれると同時、首筋の冷たさは無くなった。

　ほっ、と胸を撫なで下ろしながら、お前こそ会話するつもり無かったくせに、と愚痴りそうになった口を閉ざす。

　……ああ、でも気になることもあるんだった。

　これは流石さすがにおおっぴらに話すことではないので、後ろの席に座った一いち之の江えにこそこそと小声で話しかける。

「なあ、一之江」

「なんですか。宿題ならやってませんよ」

「見せませんよ、ではなくやってないのかよっ」

「宿題は決して家ではやらない主義なんです」

「……昨日学校でやらなかったのか？」

「授業の後は眠いので寝ていました」

　相変わらず堂々とした態度だ。

　これで、宿題提出の時もしれっと「すみません、やっていません。申し訳ありませんがやる気も起きませんでした」と語るので、教師泣かせだったりする。

　先生も、一人だけ名門校の制服を着ている生徒にそんなこと言われたら困るだろう。

　……それにしても一之江ってなんでずっと元の学園の制服なんだろうな？

　やっぱり愛着でもあるのだろうか。まあこの話は置いておこう。

「ちょっとあっち系で聞きたいことがあるんで、教室の外で話してくれるか？」

「またどこかに連れ込んでエロいことをするつもりですね」

「またって、お前にはしたことないよな!?」

「には？」

「うぐっ」

　しまった、つい言葉のアヤで。確かに一いち之の江えにはそういうラッキースケベは今のところまるで無いが、他ほかの娘さんたちにはちょいちょい、こう、嬉うれしいイベントがあったり。

「このエロ助」

「……ほんとすみません」

「まあ、貴方あなたの性癖に関してはおいおいお仕置きするからいいとして。いいでしょう、話があるからちょっとツラ貸せ、ということですね」

　言い方が怖いが、内容はその通りなので頷うなずくしか無かった。





◆2010-06-18T08:15:00　"Yasaka High School Staircase Landing"





　一之江と廊下を歩いていると、多くの生徒の注目を集めた。

　無理もない。こいつは隣町の名門校、蒼そう青せい学がく園えんの制服をずっと着ているのだ。

　ごくごく平凡な生徒にしてみると、その制服だけでお嬢様イメージがつく。しかも、こいつは衣替えが終わっても同じ制服を着ていたのだ。

　そこに意味があるような気がしたので、俺おれは階段の踊り場まで来るとまずそれを尋ねてみることにした。

「そういや、なんで制服は前の学校のままなんだ？」

「こっちの方が噂うわさになり易やすいからですよ」

「噂になり易い？」

　確かに、歩いている最中も一之江を見てこそこそ話す声が聞こえた。

　大体が「あれが一之江さんよ」「可愛かわいいなー」「お人形さんみたーい」という、一之江の可愛らしさを表現するものだ。まあ、噂の美少女なのは確かだよな。

「謎なぞの転校生という立場は、様々な憶測を生みます。それが『月つき隠がくれのメリーズドールってもしかして……』のように広まれば、私の存在はより強固となるのです」

　美少女の正体が実は……みたいな噂だろうか。

「怖い話……『都市伝説ロア』の正体はバレた方がいいのか？」

「ああ、いえ、噂される程度が丁度いいんです。バレてもいいっちゃいいのですが、私くらい有名だと他ほかのロアに狙ねらわれまくってしまうので。殺しまくるのも疲れますし」

　さらりと物騒なことを呟つぶやく一いち之の江えだった。

「その辺りのシステムがいまいちまだ解わからないんだよなあ」

「その手の説明担当はキリカさんなので、彼女の復活を心待ちにして下さい」

「うーむ……まあ、そうなんだが」

　キリカがロアの知識担当、一之江が戦いの技術担当、みたいな割り振りが二人の中でされている。キリカは優しく、例えを使って色々話してくれたりしてとても解り易やすい先生なのだ。そして一之江は俺おれが戦いで生き残れるように容赦のない訓練をしてくれている。

　この役割分担も、ここ数日は一之江がどちらも担当していた。一之江も教えてくれるのは確かなのだが……面倒臭がりなせいで、こうやって保留になることも多い。

「ふーむ……？」

「いずれイヤでも解りますよ」

　不思議そうな顔をしているのが解ったのだろう、一之江はため息交じりにそんな返事をしてくれた。俺も、いずれは自分が噂うわさされるために何かしないといけないのだろうか。

　自己プロデュース、みたいな。

　そう考えるとちょっと芸能人みたいだな。

「聞きたいのはそのことでしたか？」

「っとと、違った。っていうか、こんな話題を堂々と学校で話してもいいのか？」

「構いません。私たちの話題に聞き耳を立てている人物がいたとしても、話の内容の意味が解らなければ内容の理解は話半分になりますから」

「へえ……そんなもんなんだな」

「そんなもんです。むしろ、たまに聞こえる会話というものが噂になり易いので、こういう話題は理解されない範囲でバンバンした方がいいとも言えます」

　なるほど。噂を広めるのにもテクニックがいるというわけか。

　そんな話をしていると、聞き慣れた声が階段を上ってくる。

「いやあー、やっぱこう、凄すごいわけよ、間近で見ると！」

　我がクラスの残念なイケメン、アラン・シアーズが友達と一緒に会話しながら、階段の下を通りかかった。

　せっかくなのであいつが話している「噂話」に耳を傾けてみよう。

「やっぱ、鳴な央おちゃんのあれはＦカップはいってるとみたね！　姉妹揃そろってデカイって、たまらんったらないだろおい！」

　うん、相変わらずのダメ男な盛り上がりだった。

　ちなみにあいつが話している鳴央ちゃんという人物こそ、先の事件で『神かみ隠かくし』をやっていた女の子である。今は六むつ実み音ね央おという俺の中学からの腐れ縁である少女と、姉妹ということにして生活している。

「ああして、六むつ実み鳴な央おの名前とＦカップという噂うわさは広まり、彼女イコールでかい胸、という認識が世の中に広がっていくというわけです」

　そんな説明を淡々とする一いち之の江えも面白いと思ったが、まあ、なんとなく『噂のシステム』みたいなものは解わかったような気がする。

「あ……モンジさんっ。おはようございます」

「うん？　モンジじゃない。おはよ。なんでそんなトコでコソコソしてんの？」

　その噂の人物である鳴央ちゃんと音ね央おも階段を上ってやってきて、アランと違って俺おれたちの姿にも気付いた。清せい楚そでお淑しとやかな黒髪の子が鳴央ちゃんで、強気そうで薄い茶色の髪をツインテールにしているのが音央だ。

「よっ、おはよう。っていうか、二人揃そろってモンジって言わないでくれ。俺には一いち文もん字じ疾風はやてというれっきとした格好かつこいい名前が……」

「え、ですが……音央ちゃんが、その方がモンジさんは喜ぶわよ、って……」

　はにかみながら、手を胸の前で合わせてもじもじ挨あい拶さつをしてくれる、清楚可か憐れん！　を絵に描いたような鳴央ちゃん。言葉の内容はさておき、彼女的には俺を喜ばせたいからというなら、悔しいが見逃すしか無い。

「いいじゃない、モンジは所しよ詮せんモンジなんだし。で、一之江さんと密談？」

　と、腰に手を当てて堂々を胸を張って質問してきたおざなりな態度の少女が音央。この堂々とした態度は正に雑誌モデルなどをしている、自分に対する自信の現れだった。

「ちょうど、鳴央さんの話をしていましたよ」

　一之江がさらりと告げると。

「え。わ、私、ですか……？」

　頬ほおがさっと朱色に染まり、鳴央ちゃんは俺をもじもじと上目遣いで見る。

「どうせエロい話でもしてたんでしょ？」

　反して、じとー、っとした目で睨にらんでくる音央。

　全く同じ顔をしているというのに、どうしてこうも印象が違うんだろうな。

　元々は同じ人間だったというのが信じられないくらい、個性が完かん璧ぺきに分かれていた。

「胸がＦカップという話を」

「っ!?　ど、どうしてそれを……!?」

　……ゴクリ。

　そうだったのか。Ｆなのか、鳴央ちゃん。

　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ……なんてことだ。六番目の大きさじゃないか。

「こら、鳴央。そこはちゃんと誤ご魔ま化かさないと。ほら、モンジがエロい目でアンタの胸をじろじろー、って見ちゃってるわよ？」

「は、はぅっ」

　鳴な央おちゃんが慌てて自分の胸を隠すように押さえる。

　その態度すら、大変奥ゆかしくてたまらない。

「ご馳ち走そう様さまです」

「拝まれましてもっ！」

　俺おれが思わず手を合わせると、鳴央ちゃんは困ったようにツッコミを入れてくれた。

　うん、可愛かわいいツッコミはやっぱり華があっていいよね。

「拝まれましてもっ」

　グサッ。

「ぎゃあ!?」

　何気なく俺の背後に回った一いち之の江えが、俺の背中に何かを突き刺した。

「い、痛い!?　何を刺した!?」

「別に、何も」

　ほら、と両手を開いて見せる一之江。確かに、一瞬で制服の中にしまったにしては、今の衝撃は大きいものだった気がするが……。っていうか、別に一之江の胸を拝んだりはしていないよな、俺。

「だ、大丈夫ですか？」

　鳴央ちゃんだけが心配してくれる。

「あ、ああ、うん、大丈夫、らしい」

「いつものことみたいよ？」

「そうなのですか……」

　音ね央おの「いつものこと」というフォローも微妙に嬉うれしくはないが、まあ中学時代からの腐れ縁な友達だ。これくらいの態度が丁度いいのも確かだろう。

「で、胸の話ですが」

「続けるのかよ」

　一之江が語り始めて、俺は思わず突っ込んだ。

「せっかく、音央さんも鳴央さんも二人ともいますしね」

「うん？　……そっち系の話？」

　音央の視線が真面目まじめなものになった。鳴央ちゃんもすぐに姿勢を正す。

「気を付けないといけないのは、Ｆカップの噂うわさ話ばなしをされているのが、鳴央さんではなくて、ここにいる音央さんだった場合です」

「あたし？　まあ、それくらいよくされてるけど……」

　やっぱりよくされてるのか。

　まあ、噂の中心人物になり易やすい女なのは確かだよな。目立つし、可愛いし、スタイルもいいし、雑誌モデルもやってるし、生徒会副会長だし、と話題のネタは尽きない。

「例えば音ね央おさんの胸が『Ｚカップだぜヒャッハー』と広がって、世間的にもそれが認知されてしまうとしましょう」

「Ｚって。しかもヒャッハーって」

　流石さすがにその大きさの表現はどうかと思うが。

「それが世界に認められると、音央さんの胸はＺカップに変へん貌ぼうしてしまいます」

『うっそ』

　俺おれと音央の声が同時に重なった。

「Ｚってどんなだよ」

「それはもう、ボバーン、と凄すごいものに」

　一いち之の江えは両手を広げてその大変さを無表情のままアピールした。

　音央は流石に顔をしかめる。

「音央ちゃんは……その……『ロア』だからなんです」

　こういう話には詳しいのだろう。鳴な央おちゃんが言いづらそうに告げた。

「…………そうなのね」

　今の音央は元々存在しない人間だ。『妖精の神隠しチエンジリング』に遭あった本物の『音央（今は鳴央と名乗っている）』と入れ替わりで生み出された『妖精』なのである。

　今でこそ別々の人間として存在しているが、それはキリカの魔術があってこそだ。

「純粋な『ロア』は人の噂うわさとして認識されてしまうと、その存在になってしまうのです」

　一之江は鋭い視線で音央を見つめる。

　彼女にしてみると、仲良くはしているが音央は『ロア』なのだ。

　心を許せる存在ではない、と思っているのかもしれない。

「なるほど、ね」

　音央は多少青ざめながらも、気丈に一之江の視線を受け止めた。

「ですから、貴女あなたが『悪の妖精・神かみ隠かくしボインクィーン』とか呼ばれるようになったら、貴女はそういう恥ずかしい存在になってしまうのです」

「え、何それ恥ずかしい!?」

　確かに、やたら恥ずかしい名前の例えだった。

　そして音央の隣にいる鳴央ちゃんが、とても深刻そうな顔で続ける。

「悪の妖精神隠しボインクィーンは、妖精と人間を入れ替えて、人間界の全すべての人々を妖精にしようと画策する恐怖の女王なんです……」

「え、鳴央!?　あんたまで何言ってるの!?」

「その悩殺バディから繰り出される、必殺『ボインバスター』により、数多くの勇者たちが殺されたのです……」

「やめて一いち之の江えさん！　必殺技が嫌過ぎるんだけどっ！」

「俺おれも『ボインバスター』には勝てないな……」

「あんたも乗るな!!」

　音ね央おのチョップが俺の頭に炸さく裂れつした。

「いだっ!?　なんで俺だけ!?」

「あんたが一番ムカついたのよ」

　ずるい。理不尽だ。差別だ。

「ふふ、すみません、モンジさん」

　と、鳴な央おちゃんが俺の頭を優しく撫なでてくれる。

「でへへ」

「すぐ鼻の下伸ばして。まったくもう……」

　音央は呆あきれながらプンスカしていた。

「と、まあ。そんな感じの存在になるかもしれないので気をつけて下さいね」

「そ、そりゃ気をつけるけど……今まであたしが普通に過ごせていたのは、もしかしてたまたまってことなの？」

「音央ちゃんの場合、雑誌モデルとかの時にスリーサイズが掲載されているからですね。公式発表的なものがどこかにあれば、人はそれを真実と認識するんです」



    

  
    
      



    

  
    
      　鳴な央おちゃん自身はハーフロアとはいえ、長年ずっと『神かみ隠かくし』をやってきたからか知識は結構あるようだった。

　ルーキーな主人公である俺おれと、ルーキーなロアである音ね央おは、そういう先輩の話を大人おとなしく聞く立場だったりする。

「んじゃ、音央がいつだって理想的なナイスバディをしているのは、周りの人間から『そういう最高のスタイルをしている』と認識されているから……そんな可能性もあるのか」

「そうなの？　あたし、結構頑張って筋トレとかダイエットとかで体作ってるのに」

「そういう努力も広まれば、より確実ですね」

　噂うわさによって自分の体が左右されてしまう。

　そんな恐怖を感じたからか、音央は眉まゆをひそめていた。

「音央ちゃん……」

　鳴央ちゃんはそんな彼女の背中に手を添えて励ましている。

「ん……大丈夫、ありがと鳴央。別にそれくらい……なんてことないわ」

　下唇を噛かみ締めて、音央はキッと前を睨にらんだ。

　音央と鳴央ちゃん。二人が『神隠し』として犠牲にしてきた人々はもう戻ってこない。だけど二人は二人として生き続けることを選択した。二人はこれからも、罪の意識と戦い続けながら、そして償いの人生を歩むことを決意したのだ。

　自分が感じる恐怖、そんなものに負けていられないのだろう。

　――ここで困ったり泣いたりせずに、前を睨む音央はやっぱり格好かつこ良かった。

『ロア』と『噂』と『認識』――これらは気をつけなければ大変なことになる。

　それこそ、大事な友人を失いかねないくらいに重要な知識なんだと思う。

　そんな彼女らを自分の物語として引き入れた俺は、彼女ら以上の覚悟が必要だった。音央と鳴央ちゃんの悩みや苦しみ、恐怖や不安。そういったものを全部受け止めて、それでいて二人が『生きていて良かった』と思えるような。そんな物語をこれからも作っていかなければならない。

　それが、俺の『主人公』としての役目なのだから。

「……また、そんな目をして。噂なんて小さなことの積み重ねですから、いきなりでっかく変化することなんてありませんよ、まったく」

　一いち之の江えが溜ため息いき交じりに呟つぶやく。

「ん？　そうなのか？」

　と、いうか俺はそんな目をしていたのか。

　見ると、鳴央ちゃんは微笑ほほえみ、音央は照れてそっぽを向いていた。

　……考えていることが解わかり易やすいというのも困ったものだなあ。

「気をつける程度でいいということです。そこまで深刻な顔をしないで下さい。キモい」

「キモいとか言うなよ！」

　俺おれの抗議を無視して、一いち之の江えは目を閉じてしまった。

　……なんだ今のは。深刻に受け止め過ぎていた俺を気き遣づかった言葉か何かなのか？

　一之江は表情が読めないから、何を考えているか解わからないのだが……。

　こうして色々と教えてくれる以上、実は親切なのは確かだ。

「ま、あたしたちもちゃんと……自分たちで頑張るからさ」

「全部、自分で抱え込もうとしないで下さいね、モンジさん」

　音ね央おと鳴な央おちゃんが揃そろってそう告げてくる。

「ん、了解した。みんなで頑張っていこう」

　俺が言うと二人は微笑ほほえんで。

　一之江は目を閉じたまま、ちょっとだけ口元に小さな笑みを浮かべていた。





◆2010-06-18T10:30:00　"Yasaka High School 2-A Class"





　授業中でも、俺は別のことばかり考えていた。

　音央と鳴央ちゃんの決意もそうだが、一之江の本気具合とか。キリカが代償を支払ってまで頑張ってくれたりすることとか、そういったものを見る度に自問自答してしまう。

　俺は一体、何の為ために頑張っているのだろう？

　ほとんど偶然手に入れたＤフォン。これが最初のきっかけだったのは確かだ。

　一之江が頑張っていることを知って手伝いたくなったりとか、キリカの正体を知って、なんとかしたくなったりとか。

　そういう目先の理由はすぐに出来たし、そんな彼女らが消えないように俺の物語はずっと続けていけたらいいな、なんてヤシロちゃん……Ｄフォンを俺に手渡してくれた少女に語ったりしたこともあった。

　だけどそこにあった目的はあくまで受動的なものだ。

　周りの環境から与えられた目的に過ぎない気がする。

　俺自身がなんとかしたいこと……それは一体なんだろう？

「うーむ……」

　物もの凄すごく真剣に考えている俺は、さぞ真面目まじめに授業を受けているように見えるだろう。

　しかもキリカのポイントを稼ぐ為にノートも取っている。完かん璧ぺきに優等生だ。

　そんな優等生のフリをしている俺も、たまに悪いことをする時もある。

　携帯電話が振動し、俺は慌てて取り出してみた。このように、授業中に携帯電話を弄いじるという悪の行為に走ることもあるのだ。

　差出人は……俺おれが妹のように可愛かわいがっている、従姉妹いとこの理り亜あからだった。





差出人　・理亜

タイトル・兄さんへ

内容　　・お疲れ様です、兄さん。理亜です。

　　　　　本日の予定はどうなっていますか？

　　　　　もし遅くなるようでしたら連絡を下さい。

　　　　　本日は兄さんのご両親がいないので私が料理を作ることになっていますから。

　　　　　もし食べたい物などがあればリクエストをお願いします。

　　　　　それではお返事をお待ちしています。





　そういや、今日は父さんも母さんもいない日だったな。

　しっかりものの従姉妹からのメールは、とにかくやたら固い。

　朝に貰もらったキリカのメールとは正反対なイメージだ。

　そのくせ、リクエストもＯＫと言っている辺りがちょっと可愛い。

　あいつは料理も出来る万能妹なので、今から夜ご飯が楽しみだ。

「とりあえず、カレーライスと送っておこう」

　小声で呟つぶやきながら、左手だけでカタカタとメールを返す。

　今日は多分、キリカもいないことだし一いち之の江えの訓練だけで帰るはずだ。

　俺の物語になる『都市伝説』を探す、コード探索とかも先送りにするだろうし。

　何か突飛な事件でも無い限りはごく当たり前のように帰ることが出来るはず。

「送信、っと」

　とりあえずちょっとは遅くなるかもしれないが、大体夜ご飯までに帰ると伝えた。

　カレーライスだったら、家にある材料だけでもなんとかなるだろうから、この雨の中大事な従姉妹を買い物に出かけさせずに済むしな。

「ふぅ」

　我ながらいいお兄ちゃんだぜ、と思って一息つくと。

「すぅ……」

　背後から俺の背中を利用して隠れている、一之江の穏やかな寝息が聞こえてきた。

　一見真面目まじめそうなのにまるで真面目じゃない、というのもこいつのキャラクターだ。

　なんでも、大概の授業は既に予習してあったり、前の学園で習っていたとのこと。

　何気に優等生なのかなんなのかよく解わからないよな。

「ん？」

　不意に窓の外がキラッと光った気がした。

　直後。



　ゴロゴロドシャーン！



　雷が近くに落ちたらしく、教室が騒然とした。

「へえ、意外と近くに落ちたなあ」

　っていうか、雷雨なのか今日は。本当に天気が悪いなあ。

　バラバラバラ！　と窓ガラスを雨が打ち付ける音が響いたので、授業は一時中断された。教師がカーテンを閉めるように促すと、窓際の生徒がしっかりとカーテンを閉じていく。

「……ふむ」

　今の音で起きたらしい一いち之の江えが俺おれの背後で深刻そうな声をこぼした。

「どうかしたか？」

「何かあったようです」

「何か？」

　一之江は俺に返事するよりも先に、ガタッと席を立ち。

「すみません、病弱な私は天候不良すらも影響を受ける薄幸の美少女なので、保健室に向かいます。ついでに言うと、フラフラなので目の前にいる不ふ埒らちな男を連れて行きます」

　と俺の首根っこを掴つかんだ。

「不埒ってお前！」

「事実でしょう？」

「……ほどほどに」

　そんな俺たちのやりとりに、クラスメイトたちがクスクス笑う。

「では一いち文もん字じくん。一之江さんに不埒なことはしないで、保健室へ連れて行きなさい」

「真面目まじめに授業を受けていた生徒に対して酷ひどい仕打ちですね!?」

　担任でもある安あん藤どう先生に俺がツッコミを入れると、さらにクラスメイトたちが大笑いしてクラスの雰囲気は和やかになった。

　くそう、雷への不安を払ふつ拭しよくするのに上う手まく使われた気分だ。この美人教師め。

「では保健室へ行ってきます」

　一之江はぺこりと頭を下げると、俺を引っ張って廊下に出たのだった。





◆2010-06-18T10:35:00?　"Yasaka High School Passage"





「どうしたよ、突然」

　一いち之の江えが歩いている方向は、明らかに保健室ではなかった。

「Ｄフォンに、キリカさんから連絡が」

　一之江は懐からほのかに赤く光るＤフォンを取り出して俺おれに見せた。

「キリカから？」

「一言、『気をつけて』と」

　気をつけて？

　その表示を見せて貰もらえば、本当にそれだけしか書かれていない。

　キリカにしては内容が単刀直入過ぎるメールだった。

　しかも、普通の携帯電話ではなくＤフォンに送られた辺り緊急性を感じる。

「キリカさんがこうして送ってくるからには、対応速度が求められるかと」

「対応速度が求められる事態ってなんだよ」

「それはもちろん、戦闘でしょう」

　気がつけば。

　学校の中の物音が一切無くなっていた。

　教室の中を覗のぞいてみると、いるはずの生徒たちが一人もいない。

　物音が無く、人もいない。この世界には覚えがあった。

「『ロアの世界』？」

　隣に尋ねてみると……一之江の姿がない。

「一之江？」

　その瞬間、背筋を冷たいものが走った。

　慌ててＤフォンを取り出し、その熱さを確認する。

「熱くない……し、光ってもいない、か」

　つまり俺に危険はない、という意味なのだろうか？

　だとしたらこの『ロアの世界』は。

　……一之江を狙ねらったもの？

「っ、一之江！」

　俺は一気に廊下を走り出す。

　誰だれもいない廊下、誰もいない校舎、誰もいない世界。

　この焦りには覚えがある。

「メリーさんの人形に追いかけられた時みたいだな」

　つまり、この『ロアの世界』を展開しているヤツもそういうホラーっぽい何かなのだろう。しかも、対象は俺おれではなく一いち之の江えのようだ。

　心のどこかで、あいつなら放置しておいても平気だろうという気持ちもある。なんせ、自他共に認めるくらいかなり強いらしいのだから。その圧倒的な強さは俺を何度も助けてくれている。

　だけど、もうひとつの心がそう思って安心するのを許さなかった。

　あいつだって、ごく普通の女の子なのだ。キリカに言われてわざわざ俺と朝のトークをしてくれたり、宿題をサボったり、授業中に先生に見つからないように寝たり。

　殺伐とした世界に踏み込んでいるからこそ、あいつのそういう……ごくごく平和な日常の姿というのを大事にしてやりたい。あいつの、ただの女の子である部分を俺はもっともっと大事にしてやりたい。

　だから！

「『ロア』！　俺の前に出てきやがれ！」

　俺は廊下を走りながら叫んでいた。

　怖がったり、逃げたり、悩んだりするのは『主人公』の特権であって、一之江みたいなオバケサイドの役割じゃないはずだ。だったら俺がこの『ロア』の相手をする！

　そう叫んで、数秒経たったその時。

　Ｄフォンが一気に発熱し、赤い光を放ち始めた！

「っ!?」

　その熱さに驚きながら、慌てて辺りを見回す。

　なんだ？

　やたらと、じっとりとした気配を感じる。

　外に雨が降り続いているから……ではない。

　誰だれかが俺をじっと見ている。しかも好意的な視線ではない。ただ敵意でもない。

　そう、値踏みされているかのような感覚だ。面接会場などでじっと複数の面接官たちに動向を見られているかのような。じろじろとした不ぶ躾しつけな視線。

　――こんなものを感じられるようになるくらい、俺の感覚も少しは研ぎ澄まされるようになっていたってことなんだろう。いつも一之江は見えない位置から攻撃してくるしな。

「どこで見ている？」

　焦りを感じながらその視線の主を探すと。

　すっ、と白くて細い手が俺の首の横から二本、挟むように伸びてきた。

「ひっ!?」

　手!?　腕!?

　一之江の恐怖は追いかけられ、追い詰められ、そして真後ろにいるというものだ。

　段々精神を追い込んでいくあの手法は、ドＳなあいつにピッタリなものなのだった。

　だが、こいつは違う。

　静寂の中から、静かに腕だけを伸ばして……。

　その冷たい手が、俺おれの首を静かに握ってきた。

「っぐ!?」

　細い指が喉のどに食い込む。真ま綿わたを締めるように、ただひたすらゆっくりと。じわじわと。

「っっっ！」

　俺は首が傷付くのも気にせず、無理矢理その手を引き剥はがそうと手で掴つかんだ。

　その拍子に、手にしていたＤフォンが廊下を転がる。赤く、ぼんやりとした光が俺への警告として薄気味悪く輝いていた。

　肌に食い込む爪つめが、首の肌ごと削る激痛に意識がはっきりする。

　そうだ、こんなものに殺されるわけにはいかないっ！

「っりゃああ！」

　だから、そのまま首が千切れるんじゃないかってくらい痛くても、頑張って無理矢理にその手から脱出した。どろりと熱いものが首から流れるのが解わかる。

「っ！」

　ゾクッと寒気がして、首の痛みに構っていられないまま慌てて振り返った。

　……そこには。

　何もない空間から伸びる、二本の腕が――。

「な、なんだこれ!?」

　生身の、腕だけというのは不気味だ。気味が悪すぎる。

　しかもその指先に自分の血が付いて、わきわきと蠢うごめいているのを見てしまえば。

「な、なんなんだよ!?」

　思わず頭が混乱してしまい、そんな叫びを上げてしまう。

　その腕は俺が見ている前でスーッと音もなく空間の中に引っ込んでいき。

　ひやり。

　再び俺の背後から、首を包む冷たい感触が訪れた。

「がっ……あっ……！」

　首の絞め方に上う手まさ下へ手たさがあるのだとすれば、この腕はかなりの達人だろう。

　的確に俺の呼吸を止め、意識を奪う筋を押さえている。傷に触れれば痛みで覚かく醒せい出来るはずなのに、その箇所を的確に避けて掴んできた。

　手に力が入らず、頭が朦もう朧ろうとして、目が霞かすむ。

「やっ……め、ろ……！」

　俺はその手を両腕で掴むが、万力のような力で絞めつけられた首から外れることはなく。

　その指先はそれ以上締め付けることはなく。

　殺害目的の首絞めというよりは、俺おれを落とすことが目的のように感じられた。

「うぐっ、お、おおおおっ！」

　足をバタつかせると上履きの先にさっき落としたＤフォンが触れた。

　こいつを、俺に近付けて……一いち之の江えを呼ぶボタンさえ押せれば！

　そんな目もく論ろ見みを持っていた俺を嘲あざ笑わらうかのように。

　もう一本の腕が床から現れ、俺の足を掴つかんだ。

「ひぐっ!?」

　腕は二本だけではなかった。さらにもう一本が現れ、もう片方の足も掴む。

　完全に、動きを封じるため――だけではないようで。

　霞かすむ視界の中で、俺の足がずぶずぶと……なんと廊下の床にめり込んでいった。

「なっ!?」

　まるで底なし沼にでもはまったかのように、足が床に沈んでいく。

　感触はまるでないのに、足の先はまるで動かない。

「ぐっ……あっ……」

　なんだ、俺はこのまま、床に埋められるのか？

　こいつは手で俺を絞め殺すロアではないということか？

　霞む頭では何も考えられなくなっていく。思考力を奪う、というのは情報戦が主体であるロアとの戦いでは、こんなにも有効な手段だったのか。

　薄れかけた意識の中で色々思考を巡らせる。

　このまま目を閉じたら……意識を失ってしまいそうだから。

　気絶しないよう踏ん張る、それだけを最後の抵抗にして。

「負け、られっかよ……！」

　冷静だ。冷静になれ一いち文もん字じ疾風はやて。

　このまま、意識がぼんやりしたまま戸惑っていれば完全に負けてしまう。

　そうなったら。

　俺が負けたら、一之江も、キリカも、音ね央おも、鳴な央おちゃんも。

　みんなが……負けたことになるんだ！

「う、おおおお！」

　喉のどから声を振り絞って意識を強く保つ。

　そして、なんとか動く場所を考えてみる。

　両手はフリーだ。この首を掴んでいる手を離せばいくらでも動かせる。

　そして……息苦しいが、口も動く。目もなんとか開けるし、耳も聞こえる。

　足は……もう膝ひざまで廊下に沈んでいた。このまま廊下と同化してしまっていたら恐ろしいが、今はこの俺おれを締め付ける手をなんとかするのが先決だ。

　だったら！

　俺は手を離して、むしろ相手の手首を掴つかんだ。

　細くて華きや奢しやな腕。女の子のものだろうか？

　――女の子が、自分のいる場所に引き込もうとしているのだろうか？

　だとしたら何の為ために？

「……げほっ……なあ……もしかして、俺に……そっちに行って欲しいのか？」

　なんとか声と息を振り絞って、そう尋ねてみる。

「だったら……」

　いっそそっちに行ってやる。

　こんなことしなくても、俺は女の子がいる場所なら。

　それこそ、神かみ隠かくしの中にだって平気で突っ込んでいく男だ。

「俺を」

　連れていけ。

　そう、言いかけた時だった。

「えっ、男!?　間違えた！」

「……はい？」

　途端に首が軽くなって、足がふわっと床に浮き上がる。

「げほっ、げほっ、なんだ？」

　少女の元気な声に振り向いてみると、手と一緒にチラッと赤い服みたいなものが見えた。

「間違え？」

「男なんていらないもの！」

　手に話しかけると、そんなご無む体たいなことを言われてしまう。

　なんだ、つまり、あれか。

　人違いか。

「じゃあ、ええと！」

　一瞬だけキーンと酷ひどい耳鳴りが聞こえて、教室から教師の声が聞こえた。

　と、思ったらすぐにまた周囲の音が無くなった。

『ロアの世界』の貼はり直しってヤツか？

「おや、こんにちは」

　そして、そこには一いち之の江えが立っていた。

　その顔と声を見ただけで、ドッと安心感に包まれる。

「早速仕掛けられていたようですね。いきなり消えて笑いましたよ」

「笑うなよ！　げほっ……人違いだったってさ」

「なるほど」

　一いち之の江えは視線を俺おれから逸そらすと、ポケットからハンカチを取り出した。

「差し上げます。光栄に思うんですよ」

「……あ、ああ、ありがとう」

　この首の怪け我がを心配してくれたんだろうか。そして、洗って返さなくてもいい、というのを教えてくれたのだろうか。

　一之江の態度はいまいち解わからなかったものの、それでも気き遣づかって貰もらえると嬉うれしい。

「……ありがとうな」

「感謝を二度する必要はありません。キモい」

「キモいとか言うなよ！」

　照れ隠しだったとしても、言葉の刃は相変わらずだった。

　そして、首にハンカチを当てながら自分のＤフォンも回収する。

　特に熱くなったり光ったりという反応は無かった。どうやら、俺にはもう危険が迫っているわけではないらしい。

「なんか白い手に襲われたんだ。首を掴つかまれて、足を床に引きずり込まれた。んで、さっきまではＤフォンも熱くなって赤かったんだが、今はもうなんともない」

「そうですか。私のは熱くなっていますから、今の狙ねらいは私かもしれませんね」

　一之江は辺りを注意深く観察しながらも、少しも気負ったところがない。

　相手の『ロアの世界』だからといって、一之江が戸惑ったりしたことは一度もない。

　俺が初めてこの寒々しい世界に閉じ込められたのは、それこそ街まち中なかで一之江に追いかけられまくった時だったな。その次は、屋上でキリカの蟲むしに襲われた時か。今は仲間の二人に既に味わわされたというのが不思議な気分だが、おかげで今となっては多少は冷静に対処出来るようになっている。

「しかし、都市伝説に詳しくない俺としては、さっきのがいったいぜんたい何のロアだったのかがさっぱりなんだよな……」

「ほう、ちゃんとその辺りを気にしているだけ成長しましたね」

「うん、そりゃ、毎日のように訓練で叩たたき込まれているからな」

「ええ。第一に『これがなんの都市伝説なのか』。第二に『それをどう倒すのか』というのを考えなければ、以後も生き残れないので気をつけて下さいね」

「了解した」

　一之江はそんなレクチャーをしてから、不意に窓の方を見た。

　窓の外には大雨が降っており、向かいの校舎の姿すら霞かすんでいるように見えるが。

　その校舎の屋上に。

「意外と大物でしたね」

　赤いマントを羽織った金髪の姿があった。

　そんな彼女の背後で雷が光ったというのに、轟ごう音おんは鳴らない。そんな雷雨の中――屋上の手すりに座って真まっ直すぐに俺おれたちを見つめている少女。

「怪人赤マント。聞いたことくらいならあるでしょう？」

「確かにあるな。トイレで赤か青か尋ねるヤツだっけ」

「それは赤マントの派生物語で、『赤マント、青マント』です。今回はおそらく、その原点である『怪人赤マント』という『都市伝説』のロアでしょう」

　原点と派生なんてあるのか、と思ったが。そういえば一いち之の江えの『メリーズドール』も、元々はメリーさんの人形の話だったのに、リコちゃん人形の話になっていたのも思い出した。つまり、身近な形で派生したり新しい話が生まれたりするということか。

「ロアは、オリジナルに近付けば近付くほど強い。そして彼女は、そのオリジナルに近しい存在です。もっとも『赤マントの怪人』は男というのが定番なのですが」

「どう見ても女の子だな。さっきの手の子なら、腕も細かったし」

　遠目からも、金髪がくるくるドリルヘアーをしているのがなんとなく見える。ドリルヘアーなおっさん、とかいたら俺は容赦なくやっつける自信がある。だからというわけでもないが、あれは少女であると信じたい。

　多分、背丈からしても一之江と同じくらいだろう。少なくとも音ね央おやキリカみたいな身長ではないように見えた。

「まあ、性別のアレンジくらいよくあることです。『なんとか男』という名前のくせに女の子だったこともありましたからね」

「そんないい加減でいいのか？」

「ロアは女性である率が高いと言ったではありませんか」

「それも……そうか」

　なんでだろうな、オカルトと女性というのは切っても切れないものな気がする。

「嬉うれしいでしょう？」

「夢が広がったよ」

　まあ、ムサいおっさんばかりだったら気が滅め入いるところだった。

　女性が多いということに希望を持つとしよう。

　そして俺も目を凝らして、まだ首にはハンカチを当てながら彼女を見る。

　向こうも俺たちを見ている。遠目過ぎて細かい顔立ちまでは解わからないが……どちらかと言えば俺ではなく一之江を見て笑ったような気がしたのは、さっきの『間違えた！』という言葉があったからだろう。

　そして俺がふと一之江を見ると。

「一之江っ！」

「っ！」

　一いち之の江えの背後から、いきなり白くて細い手がぬっと現れて一之江の腕を掴つかんでいた。

「これは……」

　一之江は掴まれた腕を離させようと抵抗するが、その腕がどんどん……何もない空間に引き込まれていく。

　まるで、その何もない空間に見えない壁……というよりは、透明な水面でもあるかのように。引き込まれた一之江の手がそこから先、ぷっつりと無くなっている。

「そうでした。赤マントは少女を誘拐する存在でしたね」

　だから『少女』である一之江が、誘拐されつつある。そういうことなのか。

　さっきの『男なんていらないもの』というのは、そういう意味だったらしい。

　ロアである以上、自分の物語と違うことは出来ないし、しない方がいいんだろうな。

「その通り！　わたしは、『少女』である以上はみーんな攫さらっちゃうんだから！」

　こちらの状況のピンチにそぐわない、明るい声がどこからともなく響いた。

　どうやら、さっきも聞こえたこの声の主が『赤マント』らしい。

「間違いがありますね」

　一之江の肘ひじの辺りまでが空間に沈みかけているというのに、その声は穏やかだった。

「私は『美』少女です」

「そこが重要なんだ!?」

　思わずツッコミを入れている赤マントと思われる少女。

「いやいやいや、でも、少女である以上は攫っちゃうんだから！」

「実はこう見えて、私の正体は妖よう艶えんな美女なのです」

「えっ、うっそ!?」

　ピタ、とその手が止まった。

　どうやらこの子、力はかなりのものだけど頭はさほど良くないらしい。

「ほら、モンジ。貴方あなたも何か言いなさい」

「え？　あー……うん、ミョーレイのビジョ、ダゾー」

　どうしてもカタコトになるのは、俺おれが嘘うそなんてつき慣れていない善良な少年だからだ。

「えええっ!?」

「そいっ！」

　一之江は相手の手が緩んだ瞬間を見逃さず、手を引っこ抜いた。

「きゃわわわっ!?」

　スポン、とその空間から赤いマントを羽織った少女が現れる。

「攫ってしまいました」

「なんと、わたしが攫われてしまったのね！　そいつはビックリだわ！」

　やたら元気な女の子だった。

　年の頃ころは中学生か、もっと下か……。金髪のくるくるドリルヘアーをした、まだ幼さの残るその顔立ち。だが、その表情には勝気さと自信に溢あふれた、なんとも眩まぶしい笑顔が彩られていた。

「って、やっぱり少女じゃん！」

　一いち之の江えを見て抗議している。

「ですから、美少女ですってば」

「やっぱり美少女なんじゃん！」

「その通りです。ですが実は妙齢なのです」

「え、そうなの？」

　そこで俺おれを見られると、嘘うそをつき慣れていない俺は困るわけだが。

「妙な年齢なのは確かかもしれないな」

「なるほど、それがミョーレイなのね！」

　どっか外国の子なのかもしれないが、単にものを知らないだけの可能性もある。

「でもでも、見た目が少女ならやっぱり攫さらっちゃうんだから……」

　バサッ、と少女は赤いマントを翻した。その下には高級そうな、中世ヨーロッパの貴族ちっくな服装が隠されている。いかにもマントの似合う服装だった。

「そして、女の子を攫った後に抹殺する！　それがわたしのロア『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』よ！」

　……何語なのかは解わからないが、きっとどっかの言葉での『赤マント』なんだろうな。

　得意げに胸を張って宣言している辺り、余程の自信があるのだろう。

「なるほど、振り向いたら必ず抹殺する私への挑戦とみました」

「うん！　『月つき隠がくれのメリーズドール』、勝負よ!!」

　健全なケンカに見えなくもないけれど、実際これって殺し合いだよな。

　しかもちょっぴり蚊か帳やの外にいる俺としては、どうしたものかとても悩む。

「せやっ！」

　先に仕掛けたのは、ロッソ……まあ、名前が長いので赤マントと呼ぶことにするが、その赤マントの鋭いキックだった。

　どれくらい鋭かったかと言うと俺にはさっぱり見えなくて、一之江が両腕でガードしているのを見て初めてキックだったことが解ったくらいだ。

　一之江と訓練しているおかげか、最近は多少動体視力も良くなった自覚もあったのだけど、その程度のものでは本格的なロアバトルには役に立たないらしい。

「やるじゃない！」

「貴女あなたもキャラの割に強いですね」

「え、何、キャラの割にって」

「こう……元気っ子というのは噛かませ犬系なのがこの業界の通例ですから」

「そんなことないよ!?　元気っ子イコール主人公クラスだよ！」

　続いて赤マントのパンチ。これもまたまるで見えなかったのだが、一いち之の江えが腕で防いでくれたので確認することが出来た。

　……っていうかまるで見えないってことは、俺おれがこの赤マントさんと戦ったとしても、まるで敵かなわなかった、ってことだよな。

「くぅ、そんなにヒョイヒョイかわさないで！」

「当たったら痛いじゃないですか」

「え、もしかして防いでいる攻撃以外にも何かかわしたりしてるのか？」

「何言ってんの！　目にも留とまらぬ早はや業わざで頑張ってんじゃん！」

　うん、目にも留まらないからその頑張りが解わからないんだ。

「モンジにはまだ解らないかもしれませんね。いいですか、こういう素早い相手の場合、まず視線を見て、それから体の軸を見るんです。すると、次にどこを狙ねらって攻撃するのかが解るから、目に見えなくても避けられるということです」

「……なるほど」

　俺が感心していると。

「なるほど……そうだったのね……」

　赤マントも感心していた。

　こいつは強いけどアホな子なのかもしれないな。

「じゃあ、これならどう!?」

　赤マントがバッ、とそのマントを広げて。

「『怪人の手マジシヤンズハンド』！」

「うわっ!?」

　直後、一之江の周囲に大量の白い腕が一斉に生えた。ザッと数えただけでも軽く百は超えるほどの量だ。床からも現れている為ため、完全に球形に囲まれている。

　それぞれは赤マントの手らしい。白くて愛らしいのだが。それが無数にわきわきと蠢うごめいているのを見ると気味悪さしか浮かばない。さっき俺の首だけでなく足も掴つかめたのは、こうやって大量の手を出せるからだったんだな。

「空間を超えて、無数の手を生み出す能力……ですか。これは凄すごい」

「でしょ！　しかも、引きこんで攫さらっちゃう能力だもんね！　『赤マント』はたくさんの女の子をこの手で攫ったって有名なんだから！」

　都市伝説の解釈によって、その能力が違うということか。大勢の少女を攫う為には、多くの手がないといけない。そう彼女は考えたが故ゆえの能力なのだろう。

　そしてその大量の腕に３６０度囲まれ、流石さすがの一いち之の江えも逃げられない状態に陥った。

「ちぇっくめいとー！」

　一斉にその腕が一之江に襲いかかった瞬間。

　――その体は、何もない空間の中に沈み込むかのように消え去ってしまった。

「いっ、一之江!?」

「やった！　サイキョーと言われている『月つき隠がくれのメリーズドール』をこのわたし『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』がやっつけたわー！」

　大量の腕がそれぞれ拳こぶしを握って、天高く突き上げられた。

　俺おれは唖あ然ぜんとするしかない。

　一之江が。あの強気クールなあいつが、負けた……？

「ははっ、まさか」

「ふふーん、信じられないのも無理はないけどね、お兄さん。やっぱりわたしがサイキョー、っていうのは当然だったわけなのよ」

　えへん、と平へい坦たんな胸を張って自慢げにしている赤マント。その仕草や表情を見ているだけなら可愛かわいいのだが、俺としては相棒を奪われたというのが悔しいわけで。

　ん？　奪われた？

「時に赤マントさんや」

「サイキョーのロッソ・パルデモントゥムね！」

「麗しき最強のロッソ・パルデモンさんや」

「あら、何かしら、うふふ」

　言いづらいので微妙に省略したのだが、麗しき、の辺りがお気に召したようだ。

「攫さらわれたあいつは、どこに消えてしまったんだ？」

「んふふ、いいトコに気付いたわね。そう、今メリーズドールがいるのは、わたしのサイキョー抹殺空間！　そこに入ってしまったが最後、二度と帰って来ないっていうのが、ユーカイってもんよ！」

「じゃあ生きてるんだ？」

「わたしが殺すまで生きてるわねっ！」

　なんだ、じゃあ簡単だった。

「そっかぁ……」

　それなら、なんとかなるな。

「ところで、ロアとロアの戦いって相性っていうのがあるらしいんだけどさ」

「あ、それ、わたしも聞いたことあるわ。大変みたいよね？」

「うん。ロッソちゃんは閉じ込めて殺す能力だったんだな」

「そうよ！　今まで色んなロアをポイポイ放ほうり込んでおいたわ！」

「殺してないんだ？」

「後でまとめてやっちゃうのよ！」

　まあ、誘拐犯らしいと言えば誘拐犯らしいのかな？

「おっと、じゃあちょっと待っててくれ」

　俺おれはＤフォンを取り出す。

「なんだ、電話するのね？　いいわよー」

　……こいつ善良なお気楽っ子だよな。

　ニコニコしているのを見ていると、なんだか和みそうになってしまう。

　だが、一応は一いち之の江えのピンチだ。

　俺はＤフォンを操作して……。



　トゥルルルルル。トゥルルルルル。



「あー、もしもし？　繋つながったな」

『はぁ……もしもし私よ。今貴方あなたの後ろにいるの』



　ため息交じりの声と共に。

「うえええええ!?　な、なんで帰ってきちゃってんの!?」

　赤マントが俺の背後を指差して仰のけ反ぞりそうになっていた。

「まあ、そういうロアだからなあ、こいつ」

「こんにちは、『月つき隠がくれのメリーズドール』です」

「こ、こんにちは」

　見て解わかるほどうろたえながら、挙動不審になる赤マント。

　そんな隙すきを逃す一之江ではなかった。

「さっきまで私、普通の格かつ好こうしていたでしょう」

「そ、そういえば」

「つまり、私はまるで本気など出していなかったのです。そして本気の私は、さっきよりも10億倍強いですよ」

　それは流石さすがにふかし過ぎだろう、一之江。

「じゅ、10億倍も!?」

　しかし赤マントには通じていた。露骨にビビっている。

「さあ、そのドリルをストレートにしてあげましょうか……」

「ひぃっ！　こ、今回は引き分けって報告にしておいてあげる！　それじゃね！」

　赤マントはそう叫ぶと、自分の後ろにある空間にダイブした。

　何もない場所に水面の波紋のようなものが出来て、そこにトプンと沈み込むかのようにいなくなってしまう。

「……元気な娘こだったなあ……」

「あの逃げ方をされると、私の声も届きませんね。まあ、引き分けなのでしょう」

　一いち之の江えの声には、別に残念そうな色は浮かんでいなかった。

「俺おれの時みたいに電話で追いかけるってのは？」

「今私を呼んだのは貴方あなたでしょうに」

「あー、そういう決まりもあるのか」

　つまり、現状だと『月つき隠がくれのメリーズドールの被害者役』は俺ということになるのだ。物語的にちゃんとなぞらないと能力は発揮出来ないということか。

「意外と制限が多いんだな、ロア同士のバトルって」

「ええ。まあ、今回は強敵がアホの子だったおかげで楽勝でしたが、なんか気になることを抜かしていましたね、あの子」

「ああ、そういえば」



『引き分けって報告にしておいてあげる！』



「報告相手がいるってことだよな、あれ」

「彼女は彼女で、私みたいなものなのかもしれませんね」

「うん？　一之江みたいなものって？」

「ええ、ですから」

　一之江は次の言葉を呟つぶやくまでに少しの間を置いて。



「誰だれかの物語、ということです」





◆2010-06-18T13:00:00　"Yasaka High School Student council Meeting room"





「わっ、モンジくんのおべんと、美お味いしそう！」

「実際に味も美味しいのですが、俺の名は一いち文もん字じ疾風はやてです」

「うんうん、格好かつこいいよねー、モンジくんの名前っ。お弁当も美味しそうだしっ」

　俺が一途に想おもい続けている素敵な生徒会長こと、七しち里り詩し穂ほ先輩が自分の会長席から身を乗り出して覗のぞき込んできた。いつも通りの可愛かわいらしさに俺の心は癒いやされまくる。

「その……あの……」

　音ね央おの隣でもじもじしている鳴な央おちゃん。

「わっ、もしかして鳴央ちゃんの手作り!?」

「は、はい……」

　途端に詩し穂ほ先輩がニマニマ～と俺おれを見る。

　しまった！

　生徒会室でランチという選択肢はミスだっただろうか？

　このままでは、鳴央ちゃんと俺の仲を誤解されてしまい兼ねない。

　今の先輩の好感度だと、あっさりと「なるほど、お幸せにね！」と言われて、俺の恋はさっくり撃沈という事態になりかねん！

　しかし。

「あ、あぅ……」

　真まっ赤かな顔で俺を見る鳴央ちゃん。

　そんな彼女の前で「いやいや、鳴央ちゃんとは単なるお友達です。俺の本命は詩穂先輩だけですよ！　キラキラ！」などと語ってしまったら鳴央ちゃんを傷つけてしまうかもしれないだろう。そんなことが出来るか？　女の子の涙をとことん許せない俺が、涙を流させてしまうかもしれないなんて。そんなの許せるか？

　答えは否である！

　どうしよう、どうすればいいんだ。考えろ、考えろ一いち文もん字じ疾風はやて！

「二つ目のお弁当お疲れ様です」

　と、俺の横にいる一いち之の江えがさらに余計なことをバラす。

「むむっ？」

　先輩はすぐにその言葉に反応し。

「え……そう、なんですか……？」

　鳴央ちゃんは驚いたような、ショックなような、そんな顔で俺を見た。

　……美少女に囲まれてランチを食べる。そんな状況がまさかの針のむしろだった。

　どうだ、羨うらやましいか、と他ほかの男子たちに自慢したい現状ではあるのだが。

　男子たちよ、この状況に陥るとそれはそれで大変なこともあるんだぜ？

　と、訴えかけたところで理解してくれる男子諸君はいないだろう。

　何な故ぜなら、つい最近までは俺もそういう男を羨ましいと思い『リアルが充実している男なんて爆発しろ』とアランと一緒に本気で叫んでいた側だったからだ。

「妹の手作りよ。モンジには良く出来た、こいつにはもったいない妹がいるの」

　音央が横から助け舟を出してくれた。

「どうせ、鳴央のお弁当も嬉うれしいからって、妹のも早弁したりしてたんでしょ？　いくら運動してるからって食べ過ぎよ」

「あ……う、嬉うれしいのですか？」

「そりゃもちろん。可愛かわいい女の子からのお弁当を嫌がるヤツなんかいないし、鳴な央おちゃんのご飯が美お味いしいのはとっくに知っているしな！」

　その最初の経験が『神かみ隠かくし』されていた時だったりするのだが、それはさておいて。

「わぉ、モンジくんったら、プレイボーイさんだねえ」

「先輩も俺おれに作ってくれてもいいんですよ！」

「あはは！　わたしはモンジくんがそんなに頑張って食べちゃうほど美味しい、妹さんか鳴央ちゃんのが食べてみたいな～」

　おおお。なんかピンチを脱したみたいだ。

　音ね央お、お前の話題転換のおかげだ！　お前がいなかったら今この場で俺の恋は終わっていたかもしれない。本当にありがとう。

　あの茨いばらの園から助け出して良かった。などと現金なことを考えてしまう。

「じゃあ、今度妹に……」

　先輩の分も、と言いかけて。そういや我が従姉妹いとこである理り亜あと先輩にはなんの面識もないから、いきなりお弁当を作らせるのはおかしいな、と思い直す。

「ううん、冗談だよ。会ったことも無いのに、いきなりご飯作って～、なんてお願い出来ないもんね」

「まあ、確かに。ウチの妹は潔癖症なので、そういうのも気にしそうですし」

　俺が触ろうとするとヒラヒラっと回避して「触らないで下さい」と丁寧に断るくらいのクールな妹だ。先輩と会うことがあって、しかもお友達になったりしてようやく、お弁当を頼んだり出来るのだろう。

「わ、私は……会長さんの分も作って構いませんよ？」

「ほんとに!?　鳴央ちゃんありがとう～！」

　先輩は席を立ち上がると。

「わわっ!?」

　ぎゅううう、と胸で鳴央ちゃんの頭を抱き締めていた。

　……柔らかそうなその部分に包まれて赤くなっている鳴央ちゃん、という姿はとても魅惑的で、うっかり見惚れてしまったとしても誰だれも文句は言えまい。

「鼻の下伸ばし過ぎよ、バカ」

「バカとはなんだっ！」

「ふんだっ」

　音央は俺を蔑さげすんだ目で見ると、一人でパクパクとご飯を食べていた。

　うん、とても平和的なランチタイムだ。

「モンジ」

　俺おれの隣で静かに食べている一いち之の江えが急せかすように呟つぶやく。

　ああ、解わかっている。わざわざ生徒会室でご飯を食べるのは、俺が先輩を見てデレデレするためじゃない。

　……いや、五割くらいはそのつもりもあったのだが、本題は違うのだ。

「ああ、そういや先輩」

　俺は極力自然さを装って会話を始めた。

「んにゃ？　モンジくんもむぎゅう～、ってされたい？」

「是非に!!」

　反射で答えてしまった瞬間。



　ぐさり。



　俺の脇わき腹ばらに恐ろしく熱い何かが突き刺さったような、そんな感触を覚える。

「ぐほおおおおおっ!!」

「わっ、どうしたの!?」

　脇腹が熱い！　というか痛い！　というか死ぬほど痛い！　のに死ねない！

　いつもながら、一之江は俺に何を突き刺しているんだろう。凶器はどこにも無いし。

「ちょ、ちょっと、突然の腹痛が……」

「わわっ、だいじょぶ!?　おトイレ行ってくる？」

「い、いえ、すぐに治まりますので……ぐぅぅ」

　一之江を見ると、何事も無かったかのようにすまし顔で小さな口に白はく米まいを運んでいた。

　くそっ、絵になるのが余計にムカつく。

「会長、最近は何かクラスメイトさんから、怖い話を聞いたりしませんでしたか？」

　溜ため息いき交じりで音ね央おが俺の代わりに聞いてくれた。

　そう、俺たちにとって詩し穂ほ先輩は結構重要な情報源なのだ。

　思い返すと一之江の時も、音央の時も、詩穂先輩の怖がり発言から発展した。

　さっきの『赤マント』のことも含めて何か噂うわさ話ばなしだけでも知っていれば聞き出したい、というのが今回生徒会室でランチを食べている理由である。

「あ、そうなの！　もう、聞いてよ、音央ちゃん、モンジくんっ！」

　先輩はそうだった！　と思い出したかのようにパタパタとホワイトボードの方に走り、キュポっと黒いペンのキャップを外す。

「『ベッドの下の男』っていうのがいるらしいの！」

　ホワイトボードに、平たいベッドのようなものを描いて、その下の部分に矢印を描く。

『赤マント』ではなかったが、それでも気になる話だ。

「なんでも、一人暮らしの女の子の家のベッドの下に隠れてて、寝静まった頃ころに包ほう丁ちようとか斧おのとかでザックリ！　って殺しちゃうらしいの」

　ベッドの下に黒い人影を描いて『ほうちょ』とか『オノ』とか『おっかない！』とか、どんどん書き加える先輩。本当に怖がっているのだが、微笑ほほえましく見える。

「ああ、あたしも聞いたことありますね、その噂うわさ」

「お、そうなの、音ね央おちゃん」

「ええ。一人暮らしの女の子の家に泊まった子が、突然寝ている家や主ぬしを起こして『コンビニに行こう！　私、アイス食べたくなっちゃった！』って叫び出すとかで。それで家主がその剣けん幕まくに驚いて部屋を飛び出したところで『貴方あなたのベッドの下に、包丁を持った男がいたの！』って慌てて警察に駆け込むっていうお話」

「そうそう、それそれ！　わたしが聞いた話もそれだよ！」

　……実は俺おれもチラッとは聞いたことがある都市伝説だった。俺や音央でさえ知っている都市伝説、つまりかなりメジャーな都市伝説なのだろう。一いち之の江えの方を見ると、食べる手を止めて先輩を見ている。

「先輩は、一人暮らしなのですか？」

「そうなの！　だから、ちょっと怖くてー……」

　先輩が一人暮らしという情報にちょっと驚いた。

　キリカみたいな魔女でさえ家族がいて、ちゃんとした家に住んでいるというのに。

　先輩みたいにごくごく普通の女の子が一人暮らしだなんて。

　……なんか家庭の事情でもあるんだろうな、と思うと深くは尋ねられないが。

「会長って一人暮らしなんですね。ご両親は？」

　そんな俺のハードルをあっさり乗り越えていくのが音央だった。

「うん、外国なのっ。イタリアのフィレンツェだよん」

　なんか格好かつこいい地名が出た。どこにあるのかはさっぱり解わからないが、きっとお洒落しやれな街に違いない。

「わたしも卒業したら来ないか、って言われているんだけどね」

「っ」

　思わず俺の中で時が止まった。

　胸が一瞬ぎゅっと閉じたような気分になり、一気に苦しさみたいなものが浮かぶ。

「先輩は、どうするんですか？」

　なんとか平静を装いつつ、笑顔で尋ねてみる。

「んー、大学に受かったらこっちのままかな？　落ちちゃったら行くかも」

　先輩の返事はあっけらかんとしたものだった。

　そうか、そうだよな。両親がいるんだったらそっちに行くだろうし、大学生になったら別に一人暮らししていてもおかしくない。

　先輩にとってはごくごく当たり前の選択に、それでも胸はドキドキした。

　先輩がいなくなってしまうかもしれない。

　そのことが俺おれに余裕を失わせている。

「モンジ。しっかりしなさい」

　小声で一いち之の江えがたしなめてくれた。

　――そうだ。今はこういう、恋愛感情で戸惑っている場合じゃない。

　先輩が怖がっている都市伝説は、実際に「いる」可能性が高い。

　しかも一人暮らしということは、先輩が狙ねらわれる可能性も高いのだ。

「ん、サンキュ」

　小声で一之江に感謝を伝えると、一之江は僅わずかにコクリと頷うなずいた。

　……普段もこういう優しいツッコミをしてくれればいいのに。

　どうしていつも刃物でザックリするんだろうな。

「しかし、先輩が一人暮らしとなると、途端に心配ですな」

　俺はいつもの調子に戻って先輩に話しかける。

「うん、わたしも怖いなー、と思って。最近はベッドで寝るの怖いから、リビングのソファにお布団持ってって寝てるくらいだもん」

　なるほど、最初からベッドで寝ていなければその都市伝説は発生しない。

　さりげなく上う手まい対処だった。

「でも、おかげで体が痛いし、ちょっと寝不足なの。ふぁ～……」

　先輩はちっちゃな口に手を当てて、可愛かわいらしいあくびをした。

　……そうだよな。ベッドの方がきっとフカフカだろうし、よく眠れるもんな。

「よし！　じゃあここは俺が先輩の家に泊まりますよ、なんちゃって！」

　早速冗談っぽく宣言すると。

「ほんと!?　モンジくん一緒に寝てくれるの!?」

　先輩はもの凄すごい食いついてきてくれた。

　………………。

　なんだと？

「え、先輩？」

「わぁ、ありがとうモンジくん！」

「ちょっ、ちょっと会長、いけません、こんな野獣と一緒にだなんて！」

「じゃあ、音ね央おちゃんと鳴な央おちゃんも来て！」

　ニャパー、と大変愛らしい笑顔で告げる先輩。

「え……私たちも、ですか？」

「うん！　鳴な央おちゃんもぜひぜひ！」

　鳴央ちゃんは困ったような顔で俺おれを見る。

　……音ね央おと鳴央ちゃんと先輩と……俺が一緒に、お泊り、だと？

「ぶふっ」

　思わず出そうになった鼻血を我慢する。

「いいよね、楽しそう！」

　まあ、はい。俺は死ぬほど楽しそうですが。

「みずみずはどうする？」

　先輩は一いち之の江えを誘うのではなく、どうするのか尋ねた。

「私はすることがあるので……」

「え、そうなのん……？」

　先輩が残念そうな顔で一之江を見た。

「夜中合流で」

「やったー！　じゃあ、はい、これっ！」

　先輩はキーホルダーを取り出すと、そこから一個だけ鍵かぎを抜き取って。

「これは合あい鍵かぎですか？」

「夜中にピンポン鳴らすよりいいもんね」

「なるほど」

　一之江はそのまま鍵を受け取る。

「あと、みずみずもパジャマ忘れないでね！」

「パジャマパーティですか、上等です」

　何……？　パジャマパーティ……だと……？

「会長、モンジのヤツが鼻の下伸ばしていてムカつくんですけど」

「あはは、モンジくんったら。こんなに可愛かわいい女の子だらけだと、やっぱり狼おおかみさんになっちゃって、がおーってしちゃう？」

「しちゃいますね」

「ちゃうんだね」

「ちゃいますとも」

　堂々と返事をしていたら、鳴央ちゃんが真まっ赤かになってしまった。

　いかんいかん、あんな純情娘を赤面させまくるなんて犯罪だ。見ている分には大変目の保養になるのだが、ほどほどにしておかないとな。

「っとと。残念ながら俺は狼にはなりませんな」

「あれれ、ならないんだ？」

「クール・ザ・モンジなので」

「クール・ザ・ハヤテじゃないのん？」

「しまった！」

「くすくすっ」

　いつものやり取りをしつつ、俺おれはお弁当の残りを食べる。

　鳴な央おちゃんのご飯は相変わらず美お味いしくて。

　幸せな気分でお昼のひとときを過ごせたのだった。





◆2010-06-18T15:15:00　"Yasaka High School 2-A Class"





差出人　・仁に藤とうキリカ

タイトル・いいなー！

内容　　・モンジ君たち、詩し穂ほ先輩の家にお泊りなんだって？

　　　　　いいなー！　ずるい！　私も行きたい！

　　　　　うう、でも今は体が結構大変なので我慢します。しょぼん。

　　　　　お土産話いっぱい聞かせてね。

　　　　　特に恋バナとかだとポイント高いよ！

　　　　　あ、一応心配だから『ベッドの下の男』は調べておくね。

　　　　　何か解わかったらメールしまーす。

　　　　　ふふ、頑張るんだゾ☆



モンジ君のキリカより。チュッ





　うん、キリカのメールを見ているとあれだ。付き合いたくなってくる。

　そんな、素直な感想を持つくらいキリカは癒いやし系だった。

　もう、授業中にニマニマニマニマして仕方ない。

「キモいですよハゲ」

「ハゲてねえよ!?」

　背後から聞こえてきた小声に、ささやき声でツッコミを入れる。

　まあ、キモいのは事実だっただろうから仕方ない。うん。

　しかし……そう。

『ベッドの下の男』だ。

　結構有名な都市伝説である以上、強いロアなのは確かだろう。

　その上、夜中合流とはいえ一いち之の江えがいないのだ。

「やっぱり、例の赤マントちゃんを調べるのか？」

「はい。ロア状態だったから外見が変化しているとは思うのですが、あの特徴的な性格やら姿形ならば意外と見付け易やすいかと。蒼そう青せい学がく園えんの仲間たちに連絡して調べてみます」

「うん？　仲間たち？」

「言っていませんでしたっけ」

「うん、初耳だ」

「蒼青学園にはロアやハーフロアが結構な人数いるので、チームを組んだりしているのですよ。とても頼りになる人々です」

「うっそ、そんなにいるんだ、あの学園」

「全国でも有数なロアの産地かと」

　そんな地方の特産品みたいな言われ方をされてもな。

　お坊ちゃんお嬢様のための名門校で有名な蒼青学園が、まさか都市伝説のオバケだらけだなんて誰だれが思えるだろうか。しかも、一之江が頼るくらいだから結構な実力者たちだったりするのだろう。

　……なんだろうな、この悔しさは。

　自分の身近な子に別のコミュニティがあると嫉しつ妬としてしまう。

　そういう男心なのかもしれない。

「ぐ……む、まあ、うん。頼れる仲間がいるのはいいことだよな」

「嫉妬オツ」

「う、うるせー」

　やっぱりこいつには見破られてしまうようだ。

　ほんと、俺おれの心は読まれまくりだよな。

「まあ、今は貴方あなたの物語なんですから。そんな嫉妬する必要ありませんよ」

「うん？」

　……もしかして今のは、フォローだったのだろうか。

「……いや、まあ、えーと……ありがとう」

「こうやってちょっとデレたフリすると立ち直るからちょろいですよね」

「ちょろいとか言うなよっ」

　思わず強めの囁ささやき声になって、辺りの生徒がチラチラと俺を見る。

「静かにして下さいハゲ」

「だからハゲてねえっての！」

　まるで被害者のような態度をとる一之江。こいつは本当に読めないよな。

　まあいい。今日の授業もあと僅わずかだ。

　キリカに早速返事でもしながら……。

　っとと？　またもメール着信が。





差出人　・理り亜あ

タイトル・申し訳ありません

内容　　・お疲れ様です、兄さん。理亜です。

　　　　　申し訳ありませんが、本日は友人の家に宿泊の予定です。

　　　　　早く帰ってカレーライスを作る予定だったのですが、

　　　　　どうしても外せない用事が出来てしまいました。

　　　　　もちろん女性の友人なのでご安心下さい。いずれ兄さんにも紹介いたします。

　　　　　宿泊する旨むねは私の両親にも兄さんの両親にも、どちらにも連絡済みです。

　　　　　本当に申し訳ありません。

　　　　　カレーライスはまた後日に作りますね。

　　　　　それでは。





「お……お泊りだとう……」

　兄としての不安が一気に吹き出した。

　いや、俺おれも今日はお泊りなので文句は言えないのだが。

　理亜のカレーを食べてから泊まりに行こうと思っていただけにちょっと残念だ。

　っていうか、ええと。

　どうしても外せない用事で友人の家に宿泊ってどういうことだ。

「ぐむむ」

　俺が唸うなっていると。

「それは確実に男ですね」

　後ろから不安を煽あおる声が聞こえた。

「な、ぬ……？　だが、あいつはまだ中学生なのにっ」

「今時の女の子はもう中学生ですんごいことになっていますて」

「やめろー、聞きたくなーいっ」

「もう、ぐうちゃぐうちゃのでろんでろんの、ピョイームっ、ですよ」

「なんで最後ジャンプした」

「それはもう、大人おとなの階段です」

「ぐぉぉぉぉぉっ」

　バカな。あの潔癖症で真面目まじめでクール過ぎるくらいクールな理り亜あに限って、そんなことあるもんか。うおおおお。

「ごめんなさい兄さん。この人が私の恋人です」

「ぎぎぎぎぎっ」

　後ろからピンポイントに俺おれを苦しめる悪魔のような声がする。

「はぁ……シスコンでもあったんですね。どんだけ手を広げるんですか」

「グッ……いや、ほら。身内は誰だれでも大事だろ」

「兄さん、この人と結婚します」

「ぐぎぎぎぎぎぎっ」

　こいつ、絶対にドＳだよな。

　肉体的にも精神的にも俺を痛めつけて喜んでいる節があるし。

　さっきちょっとフォローしてくれた人物と同じとは思えないくらいの酷ひどさだ。

「貴方あなたが信じないでどうするのですか。大事な人ならなおさら」

「……うぐっ……そ、それもそうだな」

　そして手のひらを返したように優しい言葉を投げかけてくる。

　これがアレだな。調教ってヤツなんだろうな。

　痛めつけるだけ痛めつけてからの、優しさ。うん、大変効果的です。

「兄さん、この人の子どもが出来てしまいました」

「ぐぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　そして、絶望に突き落とす。

　……俺の精神は、授業終了までにボロボロにされてしまっていた。
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　そんなわけで、俺は。

　な、なんと、憧あこがれの詩し穂ほ先輩の部屋に入ってしまっていた。

　駅前から歩いて十分くらいの距離にある、大きなマンション。

　そこの７０７号室という、随分高い場所にある１ＬＤＫ。

「いらっしゃーい。何も無い部屋だけど、ゆっくりしていってねっ！」

　ゆ、ゆっくりだと……！

　この、デザイナーが綺き麗れいに揃そろえたかのような穏やかな色彩のお洒落しやれな部屋で、男の俺がゆっくりなど出来るだろうか。ソファはフカフカだし、カーペットは肌触りがいいし、調度品ひとつ見てもちょっとセンスがいいし。壁にかかっている白い帽子なども、それだけでインテリアに見えるレベルだ。

　つまり、先輩の家は『女の子が理想的な一人暮らしをしてみた』みたいな部屋だった。

「ふえー」

「凄すごい綺き麗れい……」

　音ね央おと鳴な央おちゃんもすっかり感心してしまっている。

　俺おれたち三人が遊びに来たところで、まるで狭さを感じない。

　それくらい広いリビングだった。

「うふふっ。それじゃ、ご飯の用意しちゃうね？」

「あ、何か手伝いましょうか？」

　音央がすぐに立ち上がる。

「いいのいいのっ。お客さんたちはのんびりしてて！　今日は頑張ってくれてるモンジくんや音央ちゃんたちにわたしからのお礼もしたかったんだよん」

　と、先輩は嬉うれしそうにキッチンの方にパタパタと走っていった。

「え、あ……すみません、お言葉に甘えます」

　音央はそのままストン、と座って。

「……どうすんの」

　ソファに座っている俺に小声で尋ねてきた。

「どうするって、何がだよ」

「お泊り会って言ってるけど、あんたが会長の何かを手伝うと、大抵オバケか何かが出るんでしょ？」

「まあ、その時出たオバケと今は一緒にいるわけだが」

　音央と鳴央ちゃんを見て頷うなずく。

「あ、あはは……」

　鳴央ちゃんは照れたみたいに俯うつむいて笑ってから、上目遣いで俺を見た。

「でも、本当に、その『ベッドの下の男』が現れてしまったらどうなさるんですか？」

　そして心配そうに、先輩の寝室を見る。

「とりあえず現れたらやっつけるのは確かとして、だな」

「まあ、そうよね。そんな物騒な痴漢オバケ、とっとと倒したいもの」

　音央も同意して拳こぶしを握り締めたりしている。

「しかも先輩の家に、というのが許せない俺がいるしな」

「この事実を知ったらあんたを許せない、会長のファンは大量にいるでしょうね」

　ああ。既にその覚悟は出来ている。

　このことがバレたら、俺おれは穏やかな学校生活なんてもう出来ないのだろう。

　だが、そんなリスクを背負ってでもお泊り会……ではなく。先輩の不安を取り除いてあげたいのだ。うん。

「問題はやっつけ方だよな……」

「はい。ただ『ベッドの下の男』の噂うわさは、別に殺傷などがあるものではないので、戦闘になったとしても私と音ね央おちゃんならなんとか出来るかと思います」

「え、音央と鳴な央おちゃん、なんか戦えたりすんの？」

　音央は『妖精』で、鳴央ちゃんは『神かみ隠かくし』だったのだから、そりゃかなり強い力を持っているのは確かなのだろうけど。二人が『戦う』となるとまるで想像がつかない。

「うん？　あたしはほら。あんたをザクザクしたじゃない」

「ああ……あれ、あの茨いばら使えんの、お前」

「うん。鳴央と練習したもの」

「音央ちゃん、最初は全然上う手まく使えなかったんですけど……」

「モンジをぶち殺そうとした時の気持ちを思い出して！　って意識を変えたら、その瞬間からまるで手足のように茨の鞭むちをビシバシ使えるようになったわ」

「……そうですか。お役に立てて光栄です」

「うふふっ」

　なんで俺の周りの子って、俺をいじめたりするの得意なんだろうな。

　いっそそういう性癖に目覚めてしまった方が楽なんだろうか……？

　って、いやいや。いかんいかん。そんなアブノーマルな道に安易に流されてしまったら戻ってこられなくなる。ただでさえ、アブノーマルな人生を歩んでるのだから。

「んで、鳴央ちゃんは何が出来るんだ？　音央はあの茨で巻きついてくびり殺すとか出来るとして」

「人の技をわざわざ物騒な言い方しないでよ」

　音央の抗議はスルーするとして、俺は鳴央ちゃんを見る。

「え、あ、私は、その……戦闘は、苦手ですね」

「だよなあ。鳴央ちゃんが元々いたあの家だって、富ふ士じ蔵くら村むらのだったわけだし」

「はい。あの家にはもう連れ込んだり出来ません。無くなっちゃいましたから」

　鳴央ちゃんが人を『神隠し』に遭あわせて消してしまっていた場所も、今では無くなってしまっている。だとすると、鳴央ちゃんは本当に何が出来るんだろうか。

「ま、鳴央が何かしないで済むようにあたしたちで頑張ればいいわよ」

「それもそうだな」

「あんたも、ほら。いつぞや見せたみたいにケンカ強いんでしょ？　あんな風ふうに頑張って、会長と鳴央を守りなさいよね」

「あー、あれかあ」

　村から逃げる時のことだ。襲いかかってきた村人たちを俺おれがキックで追い払ったのを音ね央おも覚えているのだろう。俺も、あの時はかなり自分が強くなったのを自覚しておっかなくなったものだが……。あの力がいつでも出せるのだとすれば、俺も役立てるはずだ。

　しかし訓練では一度も一いち之の江えに一矢報いたりも出来なかったし、さっきの赤マントの攻撃もほぼ見ることが出来なかった。つまり、俺の実力は対ロア相手ならまだまだだ。

「最悪やっつけられなかったとしても、先輩の家からは撃退するという方向で。一之江が合流してからやっつけて貰もらうって手もあるしな」

「そうね。夜中からでも一之江さんが来てくれるなら心強いわ」

「私も見ていたのですけれど、一之江さんは息をするかのように、当たり前のように大量の村人をやっつけていましたからね。あの方は、本当に強いんだと思います」

　自分が強くあるために、様々な努力をし続けている一之江。

　だからこそ、あいつは本当に強く、気高く在るのだろう。

　――負けてられないよな。

　あいつみたいにとはいかないまでも、俺自身もちゃんと役に立てるよう頑張ろう。

　そう決意した時だった。

「ひゃあああ、焦げちゃったー！」

　そんな悲鳴がキッチンから聞こえてきて、俺たち三人は顔を見合わせる。

「音央、鳴な央おちゃん、やっぱり手伝ってきた方がいいとみた」

「うん、そうね」

「ふふ、行ってきます」

　音央と鳴央ちゃんが立ち上がり、俺もせめて食器の用意くらいはしようとソファから立ち上がった。

　そして、もう一度この部屋を眺める。

　お洒落しやれで雰囲気も良く、適度に生活感もある理想的な一人暮らしの部屋。

　それなのに、何な故ぜか違和感みたいなものを感じるのは……ここに、ロアがいるかもしれないからだろうか？　既に『ベッドの下の男』はこの中に存在していて、条件が出来上がるまで姿を見せないのだとしたら。

　ある程度のピンチは承知の上で。

　なおかつ先輩に戦いを悟られないように頑張らないといけない。

「よし。頑張ろう」

　俺もキッチンに向かいながら。

　やっぱりもう一度振り向いた。

「……なんだろうな？　なんか引っかかる」

　首を傾かしげながら、俺おれはそのままキッチンに向かう。



　この部屋に時計が無いと気付いたのは、この事件を解決したずっと後のことだった。
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　携帯電話で時間を確認してみると、もうすぐ日付が変わろうとしていた。

　俺の生活リズムでは、まだまだ夜はこれからなのだが。

「ふぁ……」

　パジャマ姿の先輩は眠そうに目をこすっていた。ソファの上でごろんと転がって、なんとも愛らしい仕草でだらだらしている。俺はそんな様子を床のクッションに座って、嬉うれし恥ずかしな気持ちで眺めていた。

　ちなみに、俺と先輩は今……なんと二人っきりである。

「せ、先輩っていつもこれくらいに寝てるんですか？」

「ううん。いつもはもっと遅いよ。夜中のアニメとか見てるもん」

「ああ、俺も見てますよ。今期も結構面白いですよね」

「面白いよねー！　いつもワクワクしちゃうもんっ」

　そんな共通の話題で盛り上がりつつも、俺は緊張でかなりそわそわしていた。

　と、言うのも……。

「んにゅ？」

　先輩はパジャマ姿。その濡ぬれた髪がセクシー度を上げている。湯上りのいい香りがふわぁっと漂ってきたりして、俺のドキドキをヒートアップさせていた。

「んふふ、どうしたのん？」

　よりによって、先輩はソファから降りて四よつん這ばいになって近寄ってくる。

「い、いや、先輩がこう。可愛かわいくて」

　パジャマが。パジャマの隙すき間まから見える谷間がっ！

　俺は今、視線を外したくても外せない状況に陥った。

「あら、ありがとっ！　モンジくんも可愛いよ？」

「ふひ？」

「女の子の部屋で、お風呂上りのわたしを見て、ドキドキ緊張してる顔が、なんだかとっても可愛いもの」

「うぐっ、そりゃあ、ほら……」

　先輩が魅力的過ぎるからです、と伝えたいのに。どうしても言葉が上う手まくまとまらない。いつもなら、軽妙なトークで先輩と楽しく会話出来るのに。今は、どうしても先輩と先輩の部屋で二人きり、というのを意識してしまっていた。

　いや、そりゃそんなドキドキする谷間とか見せられれば、正常でいられるはずがない。これはきっと世の中の男性全すべてに共通する意識だと思う。だが、ここまで無防備な先輩というのもレアだった。今なら何を話しても平気なんじゃないか、そんな気もする。

　――とはいえ、ここで告白などするわけにもいかない。

　何な故ぜなら。

「ひゃああああ！　こ、こら鳴な央お！　ヘンなトコ触らないで！」

「音ね央おちゃんの肌ってほんっと、綺き麗れいですよね……」

　シャワ、と解わかり易やすいシャワーの音と共に、そんな会話がエコーで聞こえた。

　先輩の家のお風呂は大きい。

　そこに、今ダブルボインの姉妹が入っているのだ。

「――あいつら……」

　俺おれの顔はさぞ真まっ赤かになっていることだろう。

「んふふ、楽しそうだよね、二人とも」

　先輩もなんだかニマニマ笑っていた。

　俺が緊張しまくっている理由のひとつには、音央と鳴央ちゃんがお風呂に入っている、というのもあるだろう。

　ちなみに、さっき先輩がお風呂に入って「ふんふんふ～ん♪」と鼻歌など歌っている時は、ホラーものの怪人が風呂場の美女を襲いたくなる気持ちがとてもよく解った。今後ホラー映画を見たら、彼らの気持ちに共感して見ることが出来るかもしれない。

　いやあ、さっきはよく我慢出来たな俺。と自分を褒めたいが。

「モンジくん、わたしのお風呂覗のぞきにこなかったね？」

「ナニヲイッテルンデスカ!?」

　いきなり何を言ってるんだこのお方は！

　俺の中ではかなりスピーディに、

『お風呂覗きにこなかったね？』→『覗きにきてくれても良かったのに』→『モンジくん、これがわたしの体だよ……』→『ふふ、いらっしゃい……』

　のように変換された。

　いやいやいやいや。そんなはずないから。いつもの先輩のお茶ちや目めだから。

「もし音央ちゃんと鳴央ちゃんがいなかったら覗いてた？」

　先輩がさりげなく身を寄せてくる。当然、そのドキドキする胸元も近付いてきた。

　え、なにこれ？

　もしかして俺おれ、誘惑されてる？

　ははは、まさか。

　そんなはずあるわけないだろう、ゴクリ。

　しかし……先輩、やっぱり大きいし形もいいよなっ！

　俺は生なま唾つばを飲み込んだ。

「い、いなかったら、ですか」

「うん。あ、いなかったら家にお泊りにきてないー、とかはなしね。『もしかしたら』のお話だもの」

「あ、う、了解っス」

　先輩の顔が近い。風呂上りの上気した頬ほおは愛らしいピンクで、触ったらきっと気持ちいいんだと思う。それに、その体からはやっぱり柑かん橘きつ系けいのいい香りが漂っていて、もっと近くでその空気を吸いまくりたくなる。ああ――男ってヤツは、好きな人相手だとどうにも変態っぽくなってしまうんだなあ……。

「……た、たぶん」

「多分？」

「先輩に嫌われたくないから、覗のぞけないと思いますね」

　うん、それくらいチキンなのが俺だった。

「わたしがモンジくんを嫌うの？」

「ええ。と、いうかほら。大事にしたいんっスよ、やっぱり。こう……詩し穂ほ先輩のこと、ちゃんと。そういうヨコシマな乗りとかで覗く、とかじゃなくて」

　自分でも何を言っているのか把握していなかったけれど、とにかく思い浮かんだ言葉をただひたすらに紡いでいた。

「大事に？」

「はい。だって、詩穂先輩は俺の……」

　大事な人だから、と続けようとして。



　――俺の視界の端に、不意に何かが映った。



　瞬間、茹ゆだっていた頭がクリアになり、荒かった呼吸が静かになる。

　……さっきまで先輩が座っていたソファの下。そこに『何かがいる』。

　ソファの下なんて、本当に僅わずかなスペースだ。ベッドの下なら男が隠れるという噂うわさも納得出来るが、ソファの下の幅なんて10センチとか、それくらいしかないだろう。

　なのに、そこに『何か』いるのだ。

「俺の、何かな？」

　先輩は……気付いていない。相変わらず俺おれに身を寄せて、火ほ照てった顔を近付けて、甘い吐息で近付いてきている。って、こんな素敵な体験をしているのに、俺はどうしてソファの下なんて気にしなきゃならないんだ！　くそ！　俺は今ほど『ロア』というものを恨んだことはない。後にも先にも、きっと今のこの瞬間が一番ロアに対して怒っていた。

「俺の……大事な先輩なので、一緒にアイスを食べに行きましょう！」

「ほえ、アイス？」

「湯上りと言えばアイスでしょう！　ここの近くにあったコンビニに、俺のお勧めアイスがあるんですよ。それをぜひぜひ、先輩にも……あいつらにも食べて欲しくて！」

「ふえ、ほんとっ!?　うん、食べる食べる！」

「パジャマのままだと流石さすがに外には一緒に行けないので、ちょっとジャージか何かに着替えてきてくれると嬉うれしいです。コンビニデートしましょう！」

「ん、りょうかい！」

　先輩は嬉しそうに立ち上がると、パタパタと自分の部屋に駆け込んだ。

　そのまま、パタンとドアが閉じる。

「きっさまああああっっっ!!」

　俺は先輩やご近所に配慮して、小声で絶叫した。

　Ｄフォンがやや熱くなり、赤く光るのが解わかったが、そんなのとっくに知っている。

「せやっ！」

　ソファを力任せに持ち上げた瞬間、そこには案あんの定じよう――真っ黒な人影がいた。

　こいつが『ベッドの下の男』か！

　そいつはまるで平面存在のように、平べったい存在だった。どちらかと言えばトカゲとかヤモリとか、そういう類たぐいに見えなくもない。人間の形はしているのだが、人間のようには到底思えない。……なんだこれ。こういうのも『ロア』なのか？

　そして、なんでソファの下にいるのか一瞬悩んだ。そういえば先輩が『最近はベッドで寝るの怖いから、リビングのソファにお布団持ってって寝てるくらいだもん』って言っていたのを思い出す。つまり、今の先輩にとってのベッドはソファだから、そこがこいつにとっては『ベッド』として認識されたということなのだろうか。

　こんな形の『ロア』が存在するのか、ということと。

　ソファをベッドとして認識していた、ということ。

　その二つの疑問が俺の中にはあったが……。

「だがそんなことは関係ねぇっ!?」

　俺は力任せにその人影を踏みつけた！

『っ!?』

　そいつは人の言葉ではない、不思議な叫び声を上げてズルズルとヤモリのように移動を開始した。――そっちはお風呂の方だ。

　直後。



　!!



　あの富ふ士じ蔵くら村むらで聞き慣れたラジオのノイズ音が響いた。

「モンジさん！」

　ガチャ、とバスルームのドアが開いた。そしてラジオを右手に、左手で自分の体にバスタオルを巻きつけて、濡ぬれた体の鳴な央おちゃんが飛び出してくる。

　俺おれは鼻血を吹きそうになった。

「ちょっ、鳴央っ、そんな格好かつこでっ！」

　バスルームの方からそれを咎とがめる音ね央おの声が響いた。

「音央ちゃん、ですが……きゃあ!?　なんか黒いのがそっちに！」

　鳴央ちゃんが駆け寄ろうとしてくれたその脇わきの壁を這はって。黒い影がまだ音央のいるであろうバスルームに入ろうとして――。



　ズザザザザザザザザッ！



　大量の茨いばらの蔦つたが、そのバスルームから溢あふれ出てその黒い人影を壁に押し付けた。

「鳴央っ、あの場所に連れていこ！」

「わ、解わかりましたっ！　『妖精庭園フエアリーガーデン』！」



　直後、辺りは茨の壁に囲まれた美しい広大な庭園になっていた。

　花壇には色とりどりの花が咲き乱れていて……ああ、ここには覚えがある。

『神かみ隠かくし』の先、音央と鳴央ちゃんの『居場所』だった空間だ。

「はふ……これでもう、絶対に取り逃がすことはありません、モンジさん」

　濡れたままで、バスタオルを巻いた鳴央ちゃんと。

「見たら殺すわよ」

　茨の蔦や花でピンポイントに大事な場所は隠している音央が、庭園の中央にいた。

「……ああ、うん」

　それはそれでドキドキする格好ですね、とチラチラ見つつ。

　黒い影は、音央が操った茨に巻き付かれて身動きが取れないでいた。

『っ！　っっっ!!』

　耳障りで聞き慣れない奇妙な声を上げながら、必死に抵抗している。……あの手に持っている黒い物は包ほう丁ちようなのだろうが、完全に自由を奪われている身ではそれを振ることも出来ないようだ。

「で、こいつ、何？」

　音ね央おは腰に手を当てながら、首で人影を示す。

「ソファの下にいたんだ」

「ソファ？　だって、『ベッドの下の男』なんじゃないの？」

「あ、そっか。……会長さんが『ソファにお布団持ってきて寝ている』って言っていたから……ですね」

　鳴な央おちゃんが思い出したように言ったので、俺おれも頷うなずいた。

「だろうなぁ。つまり、こいつにしてみればソファがベッドだったんだ」

「……だからこんな、中途半端なロアになったのですね」

　鳴央ちゃんは人影を見て頷く。

「やっぱ、こいつもロアなんだ？」

「はい。ですが、ロアはきちんとお話をなぞらないととても弱いんです。生まれたてのロアは、こうやって形も曖あい昧まいで、存在も曖昧で……」

　確かに、『男』と言う割に人なのかどうかすら怪しい。

　これでは動物と言われても納得してしまいかねないほどだ。

「でも、この弱いうちでも人の噂うわさに上っていくくらい怖がらせていければ、やがてきちんとしたロアになっていくんです」

「あー、確かに。あたしもこんなのがソファの下にいたらビックリして……ちょっと前だったら、学校のみんなに話しまくったかも」

　音央の女子高生らしい意見に納得した。

　なるほど。こんな黒い人影でもそれが誰だれかの噂になっていけば、ちゃんとしたロアになっていく。そうやって『噂』を積み重ねて強くなっていくものなんだな。

「んじゃ、さくっとやっつけちゃいましょ」

「そうですね。このまま放置しても悪いことしかありませんし、やっつけちゃいます」

　やっつけちゃう、と言い放つ二人を見る。

　この二人にどんな戦い方があるんだろう、と思っていたけれど。意外とちゃんとロア的に戦えていて、ちょっと悔しかった。

　音央と鳴央ちゃんでさえちゃんと戦えるのに、俺はといえば……あの黒い人影を踏んづけただけだ。それくらいしか出来なかった自分に、ちょっとだけ自己嫌悪する。

「それでは、いきますね」

　とはいえ、二人が何をするのかは気になった。『神かみ隠かくし』と呼ばれるほどのロアである二人組。その力はかなり強いと、一いち之の江えもキリカも言っていた。

「『奈落落としアビスフオール』」

　……なんか鳴な央おちゃんの口からおっかない言葉が出たと思った瞬間。

　茨いばらの蔦つたに絡まれた黒い人影の背後の空間から『ピキン』というガラスに亀き裂れつが走ったみたいな音が聞こえた。直後、そこに一本の黒い線が走ると――。

　ぐわっ！　と巨大な暗黒の『穴』が生まれた。

「うわわわ、なんだあれ!?」

　その『穴』は見ているだけで根源的な恐怖が呼び起こされるような、身震いする威圧感を放っていた。そう、全すべてを飲み込み、そして二度と戻ってこられないブラックホールのような。そんな予感に全身から冷や汗が出る。

「何って、あんたもあれに落ちたことあるじゃない」

　音ね央おがあっさり言って、俺おれはマジマジとその穴を見た。

　――まさか、あれって。

「……飲み込んだ存在を完全に消し去る、『神かみ隠かくし』の向こうの世界です」

　かつて俺もあの穴に鳴央ちゃんと共に落ちて。

　そしてからくも打ち破ることが出来た、あの暗黒の世界の入り口なのか。

「じゃ、落とすわよ」

「はい」

　あっさりとゴミでも捨てるみたいに、音央はその茨の蔦を解き。

『ベッドの下の男』のなりそこないである黒い人影は、その穴に吸い込まれていった。

「あの先の空間は、自分の存在すら忘れて穏やかなまま消えていくだけの場所。ロアにとっては……最も安息出来る居場所となっています」

「人間の俺にとっては、何もなくて寂しい場所だったけどな」

「はい。貴方あなたがあそこから戻ってこられて、本当に良かった」

　俺たちが見ているうちに、黒い人影はそのまま『穴』に落ちていき。

　そして、その穴は何事も無かったかのように消えていった。

　……赤マントの子も、あんな感じに異空間に連れ去る系の能力なのかもしれないな。確かに、人ひと攫さらいと神隠しっていうのは、似たようなものとも言えるし。

「さて、早いとこ戻りましょ。鳴央が風邪引いたらアレだし」

「あ……はい。ちょっと……恥ずかしいですね……」

　恥ずかしい。

　言われてみれば、鳴央ちゃんは今バスタオル一枚という素晴らしい格かつ好こうだった。黒髪清せい楚そナイスバディ美少女のバスタオル姿。しかもその髪は濡ぬれて、肌にはまだ水滴が残っているのだ。

　首筋やうなじ。そして、水滴が流れた鎖骨などを見てしまい。

「……ご馳ち走そう様さまです」

「拝まれましても！」

　ちょっぴり泣きそうな声だったので、ほどほどにしとこう。

「か、解除します」

　鳴な央おちゃんが大慌てで『妖精庭園フエアリーガーデン』を解除すると。



「おっまたせー！」

　丁度、詩し穂ほ先輩が学校指定ジャージに着替えて部屋から出てきたところだった。

「おりょ？」

「あ……！」

　ラジオを片手に、バスタオル一枚で俺おれの横に立っている鳴央ちゃん。

「わおっ、鳴央ちゃんってダイタンだね！　モンジくんに裸アプローチ!?」

「えええ!?　あ、いや、これは、その、あの、ちがっ！」

　耳まで真まっ赤かになって、手に持ったラジオをブンブン振って大慌てになる鳴央ちゃん。

「鳴央ー、あんまりそんな格かつ好こうで暴れるとー」

　バスルームからそんな声が聞こえてきたところで。

「え？」

「あっ」

　その胸を押さえていたバスタオルの結び目が解け……。



「おぉっとそこまでです」



「なっ!?」

　いきなり現れたお馴な染じみの一いち之の江えボイスと同時に、俺の視界は真っ暗になった！

「なんだ!?　どうしたんだこれは!?　いきなり真っ暗だ!!　鳴央ちゃんの『バスタオルはらり』イベントはどうなったんだ!?」

「その袋は特注品です。いわゆる闇やみ属性みたいなものです」

「意味が解わかるような解らないような！」

　どうやら突然現れた一之江に、謎なぞの袋を頭からかぶせられたようだが。

　こいつはこういうタイミングをまるで知っているかのように現れやがったな！

「え、えっと……」

　鳴央ちゃんの困ったような安心したような声が聞こえるが、きっと今の彼女はバスタオルがはらりと落ちて、素敵なことになっているに違いない。

「ここは妄想の力で……！」



    

  









    
      「そういうのいいですから」

　ポカッ、と一いち之の江えに軽く頭を殴られた。

「はい、すみませんでした」

「よろしい」

　俺おれはその場で正座して、反省の意を示す。

「ふええ……ともあれ、みずみずいらっしゃい」

「もしものために詩し穂ほ先輩が私に預けてくれた家の鍵かぎが、こんな所で役立ちましたね」

「こんなこともあろうかと、だよねん」

「流石さすがでした」

「どんな周到さなんですかそれ」

　こんなこともあろうかと、だったのか。

　っていうか、つまりピンポイントに俺のラッキースケベ対策か何かだったのだろうか。

　ま、いっか。

　一之江が来る前に『ベッドの下の男』を退治出来たのは良かった。

　なんせ、いつも頑張ってるこいつが、後は遊ぶだけで済むんだからな。
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　あれだけ土砂降りだった雨だが、夜中には丁度止やんでいた。

　とはいえ、まだ空がゴロゴロ鳴っているのでつかの間の曇り空だろう。

　俺と一之江は、結局二人でアイスの買い出しに出ていた。理由は、お風呂に入った詩穂先輩や音ね央おと鳴な央おちゃんを連れ出すと湯冷めしそうだからだ。

　それと、こいつとゆっくり語りたいっていうのもあった。

「神かみ隠かくし姉妹はそんなに強かったのですか」

「ああ。あれはやっぱり一之江くらいじゃないと倒せなかったんだろうなあ」

　そういえばこいつは『魔女』であるキリカも倒せるような口ぶりだった。

　そして、能力的に考えると『神隠し』もなんとか出来るのだろう。どんな空間も飛び越えて追いかけたり現れたり出来る一之江ならば、あの『奈落落としアビスフオール』もなんとか出来るのかもしれないし。

「私の強さが解わかりましたか」

「身にしみたって感じ」

「身に刻んでもいますしね」

「正直、ほんっと勘弁して欲しいんですが」

「あの痛みを知っているおかげで、敵に痛めつけられても頑張れるんですよ。それこそ、音ね央おさんの時のように」

　ああ、あの茨いばらの刺が刺さりまくるのは確かに痛かったが、それでも尻しり込ごみせずに戦えたのは『一いち之の江えの刃物の方が痛い』とか思ったのもあったな。

「それを見越したとしても、本当に痛いのでマジやめて下さい」

「まあ、私も鬼ではありません。ほどほどにするとしましょう。グサグサ」

「って言いながら俺おれの背中を刃物で突付くなよ!?」

「今私に命令しましたか？」

「麗しき一之江瑞みず江え様。その刃物によるザクザクをお止やめ遊ばせ下さいませ」

「よしなに」

　あっさりと突き刺す手を止める一之江。

　なんかこう、こいつは俺を刺すのが癖になっているのではあるまいな。最初のうちは嫉しつ妬ととか、お叱しかりとかの可能性を考えていたが。今となっては単に暇つぶしに刺しているような気すらする。それだけ打ち解けたと思いたいのもやまやまだが。何より恐ろしいのは、そのザクザクされるのに慣れてきたせいで、そこまで激痛じゃなくなったことだ。

「『ベッドの下の男』はもうこれで解決でいいのか？」

「そういうのを確認するためにも『８番目のセカイ』はお勧めですよ」

「そうなんだ？」

　一之江に言われて、Ｄフォンを取り出す。

　俺はまだまだこいつを使いこなせてないなあ、なんて思いながらサイトを開いてみた。

「そこの速報板です」

「ああ、ここか」

　一之江が言う通り『速報はこちら』というリンクがあった。



　※ただし真偽確認中のためデマ情報にご注意下さい！



　という注意書きも同時に目に入る。

「嘘うその可能性もあるのか？」

「まあ、誰だれかが適当に『あの都市伝説やっつけたぜー』とか書き込むこともありますからね。こう、名前を売りたい小物とかが」

　なるほどなあ、と思いながら早速書き込みを見ると。





タイトル・『神かみ隠かくし』が『ベッドの下の男』を退治！

内容　　・『夜や霞がすみのチェンジリング』が、夜霞市を中心に噂うわさが広がっていたロア『ベッドの下の男』を退治しました。





「うわ、こんなのが載るのか」

「後は管理人がその事実を確認して、事実だと解わかればきちんと都市伝説として掲載される形です。その確認は早ければ一晩で済みますが、どうしても検証出来ないものもあるので、そういうのは過去ログ倉庫に流されます」

「へえええ……」

　俺おれの知らないネット世界のルールを感じた瞬間だった。

　面白そうなので、カチカチと記事を進めて見てみる。





タイトル・『赤マント』が『メリーさんの人形』と引き分け！

内容　　・『月つき隠がくれのメリーズドール』と『夜霞のロッソ・パルデモントゥム』が、戦闘を開始し、結果引き分けに終わりました。





　もうこの情報も載っているのか。

「これを書いているのは誰だれなんだ？」

「大体が『語かたり部べ』と呼ばれる、色んな都市伝説を追いかけている情報通たちです。我々のクラスだと三枝さんですね」

　あのメガネで真面目まじめな委員長が、まさかこっち業界の人だったとは。そういやちょくちょく一いち之の江えの話題にも上がっていたもんな。

「語り部はロアなのか？」

「ロアである人物もいますし、普通の人間である場合もあります。その正体が解らないことがほとんどなので、あまり気にしないのが正解ですよ」

　とはいえ、クラス委員長が『語り部』とか言われれば気になって仕方ない。今度話をしてみようかどうしようか悩む。話をしたとして、何を尋ねればいいのやら。

　それに、一之江の言葉は『忠告』だ。あまり気にしないのが正解なのだろう。



「あー!!」



　と、コンビニの前まで歩いたところで元気な女の子の声が響いた。

　どっかで聞き覚えのある声だなあ、と思ったら。見覚えのある金髪ドリルが目につく。コンビニの前に座り込んで、Ｄフォンと思わしき黒い携帯電話を見ていた。

「狙ねらってた『ベッドの下の男』が取られたー！」

　そして、とても解わかり易やすい言葉を叫んでいた。もうどう考えてもこっち系の子だ。

「話しかけた方がいいのかな」

「まあ、出会ってしまいましたからね」

　一いち之の江えと目配せをしてから、一応警戒して近付くことにした。

「よう」

「ん？　あー!!」

　今は普通に女の子らしい私服に身を包んでいる金髪ドリル娘が俺おれたちを指差して口をポカンと開けていた。年齢はやっぱり中学生か、或あるいは小学生くらいだろう。背も低いせいで、従姉妹いとこの理り亜あより年下に見えるし。

「こんなところで買い物か？」

「そうよ！　張り込みのためにアンパンと牛乳を買おうとしてたんだからっ！」

「張り込みの定番アイテムだな。『ベッドの下の男』を張り込むつもりだったのか？」

「当たり前じゃない！　女の子の夜を守るのも正義の赤マントの使命だもの！」

　……お前は女の子を攫さらうのが役目の物語じゃなかったっけか。

　まあ、少なくとも正義の為ために戦っている『良い都市伝説』なのは確かなのか？

「貴女あなた一人ですか？」

　一之江が尋ねると、少女は途端に挙動不審になった。

　チラチラ、とコンビニの中を見てはそわそわし始める。

「ひ、一人よ！」

「ふむ。じゃあ俺たちが中に入っても問題はないんだな？」

「ちょっ、ばっ、ダメに決まってるじゃない！」

「どうしてだよ？」

「このコンビニはわたしたちの占領下にあるからよ！」

「わたし『たち』？」

「しまったー!?」

　可哀かわい想そうなくらい解り易い子だった。

　一之江はチラ、とコンビニを見て何事か考え込むと。

「モンジ、少し歩いた先にある、アイスが充実しているコンビニに行きましょう」

「あれ、いいのか？」

「人が何かを隠すものを、無理矢理暴くのは失礼に当たります。それが許されるのは『主人公』の中でも『探偵』に属する人だけなので」

「ああ……俺おれは絶対『探偵』とか無理だなあ」

　推理して犯人を当てるとかちょっと無理過ぎる。とはいえ、スーパーパワーに目覚めて強敵をやっつける『主人公』というわけでもないので困ったものだ。結局、俺はどんな主人公になるべきなんだろうな。

「おおお……いい人だ……」

　そして赤マントは、一いち之の江えの配慮に感激して目を潤ませていた。

　こいつ本当に純粋でいいヤツなのかもしれない。

「いい人でしょう。以後、私を崇あがめなさい」

「え、崇めないよ!?」

「では崇拝するといいです」

「スーハイ？」

「尊敬してすごいなー、と思うことだ」

「ああ、それならＯＫ！　ずっと凄すごいなーと思ってたもの！」

　ほんっと単純だった。これから『赤マントはメリーズドールを崇拝している』という噂うわさが流れてしまったらちょっぴり申し訳ないが。

「時に私は一之江瑞みず江え。こいつはモンジです。貴女あなたのお名前は？」

「うん？　わたしはスナオ・ミレニアムよ！」

　なんか凄い苗みよう字じだったが。名前の方はいかにもその通りの、素直な女の子だった。

　ロアっておいそれと名乗っていいんだっけか。っていうか、スナオちゃんは本名なのか？　一之江も俺も偽名なのだが。

「なんか凄い『主人公』に仕えている雰囲気ですね」

　と、一之江がわざとヨイショして情報を聞き出し始める。

「へへん、そうよ。わたしの『主人公』ってば本当に最高なんだから！　そっちのモンジとかいう変な名前の人よりも10倍素敵よ！」

「その人がコンビニの中にいるんだな？」

「い、いいいいないってばさ！　ぴゅーひゅるりー」

　露骨に目が泳いで、下へ手たくそな口笛まで吹いている。

「ふむ……で、その主人公さんはどんな物語なんです？」

「うん？　ふふーん、聞いて驚かないでよね！　わたしの主人公は……」

　スナオちゃんは得意げに、かなりもったいぶってから平へい坦たんな胸を張った。



「『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』よ！」



「っ!!」

　瞬間、一いち之の江えがもの凄すごく反応して。

「なるほど、流石さすがです。モンジ、とっとと行きますよ」

　大慌てで俺おれの手を引っ張った。

「お、おう、じゃあな、スナオちゃんや」

「はーい、またねー！」

　ぶんぶん手を振るスナオちゃん。一之江はそんな彼女を見向きもせず、一刻も早くこの場を立ち去ろうという気概で俺を引っ張る。

「ど、どうしたんだよっ」

　やがてさっきのコンビニが見えなくなった辺りで俺は尋ねた。

　一之江の態度はあまりにもおかしい。スナオちゃんの『主人公』の名前を聞いた瞬間に、血相を変えたのは確かだ。

「貴方あなたという男は、本当に恐ろしいものを呼び寄せますね」

「そうなのか？」

　まあ、確かに。『メリーさんの人形』『魔女』『神かみ隠かくし』はどれもこれもスーパーレアな恐ろしい都市伝説だが。

「あっちも主人公なんだから、仲良く出来たりしないのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　それこそ、一いち之の江えの『仲間』たちみたいに、情報交換したり出来ないだろうか。

　主人公という形に戸惑っている俺おれとしては、別の『主人公』に会って話が聞いてみたいっていうのもある。

「……今から、まるで別の会話をしますが、これは前フリです」

「お、おう」

　大きな道路から脇わきに入った、小さな路地の入り口で立ち止まり。

　一之江は真まっ直すぐに俺を見て口を開いた。

「このままモンジが都市伝説を、今までと同じペースで集めていたら……合計百個。とてつもなく時間がかかるのは解わかるでしょう」

「やっぱりそうなのか……」

　いつぞや計算してみたが、週にひとつ都市伝説を攻略したとして、一年で48個。二年で96個と、結構な時間がかかる。それが二週間に一個だったら倍になるわけで。今のとこ一之江と出会ったのが五月の頭だから、二ヶ月で三個というペースだ。

「まあ、うん、かなり時間かかるよな」

　このままだと一年で18個。順調に今までのペースで頑張ったとしても、実に五年以上の歳月を費やすことになる。

「そこに、裏技があるとしたらどうしますか」

「裏技？　一気に物語が集まる技とかチートとか、そういうのか？」

　ゲームではよくある、いわゆるズルみたいな技を裏技やチートと言う。

　いきなり強くなったり、いきなりお金持ちになったり、そういうルールを逸脱して楽をする行為だ。ただし、想定された遊び方ではないので、ゲームそのものがつまらなくなってしまうこともあるという、便利なようだがちゃんと考えなきゃいけないものである。

「ええ。実は『こいつ到底百物語を集めるなんて無理だろ』と思っていたので、貴方あなたがもうちょっと強くなってから言う予定だったのですが……割と事態はそれをのんびり待ってくれないようなので」

「……そうなのか」

　さっきスナオちゃんが言っていた『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』。

　あれは一之江にとって、かなりことを急がなきゃいけない類たぐいの重要なもののようだ。

「貴方には私、キリカさん、音ね央おさん鳴な央おさんと、かなり強いカードが揃そろっているので、上う手まくやればいけると思っていました」

『メリーズドール』『魔女』『神かみ隠かくし』……まったくもって既に最強になる裏技でも使ったんじゃないか、ってくらい豪華なラインナップだったりする。どの『都市伝説』も、とてもじゃないが手を出さない方がいい強さらしいし。

　まあ、相応に怖い目にも遭あっているんだが。

「そんな私たちを上う手まく使いこなし。他ほかの『主人公』を貴方あなたがやっつけて、自分の物語に出来てしまえば……」

　他の『主人公』を俺おれがやっつける、だって……？

「そうすれば、その『主人公』の持つ物語が俺の物語になる、のか？」

「その通りです」

　ここでようやく、『主人公』という存在が何者なのかが解わかったような気がした。

　様々な都市伝説を自分の物語として取り込み、強さを増す『伝説』。

　それがよく物語で見るような『英雄』であったり『勇者』であったりするのだ。

　例えば『大暴れしている魔物』という物語を倒すと『魔物を倒した主人公』の物語となるように。『主人公』は倒した存在の持っていた物語を吸収する。

　そして俺はいずれ『百』の物語を集めるとされる『主人公』だ。

　――だからこそ、今まで色々なロアたちが俺を見て驚いていたんだな。

　そして、まだ力が弱いうちになんとかしようとした。そういうことなのか。

　ってことは、待てよ？

「なあ、一いち之の江えよ。俺が『主人公』をやっつければ、その物語が全部俺の物語になるってことは……今さっき聞いた『千夜一夜』に狙ねらわれて、やっつけられたら……」

「ええ。貴方はとても容易たやすく取り込まれることでしょう。相手の物語許容量は、実に貴方の10倍ですしね」

　自分が誰だれかの物語になる。

　そうなってしまえば一之江たちの物語すら、相手の支配下に置かれるのだ。

　そしてこの俺自身すらも。

　完全に自由を奪われ、後は取り込まれた『主人公』の為ためにだけ存在する『単なる物語』になってしまう。時として不本意な戦いを強いられ、俺の物語たちが使い捨てのように扱われるかもしれない。

　その可能性を示唆されただけで、体の芯しんが冷えるような。

　――そんな根源的な恐怖を感じる。

「だから……」

　一之江は俺の手を握る手に力を込めて、真剣な目で俺に告げた。

「絶対に『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』には近付かないようにして下さいね」

　その言葉に、俺は頷うなずくことしか出来なかった。



    

  
    
      


◆第十話：‥百物語のロア　後編





◆2010-06-19T02:30:00　"Shiho's Living Room"





　詩し穂ほ先輩の家のリビング。さっき俺おれ自身が持ち上げたソファの上で、俺は眠れない夜を過ごしていた。隣の部屋には美少女が四人、あられもない姿でぐっすり眠っていると思うとドキドキしてしまう。

　まるで俺の侵入を拒むかのように茨いばらがそのドアを塞ふさいでいるのが気になるが。あれは内側からはすんなり開き、外からは絶対に開かないようになっているらしい。そこまでしなくてもあんなに美少女だらけの空間に入ろうものなら……きっと緊張で心臓が張り裂けるだろう。信用がないんだろうか。

　それに、好きな女の子の家に宿泊して、おいそれとグッスリ眠れるものでもないわけだが。目が冴さえている理由はそれとは別に気になることがあるからだった。

「『主人公』か……」

　ここにきて、その言葉が重くのしかかってくる。

　正直な話をすれば。こうして当たり前に過ごせているせいもあり、あんまり大変な生活になったとは思えていなかった。そりゃ、怖い目にはいくらでも遭あっているのだが……その分、ちゃんといいこともあるからなんだろうな。キリカをなんとかした時も、ずっと仲良くしていたい一心だったし。音ね央おたちの時には、二人とも助けたかっただけだ。

　俺としてはやりたいからやっただけで。感じた痛みや傷も、今は残っていないから気にならない。人の脳は、過ぎてしまった記憶は結構あっさり整理してくれるようだ。

　なんとなくロアに狙ねらわれるのと『主人公』に狙われるのとでは意味が違う気がする。

　ロアは、生き残る為ため、自分の存在を高める為に俺を狙った。『ハンドレッドワン』を倒せば、それだけロアとしての知名度が上がるという理由だ。それはつまり、彼女らの存在が安定するという意味でもある。

　だが『主人公』は俺と同じ立場、つまり人間らしい、人間としての思考を持つはずだ。悩んだり苦しんだり楽しんだりを自発的にする人々でもあるだろう。そんな彼らが俺を狙うということはつまり、自らの意志で俺と俺の物語を取り込み、奪う為なのだ。

『人間』に狙われる。その根本的な恐怖が俺をここまで焦らせているのだろうか。

　もっとも、俺が百物語を集める為にはその『主人公』を倒して取り込んだ方がいい、というのも確かなようなので。そして、それをした方がいいという提案を、一いち之の江えは俺おれにする予定だったことも明かしてくれた。

「だから俺も、同じように恐れられているのかもしれないのか……」

　自分が誰だれかから、そんな理由で怖がられるというのも中々想像出来ない。

　自分では人畜無害だと思っているから余計にだ。

「どうしたものなのかなあ……」

　例の『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』という人物からは逃げ続けた方がいいのだろう。

　もしその人物の機嫌を損ねたりして、俺のことを取り込もうと思われたら厄介だし。出来れば一生会わないくらいがベストなんだろうな。

　だが、同じ街に住んでいる以上、いつか鉢合わせるよなあ。その時、もしも戦闘なんかになってしまったら。

　俺のカードは確かに強力だけど……一之江は相手の赤マントことスナオちゃんと引き分けだった。つまり、俺の最強カードは既に一人見破られている。

　向こうにも他ほかに強力なカードがあるのかもしれないし、今の俺は……。

　キリカはダウンしており、音ね央おと鳴な央おちゃんの能力は確かに強力だが、戦闘が向いているかと言えばそれほど率先して動きたいタイプではないだろう。

　そして。

「俺、か――」

　実際、今の俺に出来ることはほとんどない。

　一之江を召喚したりするくらいだ。

　強い力を持っているわけでもなく、特別な能力を発揮出来るわけでもない。

　もし『終わらない千夜一夜』に特別な戦闘力があったら――。

「どんな『主人公』がいるのか、ちょっと検索してみるかな」

　悩んでいるだけでも始まらない。

　俺はＤフォンを取り出して早速『８番目のセカイ』に接続してみた。

　いつもながらの簡素なデザイン。検索ワードの欄に『主人公』と入力してみる。

　表示された件数は……１０８件。なんかで見た数字だと思ったら、除夜の鐘の回数だな。人の煩悩の数らしい。『主人公』という存在はロアの世界的には煩悩の塊かたまりだよ、と言われているようで不思議な気分だった。

「いかん、いっぱいいるせいでいまいちどれを見ればいいのかが解わからない」

　やっぱり検索はキリカに任せた方がいいんだろうか。

　そう思いながら、せめて自分と『終わらない千夜一夜』を調べてみようと思う。





『ハンドレツドワン』

　『』。

　。

　。





「へええええ」

　こんな風ふうに俺おれの情報は載っていたのか。っていうか、案外少ないものなんだな。もっと、色々書いてあるのかと思ったが、意外とそういうのは載っていないらしい。

　次に『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』も調べてみる。





『』

　す『』。

　。

　。

　『』『』。





　……なんか凄すごい異名が付いていた。

　俺の説明文が簡潔なのに対して『終わらない千夜一夜』は『女神』とまで称されている。つまり、それだけの物語を経験する予定であり、それを女神のように格好かつこ良く解決するということなのだろう。

　反して、俺の文面はネガティブだ。百物語を達成出来た主人公は今まで一人もいない、という内容だけ。１０１番目たる俺が成功する可能性も示唆されていない。

　この段階で既に『主人公』としての格が違う気がして肩を落としたくなる。

　正義の女神様なのだから、仲良く出来るのが一番だよなあ。

　出会ってしまったら、そういう説得を頑張るとしよう。……いささか情けないが。

「はぁ……ん？」

　Ｄフォンを操作していたので気付かなかったが、自分の携帯電話がピカピカ光っていた。どうやらメール着信があったようだ。振動設定にしていたせいで気付かなかった。

「あ……なんだ、理り亜あからか」

　その表示名を見て安心しそうになり……そういえば、あいつは今日お泊りだった。女の子の家だ、というのは聞いていたが心配してしまうのは兄心である。





差出人　・理り亜あ

タイトル・確認です

内容　　・こんばんは、兄さん。理亜です。

　　　　　確認なのですが、兄さんも今日はお泊りですよね？

　　　　　それはちゃんと男性の部屋なのでしょうか？

　　　　　兄さんを疑うつもりはありませんが。

　　　　　どうしても気になってしまったので。

　　　　　こんな夜中に申し訳ありません。





　どばっ、と冷や汗の出る俺おれだった。

　……アランの家とかにしておくのが無難と言えば無難なのだが。

　従姉妹いとことはいえ一緒に住んでいる、大事な妹に嘘うそはつきたくない。

　だが……。

『女の先輩の家で、他ほかは女子四人です』

　なんて返事をしたら『不潔です！』と怒られるのは目に見えている。

　まさかこんなところから真まっ先さきにピンチが襲ってくるなんて。

「ど、どうしよう……寝てたことにして返事しない……か？」

　しかし、それは問題の先送りだった。

「ね、音ね央お辺りに口裏を合わせて貰もらうとか……」

　携帯電話を前に、悩み続けること数分間。

　――結局答えも出ないまま、俺は一度部屋を出ることにした。一度外に出て頭をすっきりさせるためだ。幸い一いち之の江えが借りていた鍵かぎがテーブルの上にあったし、これで戸締まりをしていけば問題ないだろう。

「まさかこういう悩みを抱くとはなあ……」

　最近、悩みは尽きないな、と思う。

　それはつまり、充実しているということなんだろうか？





◆2010-06-19T02:45:00?　"Yagasumi City Street"





　再び雨がしとしとと降る、夜中の街。

　コンビニで手に入れたビニール傘を片手に、俺おれは親友と電話をしていた。

『イヤだよそんなの』

「そこをなんとかしてくれ親友のアラン」

『こういう時ばかり親友って呼ぶなモンジ』

「モンジって言うな」

『ほほう？　いいのかなぁ？　僕が協力しないと、理り亜あちゃんが怖いんじゃないかなぁ？　くっくっくっー』

　くそっ！　足元を見やがって!!

「モンジめはアラン様に、とっておきのお楽しみＤＶＤを献上する準備がございます」

『とっておきだとぅ!?』

「『クラスメイトがドキドキ放課後レッスン』です」

『く、クラスメイト、ど、ドキドキ放課後……！』

「ご協力頂けませんか、アラン様」

『いいだろう！　僕は今日、モンジと過ごしてお楽しみＤＶＤを見ている』

「ありがとうアラン……それとモンジって言うな」

『わはは。ま、どこにいるのか知らないが、ちゃんとＤＶＤ忘れんなよな！』

「おう、恩にきるぜ」

　アランとの電話を切って、ひとまず安心する。

　結局嘘うそをつくことになるのだが、アランとも電話口とはいえ過ごしたのは確かだろう。

「女の先輩の相談に、友達たちと乗っていました。アランもだよ……っと」

　そんな返事を理亜にしつつも、胸が痛むのは仕方ない。

　……今回は、些さ細さいな問題だ。

　理亜だって、まあ嫉しつ妬となのか潔癖症なのか解わからないが、もし全部バレたとしてもちょっと俺を怒るくらいで済ませてくれるはずだし。

　だが、これからはどうだろう？

　俺が命がけで何かしていると知ったら、理亜はどう思うだろうか？

　クールだけど、優しい妹のことだ。心配して心を痛めるかもしれない。

　――自分で選んで『主人公』になったわけではない。

　だからといって、投げ出したくもない。俺が頑張れば、誰だれかを助けたり一緒にいたり出来るのだから。それは『今までの俺』では無理だったことが出来るという意味だ。

「話すことは出来ないけれど」

　でも、心配をかけないことは出来るはず。少なくとも、理亜やアランみたいないい人たちは、こんな殺伐としたオカルトでホラーな世界は知らないままでいて欲しいもんな。



「出来ないんだ？」

　と、気がつけば目の前に白い帽子の少女。

　ヤシロちゃんが立っていた。

　白い大きな傘は色合いはバッチリだけど、大きさがミスマッチな気がする。

「久しぶり、ヤシロちゃん」

「うん、久しぶりだね、お兄さん」

　帽子の下の笑みが相変わらずだった。

　安心と不安を同時に与えるような、そんな存在がヤシロちゃんだ。

　Ｄフォンを渡し、俺おれをこの世界に導いたのも彼女である。

「それで、何が話すことは出来ないの、お兄さん？」

「ああ……ほら。自分の家族とか学校の友だちに話すことは出来ないよな、と思って」

「そうなの？」

「そうなんだよ。知ったら巻き込んでしまうかもしれないだろ？」

　音ね央おの時も同じことを思っていたが、あいつはそのままこっち側にきたしな。

「ふぅん……そういうものなんだね」

「そういうものなんだ。っていうか、ヤシロちゃんはこんな所でどうしたんだ？」

「うん？　もちろん、お兄さんに会いに来たんだよ？」

　中々嬉うれしいことを言ってくれるじゃないの。ちょっとニヤニヤしそうになりつつ。

「だけど、ヤシロちゃんみたいな可愛かわいい子がこんな時間に歩いてちゃダメだろ」

「ふふ、はーい。気をつけます」

「うん、素直でよろしい」

　ヤシロちゃんもロアなので、そういうのは関係ないのは知っているのだけれども。

　でも、やっぱり気になってしまうんだよな。

　こういう子も、なんというかちゃんと楽しい日常を過ごせるようになればいいのに。

　そんな風ふうにどうしても思ってしまう。

「お兄さん？」

「っと、すまん。考え事しちゃってた」

「ううん。わたしのことまで考えるとは。お兄さんはやっぱりスケコマシさんだね」

「うぐっ」

　一いち之の江えにも『このハーレム野郎』と言われたのを思い出す。

　俺はやっぱりハーレム野郎なのだろうか……。

　いや、一途なはずだ。絶対に。うん。

「それでね。十字路……『四よ辻つじ』では、良くないものと出会う。そんな都市伝説が実はあったりしてね？」

「うん？　良くないもの？」

「そう。だからこの先に進めば、お兄さんはこれから『主人公』として、とても大変なことになるの」

「『主人公』として……？」

　胸がドキッとした。それは正に今俺おれが悩んでいるものと一緒だったからだ。

「その結果、もしかしたら望まない方向に向かうかもしれないし、望んでも苦しいことになっていくかもしれない。今なら、ここを戻ればそういう苦しい想おもいをしなくて済むけれど。どうする？」

　このまま進めば、望む望まないに限らず、苦しい道になるかもしれないのか。

　そして、ここから戻って……先輩の家にでも戻れば。

　きっと朝がきて、ドキドキして、デレデレしていたら怒られて……という。

　当たり前の幸せな日常があるに違いない。

「進んだ先に……俺が望むものはあるのかな？」

　そんな質問をしてしまう。

　ヤシロちゃんは少しだけもったいぶるように歩いてから。

　くるっと体をこちらに向けて。

「苦しくても、進めば何かはあるよ」

「……戻ると、何もないってことか」

　進むのか、戻るのか。

　その会話だけで腹が決まった。

「ありがとうな、ヤシロちゃん。やっぱり俺は進んでみるよ。なんか苦しみまくる結果になりそうだけど、自分に何が出来るのかっていうのを探しているところだしな」

　その『何か』も、何もなければ見つけることは出来ない気がする。

　例え苦しくても進まなくちゃ、何も手に入らないもんな。

「そう、やっぱり進むんだね。そんな勇気のあるお兄さんに、朗報なんだけど」

「お、朗報？」

「うん。この先に進めば、お兄さんはみんなを守れるようになるかもしれない」

　みんなを守れるように？

「それは……」

　どういうことだい、と尋ねようとしたところで。

「もっとも、大事なものを奪われなければ、だけどね」

　ヤシロちゃんの口元が酷薄な笑みに彩られる。



　と、Ｄフォンが熱くなっていて、辺りに人の気配がまるでなくなっていた。

　取り出したＤフォンは赤く光っており、俺おれ自身が危機である事実を知らせてくれている。

　ヤシロちゃんの姿は……ない。

　もう、彼女は彼女の役目を終えたのだろう。

　ということは、これは新たな『敵』の出現ということになる。

「今日は大盤振る舞いだなあ」

　学校では赤マント、夜はベッドの下の男。そして……。

「初めまして、『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』」

　人ひと気けのない十字路の中心に、見覚えのない人物が立っていた。背は俺と同じくらいだろうか。細身で、街灯に照らされたメガネが光っている青年。なんだか気取ったポーズで立っているが、声には満ち溢あふれた自信が込められていた。

「初めまして。そういうお前さんは誰だれだい」

　ヤシロちゃんの言っていた『良くないもの』だろうか。警戒心はマックスで。いつだって一いち之の江えに連絡が出来るように、データフォルダは開けておく。これでボタンを押せば、あいつとすぐ繋つながるはずだ。

「俺は『蒼の邪眼ブルーアイズ』」

　そのメガネの下にある双そう眸ぼうが、怪しく――青く光っていた。

　Ｄフォンが痛いくらいに発熱し、その赤い輝きを増している。

「お前の物語を取り込みにきた『主人公』だ！」

　青年がそのメガネを外した瞬間、俺は彼に背中を向けて。

　一目散に逃げ出していた。

「すまんが、そういうのは間に合ってるんだ！」

「逃しはしないぞ！　来い、ライン！」

　背後で『蒼の邪眼』が何かを呼ぶ声がして。

　直後、突風が吹いた。

「っ!?」

　俺は慌てて足を止める。

　気がつけば、俺の数メートル先に『蒼の邪眼』と……。

　ゴシックロリータと言うのだろうか。フリフリでヒラヒラな、西洋の人形が着ているような服装を身に纏まとった少女が立っていた。年齢は小学生高学年くらいだろうか？　ケガでもしているのか、体のいたる所に包帯が巻かれており、その片目も包帯に包まれている。それはどちらかと言うとケガの痛々しさよりも、ゴシックホラー的な恐怖と威圧感を放っているようだった。

「わらわを呼ぶほどの相手なのか、氷ひ澄ずみ？」

「こいつには『最強』と名高い殺さつ戮りく都市伝説、『月つき隠がくれのメリーズドール』がいるからな。ちょっとした油断が即、命取りになるはずだ」

　氷ひ澄ずみ、というのがあのメガネイケメンの名前なのだろう。そして、片目のゴシック少女はそんな一いち之の江えに対抗出来るほどの『都市伝説』ということなのだろうか。

「ふむ。ならば呼ぶが良い。わらわから逃げられる存在など、いないのだからな」

　腕を組んで、俺おれが一之江を呼ぶのを待つ、ラインと呼ばれた少女。

「今は寝てるから、また後日ってのは無理な相談かね？」

　一応尋ねてみるが、氷澄と呼ばれた青年は口元に皮肉げな笑みを浮かべ。

「それが命いのち乞ごいだとしたら、もっと上等な言葉を発した方がいい。どれが遺言になるのか、解わからないのだからな？」

　こいつ解り易やすいくらいの、いかにもな悪役だな。

　逆にこれくらいストレートな人物の方が助かる気分だ。女の子の敵はなんというか、やっつけづらいし。

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　一之江はさっき寝たばかりだから、起こすと絶対不機嫌だろうけれど。

　その噂うわさになっているほどの『最強』っぽさは、俺も頼りにせざるを得なかった。

　データフォルダにある画像、人形の写真を表示して。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのままポチっと押してみる。その次の瞬間――。

「もしもし私よ、以下略」

「そこ重要なんじゃないのかよ、アイデンティティとして！」

「うるさい殺す」

「ツッコミするつもりすらない!?」

　案あんの定じよう、寝ているところを起こされてもの凄すごい不機嫌な一いち之の江えの声が俺おれの背中から聞こえた。せめて持っていたビニール傘をなるべく後ろの方にかざしておく。

「ほう、お主が『月つき隠がくれのメリーズドール』か……」

「ゴシックロリータの服とは、なんかキャラがかぶっていますね。そういう貴女あなたはどなたなんですか」

「よくぞ聞いてくれた。わらわの名はライン。都市伝説の名前は……」

　言いかけたその姿が一瞬で消失し。

　気がつくと、俺の……いや、背後にいる一之江の真横に現れていた。

「『想起跳躍リンガーベル』っ」

　一之江もいきなり現れたそいつの姿に驚いたのだろう。慌ててその言葉を呟つぶやくと――。

　俺と一之江は、氷ひ澄ずみの真横に現れていた。

　だが。

「ははは、遅いぞっ」

　その一之江の真横に、やっぱりピッタリとくっついているライン。

「っ!?　一之江の技は空間を超えるんじゃなかったのかよ!?」

「超えましたて。このロリババアが空間跳躍並みのスピードを持っているんですよ」

　一之江の声はあくまで静かなものだったが。

　ガキィィィン!!

　背後で、刃物がぶつかり合うような物騒な音が聞こえた。

　俺は慌てて、一之江の邪魔にならないようにしゃがみ込む。

　どうやら一之江とラインが、何か刃物のような物で戦っているようだ。

「どうした。俺たちを殺害しないのか？」

　氷澄と呼ばれた青年は余裕を見せながら、そんな言葉を呟く。

　解わかり易やすい挑発に、一之江はどう反応するだろうか。

「安い挑発ですが、高くつきますよ？」

「それが交渉の基本だろ？」

　――俺は眼中にないということか。

　氷澄もラインも、ターゲットは一之江だ。俺という存在を完全に無視している。

「わらわを殺してみよ、メリーズドール」

「いいでしょう。貴女あなたはモロに『ロア』。心を痛める理由もありません」

　一いち之の江えは相手が『ロア』なら容赦するつもりがない。

「『想起跳躍リンガーベル』！」

　その言葉を聞いた人物の背後へと飛ぶ言葉を発する。

　それを耳にした者は、必ず一之江にバックを取られるのだが……。

「遅いと言うておろう！」

　気がつけば、ラインは離れた電信柱の下に移動していた。

「くっ、モンジ。私の顔を見ないように気を付けなさい！　『想起跳躍』！」

　一之江の焦ったような声というのは、初めて聞いた気がする。

　俺おれは慌てて顔を見ないように視線を下げた。

　人形らしいフリフリの、しかしボロボロの衣装を身に纏まとった体がラインの背後に現れる。その体の、腰から下しか見ないように注意深く手で目の上を覆った。

　だが、一之江が現れた場所にはもうラインはいなくなっていて。

「なんじゃ。やはりわらわには追いつけぬのか」

　そんなのんびりした声は、俺の背後から聞こえた。

「一之江の空間跳躍よりも、もっと速く移動してるのか……？」

　そんな。あれは言わばワープだろ。

　一之江の能力はそれこそズルなレベルで、声さえ届けばどの空間だろうと超えて相手の背後に現れることが出来る代物だ。

　……声さえ、聞こえれば？

「まさか」

「気付いたか。ラインは音速を超えての移動が可能だ」

　氷ひ澄ずみが自慢気に語った。俺はその青い目をなるべく見ないようにしながら、こいつが言った言葉の意味を考える。

「一之江の技が……声、つまり音を使ったものだから」

「うむ。わらわはその音よりも速く動いておるに過ぎぬ」

「なるほど。『想起跳躍』！」

　一之江は再びその言葉を発し。

　一瞬で俺の背後に回った。だが……そこにはもう、ラインはいない。

「無駄じゃよ。わらわはどんな速度のものにも負けずに追いつき、追い越す伝説じゃ。それがわらわのロア――」

「『ターボ婆ばあさん』なのですね」

　一之江はラインに向けてその名前を口にする。その噂うわさは聞いたことがあった。

　確か、人ひと気けのない山道を車やバイクで走っていると、凄すごいスピードで並走してくる老人がいて驚く、というものだったはずだ。慌てて見直してみると、そんな老人はいなくなっており、見間違えかと思って前を見たら、前にいてさらに驚く。確か、そんな感じの都市伝説だったはずだ。しかし、あれは本当に老婆とかだったはず。

「……婆ばあさん？」

「最近じゃと『境さかい山やまのターボロリババア』と呼ばれておるな」

「ロリババアて」

　まあ、確かに外見は小学生くらいで、口調はわざとらしいまでに老婆っぽいが。

　なるほど、だからこそ『ロリババア』なのか。

「あざといジャンルですね」

「そう言うな。境山でツーリングするライダーなどには、老婆が追いかけて来るよりも喜ばれておるのじゃぞ？」

　そりゃ、お婆さんが追いかけてくるよりも、男にしてみれば可愛かわいい女の子が追いかけてくる方が嬉うれしいとは思うが、それはそれでビビるだろうなあ。

「フッ。これでメリーズドール最大の能力を封じたことになる」

　氷ひ澄ずみは得意げに言ったが、事実そうなので俺おれは何も言えなかった。

　と、いうより。今の俺には本当に何も言えないし、出来ないのだ。

「そしてお前自身にはまだ何も力はないのだろう？」

「うぐっ」

　そしてこいつは、俺の情報にも詳しかった。

　一いち之の江えの能力がバレていて、対策されていて。そして俺にも詳しい。ロアとロアの戦いは、情報量が多い方が強い。その点でも、俺たちは圧倒的に不利だった。

「能力のない『主人公』……それが生き残る道などない！」

　氷澄の語調が強くなると、そいつの目がさらに強く、青く輝いた。

「それじゃ、とっととやっつけるかの、氷澄？」

「ああ、やるぞライン」

　ラインの姿が、再び一瞬で――路地の先に現れる。

　やっつける、なんて簡単に言ってくれるが。実際、今のままでは一之江が対応出来ていないというのも確かだった。そして、ラインの目は明らかに……一之江だけでなく、俺のことも狙ねらっている。

　さらに、こいつらは一緒に技を使ってくるらしい。

　俺は持っていない『主人公』としての力。

　それをこの男は既に持っていて。

　――それが俺たちに向けられる。

　全身を冷たい汗が流れた。

　このまま。このまま、こいつらに倒される？

　そうなったら、キリカは。音ね央おは。鳴な央おちゃんは。

　一いち之の江えは、どうなってしまうんだ？

　焦りが頭の中をぐるぐると支配するが、相手は『速度』の都市伝説。俺おれが迷っている時間なんて与えてくれるはずもなく。

「二人とも吹き飛ばしてくれる。ゆくぞ！」

　やめろ、やめてくれっ。

　そんな、こんないきなり、俺から色々奪わないでくれ。

「やめ……」

　口にしようとした瞬間には。

「『厄災の眼イーヴルアイ』！」

　辺りの景色が一瞬で青と黒のモノトーンカラーに染まり。

「『音速境界ライン・ザ・マツハ』！」

「っ、モンジ！」

　一瞬、俺は何があったのかが解わからなかった。

　俺の目の前に、長い銀髪がはらりと舞い。

　その少女の服装は、さっき見た一之江の……ボロボロの人形衣装で。

　これが一之江の『ロア』状態である、というのを俺は初めて認識した瞬間。



　ズガガガガガガガガ!!



　もの凄すごい衝撃が走り抜けて、一之江の体が大きく弾はじけて上に飛ばされていた。

「なっ……!?」

　何があったのかがさっぱり解らない。

　まさか。

　まさか、一之江は俺を庇かばって……？

　そして、今。

「くはっ……」

　小さな吐息と共に、アスファルトの上に落ちてそのまま倒れこんだ。

「ほう。二人に降りかかるはずの厄災を……一人で肩代わりしたというのか」

「ちっ。まさか『主人公』を庇うなど。わらわでは絶対にしない行動じゃの」

「いや、お前もたまには俺を敬えよ、ライン」

　ラインの言葉は俺たちのずっと後ろから聞こえた。

　動転し過ぎていて、俺はそんなやり取りでさえ恐ろしく感じてしまっている。

　絶対に信頼出来る一いち之の江えが。

　俺おれを庇かばったせいで……？

「まあ『主人公』が足を引っ張るようじゃ、どんなに強いロアでも勝てるはずがない」

　そう。俺がいなければ、一之江はまだ戦えていたはずだ。

　だけど、ここに俺がいたせいで。

　俺みたいな何も出来ないヤツが『主人公』だったせいで。

「後は貴様を倒して……貴様ごとその『物語』を奪わせて貰もらうぞ」

　氷ひ澄ずみの言葉は最後通告だった。

　それなのに、俺の体は全く動かない。

　このままじゃいけないのに。

　このままじゃ一之江がせっかく庇ってくれたのも無駄になるのに。

　なのに、俺は体に一切の力が入らなかった。

「すっかり観念したか。じゃあ……」

　氷澄が片手を上げた、その瞬間。



「『茨姫の檻スリーピングビユーテイー』!!」



　鋭い言葉と共に、氷澄に向けて大量の茨いばらの蔦つたが放たれていた。

「っ、増援か！」

「『妖精庭園フエアリーガーデン』！」

　聞こえてきた鳴な央おちゃんの声と同時に。



　俺はさっきも訪れた、妖精の花園に立っていた。

　鳴央ちゃんが俺と一之江をこの場所に隔離してくれたようだ。

「一之江さん！」

　音ね央おが俺の前に倒れている彼女に駆け寄る。ラインの攻撃が、直撃した一之江。

　どんな状態になっているのか、検討もつかない。

　だが、俺はその姿を見ないように上を向いていた。

「モンジさん、無事でしたかっ」

　そんな俺に、鳴央ちゃんが凄すごく心配そうな声で駆け寄ってくれる。音央と鳴央ちゃんは慌てて飛び出てきたらしく。髪形がちょっと乱れていた。

「……モンジさん……？」

　そんな鳴央ちゃんが俺の顔を覗のぞき込む。

「すまない……助けに来てくれてありがと、鳴央ちゃん」

　やっと、その言葉を搾り出せる。

「っ、モンジさん……」

　鳴な央おちゃんが息を飲むのが解わかった。

「音ね央お。一いち之の江えのこと、ちゃんと見てやってくれないか？　俺おれは、一之江の姿を見ちゃいけないから、さ」

　自分でも声が震えているのが解る。拳こぶしを、強く強く握り締める。

　――音央と鳴央ちゃんが来てくれなかったら、俺はあいつに負けていたのだろう。

　丁度いいタイミングで仲間が現れるなんて、マンガの中だけだと思っていたのだが、どうやらそんなことはなかったようだ。これからは、都合良く仲間が現れたマンガを見ても、ちゃんと共感して安心するようにする。

　そんな風ふうに思って、気を紛らわせようとしたのだが。

「……ちくしょう……」

　どうしても。どうしても、目から溢あふれる涙を止められなかった。

「モンジ……」

「モンジさん……」

　悔しかった。どうしようもなく、果てしなく悔しかった。

　あんな気取ったイケメンに負けたこととか、そういうのではなくて。

　全く、何も出来なかった自分が。一之江に庇かばわれた自分が。

　そして……一之江を傷つけさせてしまった自分が。

　何よりも腹立たしくて、許せなくて、悔しかった。

「俺は、俺は……一之江や……音央や……鳴央ちゃんの、物語の主人公なのに……！」

　それなのに、助けられてばかりで。何かをしてあげることなんて何もなくて。

　今だって、鳴央ちゃんの『妖精庭園フエアリーガーデン』のおかげで安心出来る場所があるから、それに甘えてこんな泣き言を叫んでいる。

　――俺には、この程度のことしか出来ないのだ。俺は、この程度の人間なのだ、と。

　まざまざと思い知らされた。

「あ……えっと……」

　何か声をかけようとしてくれる鳴央ちゃん。

「…………」

　そんな彼女を、首を振って止める音央。

　今、優しい言葉をかけられたりしたら俺はそれに甘えてしまうだろう。

　今、厳しい言葉を投げられたりしたら逆切れしてしまうかもしれない。

　だから、何も言わないでいるのが正解。音央は腐れ縁だけあって、俺のことをよく解ってくれていた。だから今は、それに甘えさせて貰もらう。

「一いち之の江えを頼む。どんなケガしてるかとか解わからないけど」

「……うん、解った、任せて。あんたはどうする？」

　こんなテンパっている俺おれに、音ね央おはいつも通りに接してくれた。

　だから俺は、もうみっともない所は見せまくっているけれど。

　ギリギリでちゃんと、格好かつこつけなくちゃいけない。

　ここで二人に泣きついたり、意味なく叫んだりするのは逃げだ。

　逃げるのはいつだって出来る。二人はいつだってそんな逃げを許してくれる。

　だったら、俺は出来るだけ逃げない道を歩くしかない。

　こんなに混乱しているのに、それだけは出来なかった。

「手に入れた情報をキリカに伝えてくる」

　そう、逃げる為ための場所じゃなくて。俺たちが俺たちのままいつも通りでいられる為に。

　今、ここにいない仲間にちゃんと伝達し、対応の相談をする。

　それが『主人公』と『魔女』の関係なのだから。

「解りました。でも、モンジさん」

「うん？」

　鳴な央おちゃんは懐からハンカチを取り出して。

「せめてこれを」

「……ありがとう。鳴央ちゃんには優しくして貰もらってばかりだな」

「音央ちゃんにも、ですよね？」

「はは、その通りだ」

　わざと軽く笑ってみせて、俺はハンカチを受け取る。

　そのハンカチが妙に温かく感じられて、また涙るい腺せんが刺激された。

　いかん。こんな泣いてる姿なんてずっと見せていていいものじゃない。

「それでは、庭園の出口を……キリカさんの家の辺りにしておきますね？」

　そんなこと出来るのか。この庭園はもの凄すごく便利だな。

　それというのも『神かみ隠かくし』という高位なロアの能力だからだろう。

　本当に頼りになる存在が、俺の物語でいてくれる。

「別に文句とかつけるつもりないし、何か言うつもりはないけどさ」

「ああ」

「ちゃんとあんたらしく、立ち直りなさいよね」

「………………」

　俺らしく立ち直る。無理をしたり、変な覚悟をするんじゃなくて。

　ちゃんと俺らしい立ち直り方をしろと、音央は言うのだ。

「お前、やっぱりいい女だよな」

「そんなの、とっくに解わかってたでしょ？」

「ふふっ」

　俺おれたちのやり取りに鳴な央おちゃんが微笑ほほえんでいる。

　……そう、これだ。

　俺はこの空気をちゃんと守る為ために、ちゃんと俺らしく立ち直らなきゃいけない。

　今はまだ、とってつけた「いつも通り」だったけど。

「任せてくれ。だけどまあ……もう少し後悔するよ」

「そうね、いっぱい反省して、どん底から這はい上がりなさい」

「お待ちしてますね」

　俺に合った叱しつ咤た激げき励れいをしてくれる音ね央おと、そんな俺を待ってくれる鳴央ちゃん。

　……あの時頑張ってこの二人を助けられて良かった。そんな気持ちが、悔しさで潰れそうだった俺のひとつの糧になる。今はこれがあれば、進めるはずだ。

「ん、じゃあ頼む」

「はい」

　そして俺は、この優しい『妖精庭園フエアリーガーデン』から抜け出して。

　今は力を失っている『魔女』の元へと向かったのだった。
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「こんな時間に、お見舞いにくるなんてねー」

　キリカはいつも通り、ベッドの上でパジャマ姿でニコやかに笑ってくれていた。

　……が。顔は俺の方を向いているものの、視線が関係ない所に向かっていた。

　もしかして。

「あは、ほんとはモンジ君に会うのは遠慮したかったんだけどね。ぜーったい、心配かけちゃうから」

「そりゃ心配するだろ」

　モンジって言うな、といういつものやり取りをする余裕が今の俺にはないっていうのもあったけれど、それ以上にその仕草は俺の胸をざわつかせた。

　キリカの目は開いているけれど、その目は俺を見ていない。

　視覚を、失っているのだ。

「ちゃんと治るのか？」

「そりゃもちろん。もうちょっとかかっちゃうけど、ね。正直な話をすると、鳴央ちゃんをこの世界に人として連れてくるのは大変だった、ってことなの。『入れ替わり』で創つくられた世界に存在する個体をこちらの世界にも存在として固定するには……とかちょっぴり難しい専門用語になっちゃうしね」

　音ね央おと鳴な央おちゃんは、入れ替わりで人の世界と神かみ隠かくしの世界に存在していたのだから、そのふたつを同時に存在させるにはかなりの力が必要だった、ということらしい。

「ま、でも今は見られなくて良かったかも」

「そうなのか？」

「モンジ君、きっと酷ひどい顔しちゃってるもんね。そんな顔、可愛かわいい親友の私には見られたくないんじゃないかなー、って」

　ほんっと、俺おれの周りには行き届いたヤツしかいないよな。

「バカ言え。いつものイケメン顔でニヤリってしてるっての」

「あはは、強がりだ。でも、うん。強がってるモンジ君も好きだよ？」

「うぐっ……よしてくれ、今はその手の言葉に超弱い俺がいる」

「ほっほーう。と、いうことはついに私の誘惑が効いちゃう日がきたかにゃ？」

　視線は合わないまでも、その愛らしい表情変化はいつものキリカだった。

　ちょっと会わなかっただけなのに、それが久しぶりに思えて仕方ない。

　ああ、うん。今日誘惑されたら俺は本当にヤバイかもしれない。

「そういやこんな時間にお邪魔して、家の人は平気なのか？」

「眠っておいて貰もらってるよ。そうじゃないと『夜中だというのに、娘の部屋に男がだとぅー』って騒然としちゃうもん」

　キリカはどういう手段でなのか知らないが、ごくごく普通の一般家庭である『仁に藤とう家』の一員として過ごしている。普通に両親がいて、普通にいい家に住んでいるのだ。

「でも、モンジ君も。状況を聞くほどへこんでもいないみたいだね？」

「先に、いい女二人に見送られてるんだよ」

「なるほど。音央ちゃんと鳴央ちゃんも私のライバルだったか」

「おいおい、そういう方向じゃないだろ」

「モンジ君のメンタルケア担当としては充分にライバルだよ？」

「む……そういうものなのか」

「そういうものなの」

　ニコニコと明るく話してくれるキリカは本当にいつも通りだった。

　とはいえ、大きな魔術を使ったせいで弱っているのも確かなのだ。

　あんまり手間をかけさせるわけにもいかないよな。

「モンジ君、と、いうわけで目が見えないから、そばに座ってくれる？」

「うん？　おう、解わかった」

　ポンポン、とベッドを叩たたかれて。

　……ちょっとドキドキしたが、そのベッドに腰掛ける。

「ふふっ。ごめんねー」

　そしてそのまま手を握られた。ドキドキはさらに速くなる。

「お、脈も速くなったね。つまり私は脈アリかな？」

「上う手まいことを言ってなくていいから。キリカみたいな可愛かわいい子のベッドに座っていたら、ドキドキするのなんか当たり前だろ？」

「あはっ、相変わらず嬉うれしいこと言ってくれるよね、モンジ君ってば」

　ぎゅっぎゅっと、と手を何度も握られる度に、気恥ずかしさが浮いてしまう。

「なるほど。いっぱいこの手を握り締めたみたいだね。よっぽど悔しかったのに、何かをパンチ！　とかしないでここに来たんだ？」

　そして、あっさりと色々バレてしまった。

「手を握っただけでそこまで見抜くっていうのもどうなんだよ」

「ふふっ。目が見えなくてもメールを書いちゃうくらいの魔女だからね」

　そういえば。メールを打ち込むのはまだ解わかるとして、俺おれからのメールの返事はどう読んでたんだ？　流石さすがに見えないと文字は読めないだろ。

「ちなみに疑問の答えはあちらです」

　キリカが示す方にはノートパソコンがあった。

「文章を読み上げてくれるソフトっていうのもあるんだよ」

「ハイテク魔女だなあ、キリカは」

「今の時代に生きる魔女はこれくらい出来ないとねっ」

　時代ごとに魔女の技術も進化していくものなのかもしれないな。

「で。悔しかったんでしょ？」

　そしてズバッと本題に入られる。俺が『蒼の邪眼ブルーアイズ』と『ターボ婆ばあさん』にやられたこと、一いち之の江えがケガしたことはもう伝えてある。このキリカの家に上がる前に俺がキリカに送った『今、貴方あなたの家の前にいるの』という渾こん身しんのメールの際に。

「……まあ、な」

　もうバレバレなのだから、取り繕っても仕方ない。

「あいつら、悔しいけどちゃんと『主人公』と『仲間のロア』してたんだ。技も連携みたいのしてて」

　あれがどんな効果なのかはさっぱり解らなかったけれど。

「それが羨うらやましかった？」

「…………同じ『主人公』という立場らしいのに、あっちは仲間と一緒に戦えていることが、羨ましくて……悔しかったんだ」

「そっかぁ。モンジ君も男の子だね。やっぱり自分でバトルしたいのかあ」

「そういうのもあるけど……今回の俺おれは、本当に何も出来なかったんだよ。一いち之の江えが戦っている時も、庇かばってくれた時も」

　あの時の無力感は、本当に二度と経験したくないものだった。

「それに、あっちの『主人公』……氷ひ澄ずみって男も、何か特別な力を使っていた。あのまま殴りかかったとしても、俺じゃ倒せなかっただろうな、って」

「そうだね。彼は結構この業界じゃ有名な『主人公狩り』だしね」

「そうなんだ？」

「モンジ君の前の百物語の主人公のうち、何人かが彼にやっつけられてるはずだよ？」

「……先輩の仇かたきだったのか」

「殺してはいないみたいだけど。脱落させられていたのは確かだね」

　殺してはいない。確かに、スカしたヤツだったが、そこまで悪人にも見えなかった。ラインとのやり取りもどこか……俺と一之江の関係性みたいなものを感じたし。

「『ターボ婆ばあさん』のロアが、ロリババアになってたー、ってのも時代の流れかな？」

「そういう需要があるらしいもんな」

　しかも包帯ゴスロリ少女だ。氷澄も『邪眼』とかいうものを使うくらいだから、なんかそういう中学二年生が好きな雰囲気を持つ二人だったよな。

「それで、どんな風ふうに二人はやっつけられちゃったの？」

　あの時のことを思い出すと、まだ胸が苦しくなるが。

　だがキリカに伝えないというのは、それこそ意味がない。

「あいつが、えーと……『イーヴルアイ』っていうのを使って、その直後になんか世界が青と黒のモノトーンカラーみたいになって」

「うんうん。『厄やく災さいの眼め』だね」

「……そういう名前なんだな。ええと、それからラインが離れた距離から『ライン・ザ・マッハ』って技を使って、ズガガッてもの凄すごい音が響いて。一之江がその瞬間、俺の前に立ってくれて……」

「『音おん速そく境きよう界かい』。ターボな老人系が持つ割とベタな技だね」

　ベタな技なのかあれ。凄いな、都市伝説業界の老人たち。

「もの凄いスピードで動くことで、ソニックブームを巻き起こして色んなものをズタズタに引き裂いちゃう技なの」

「ソニックブームって……」

「空気がぶわっと動いて、すんごい風が起きるみたいなものかな。でも、本来ならそれは辺り一面……それこそ氷澄君ごと吹き飛ばしてしまうはずのもの。だけど彼は『厄災の眼イーヴルアイ』でモンジ君と、瑞みず江えちゃんだけが受けるように呪のろいをかけた」

　……そういえば。



『ほう。二人に降りかかるはずの厄災を……一人で肩代わりしたというのか』



　って言ってたもんな。

　つまり一いち之の江えは、俺おれが受けるはずだったダメージまで一人で受けてしまったのか。

「……く、そ……」

　キリカの手前だから、悔しい気持ちはなんとか抑えたかったのに。

　それでも、抑え切れない気持ちがつい言葉に出てしまう。

「今日は本当に色々あったんだねえ、モンジ君」

　キリカはそんな俺に優しく告げると。

　そのおでこを俺の右肩に当てるように、もたれかかってきた。

　まるで慰めてくれるような仕草だったが……。

「……キリカ」

　肩がやたらと熱い。

「うん、結構熱もあるんだよね」

　よくよくキリカの様子を見れば、うっすらと汗が浮かんでいた。

「すまん、そんな状態の時に」

「ううん。モンジ君にこうしてるだけで、ちょっと落ち着くから平気。ごめんね、普通にお話聞いてあげられなくて」

　そんな言葉に、胸が締め付けられる。

　キリカには相談にきたけれど。

　そのキリカは、まだ人に会えるような状態ではなかったのだ。

「悪い、キリカ」

　俺はやっぱり、自分の力で頑張ろうと思って立ち上がろうとして……。

　ぎゅ。

　その手がしっかりと握られて、動けなかった。

「キリカ……？」

「弱っている時に、人恋しくなるのは、私も一緒だよ」

　……人恋しい。そう聞くと。

　立ち上がることなんて出来ずに、もっとキリカに近寄りたくなった。

「すまん。俺で良ければ一緒にいるからな」

「あは。うん……本当はこうやって、魔女の私にも優しくしてくれるモンジ君がいる、それだけで君には価値があるのにね」

「そんなの……」

「瑞みず江えちゃんにしてもそう。君は相手がどんなにおっかない存在であろうと、いつも通りモンジ君のまま接してくれる。何があっても、君は君のままだから。だから嬉うれしいんだよ、私たちは。音ね央おちゃんも鳴な央おちゃんもそうじゃないかな？」

「そんな、器用に態度を変えて接したりするのが苦手なだけだよ」

「そうかもしれないね。その苦手を普通に出来るから私たちは嬉しい。……だからね」

　キリカはそのおでこを、さらに押し付けてくる。

　その手が、俺おれの体を抱き寄せるように動いた。

「本当はモンジ君には変わって欲しくない。強い力なんて手に入れてしまったら、君が君ではなくなってしまうかもしれない。それが嫌だな、って思う」

　熱があるせいだろうか。

　キリカの言葉にはいつもの余裕がなくて。

　だから本心からそう思っている、というのが伝わってきた。

「私や瑞江ちゃんが、君が悔しくないくらいに上う手まくやれていれば良かったのにね。きっと瑞江ちゃんも……そこが悔しいんじゃないかな」

「あいつが？」

「ふふっ、きっと、ね」

　いつも無表情で。会話すれば毒づいてばかりの俺と一いち之の江え。

　でも、あいつが俺を庇かばったのを思い出して。

　ぎゅううう、と胸がまた苦しくなる。

「バカだな」

　だから俺はそんなキリカの手を握り返してやった。

「あんなおっかない目に遭あいまくって……人形に追いかけられたり、蟲むしに食べられそうになったり、村人に殺されそうになったり、神かみ隠かくしで消えそうになったりしたのに。それでも、俺は俺のままだろ？」

　口にしてみると、この一ヶ月ちょいで凄すごい経験してるよな。

「あ……ふふ、そうだね」

「そうさ。それで今さら、どう変わるって言うんだ。それに……そうだなあ。仮に俺が強い力を手に入れて『ヒャッハー！』ってなったとしてもさ」

　その細くて熱い指を握りながら、爪つめを撫なでてみたりして。

「それこそその怖い目に遭わせてくれた四人が『調子に乗るな』ってたしなめてくれるに違いないからな。俺なんかまだまだなんだ、って。だって俺の仲間たちはさ……」

「そうだね。みんな一級品の都市伝説だもんね」

「そう。だから、約束するよ。今後何があったって俺は変わらない。いつも通り、バカでスケベなまま、俺の物語たちを大事にするさ」

「ふふっ……はぁ……」

　キリカが安心したのか、ため息を吐いた。

　その吐息が肩にかかって、その熱さを感じる。

「ごめんなキリカ、無理させて。おかげでなんとかやっていけそうだよ」

「なんとかやっていくための相談だったの？」

　キリカは熱っぽい視線で俺おれを見上げる。

　その目は見えていないはずなのに、真まっ直すぐに俺の目を捉とらえている。

「てっきり、モンジ君は……『蒼の邪眼ブルーアイズ』と『境さかい山やまのターボロリババア』の倒し方を聞きにきたんだと思っていたのに。モンジ君自身を強くする方法とか」

「キリカ？」

「出来るよ。さっきから言ってるでしょ？　戦える力を手に入れたとして、変わっちゃうのが怖いだけ、って」

　キリカは真っ直ぐに俺を見つめて、そう告げる。

「そして、君は変わらないでいてくれるって約束してくれた。だったら……君がちゃんと『主人公』になる方法を教えてもいいのかもしれないな、って思うけど……」

　キリカの目は熱のせいか、潤んでいた。

　その熱い視線で見つめられると、言葉の内容も併せて、ドキドキしてしまう。

「……キスしてくれたら……教えてあげるって言ったら……どうする？」

　瞬間、もの凄すごい心臓が高鳴った。

「き、キリカ……」

「見えないから。もっとモンジ君を感じたいの」

　じっ、と。その二つの瞳ひとみは俺を捉えていた。

　口は、本当にすぐそこにある。俺が少し姿勢を変えるだけでキス出来てしまうだろう。

「……だめ？」

　その唇からちらりと見える、赤い舌が艶なまめかしい。

　あのふっくらとした唇と唇を重ねて、あの舌に……。

　そんな情欲が膨らんでいく。

　俺がしたいんじゃなくて、キリカがして欲しいとお願いしているのだ。

　いつもお願いをするのは俺の方で。たまにはキリカの希望だって叶かなえてもいいんじゃないか？　それに、キリカは今弱っているんだ。俺がキリカにキスするだけで、少しでもキリカが元気になれるなら……。

　そこまで考えて、俺は目を閉じて、顔を近付け。

「キリカ、こう。もしキリカにちゃんとキスするんだとしたら。俺はキリカとちゃんと恋人になってからにしたい」

　そして、そのおでこにキスをした。

「わっ」

「だから、これで勘弁して……」

「モンジ君ってばっ！」

「へ？」

　いきなりの元気な声に、俺おれはきょとんとした顔をしたことだろう。

「私を恋人にする可能性もあるんだね！」

「え？　あ……」

　確かに、今の発言だとそうなる……か？

「ひゃー！　ビックリした！　体だけの女じゃなくて、そんな大事にされ方をするかもしれないとはー！」

「体だけの女て、お前」

「にゃるほどにゃるほど、モンジ君ってばほんっと誘惑に弱いよね！　そっかぁ、詩し穂ほ先輩以外の子も恋人にするつもりがあったんだぁー。へえー」

「え、あ、いや、こう、それはっ！」

　途端に罪悪感が湧わく俺だった。

「こ、こう、誘惑に弱いのは、健全な男の子なんだから仕方ないだろ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ふふーん、なるほどねぇー。くすくすっ」

　キリカはすっかり、さっきまでのしっとりした雰囲気とは変わっていた。

　面白いものを見つけた小悪魔。そんな表現がピッタリの顔をしている。

「んふふ。もっと誘惑しちゃおうかな？」

「うぐっ、か、勘弁してくれないか？」

「実は、今、上に下着つけてないんだよ、私」

　………………。

　なんだと……!?

「ずっと寝てるだけだし。きついから外してるの。だから……ほら」

　チラリ。キリカはパジャマから覗のぞく胸元をチラ見せしてきた。

　そこはちょっと汗ばんでいるせいか、妙に輝いていて。

「……モンジ君。私、いっぱい汗かいちゃった。汗、拭ふいてくれる……？」

　その汗を拭く、だとうぅぅぅ!?

　俺おれの目は、その胸元。谷間を流れる汗の雫しずくをそのままガン見していた。

　ゴクリ。

「き、キリカさん、ええと。その、ええと」

「ぷっ、あはは！　モンジ君ってば、ほんっとちょろいよね！」

　キリカはそんな俺を大笑いしてくれた。

　ちょろい、という自覚はある。

「なんだこう……なんだ。仕方ないだろう」

「んもう、お風呂だって見たくせに」

「実は詳しく覚えてないんだよな、あの時のこと」

「あれれ、そうなんだ？」

「ああ。一いち之の江えにザックリやられて記憶が飛んだんだ」

「へええ。私はモンジ君なら見られても構わなかったのにね」

　そんな言葉にドギマギするが。一之江の名前を出すと、さっきの銀髪の背中が思い浮かんで……少し冷静さを取り戻す。

「ん、でだな、キリカ」

「うん。そうだね、おでことはいえキスもしてくれたし……」

　キリカはふう、と一息つくと。

「私が教えられるのは、多分きっかけの考え方だけだと思う」

「きっかけの考え方？」

「そ。こういう方向で考えていけば、きっかけを掴つかめるよ、っていう方法。なんでかと言うと、それって私たちロアなら当たり前に使えるものだし。ハーフロアになっちゃった子も、無意識のうちに使えるようになるものなんだよね」

「ふむ……」

「でも、これは自分を『ロア』にする方法。モンジ君は今まで、ずっとただの人間のモンジ君のままだったけれど、これからはモンジ君自身も『ロア』になれる、完全な『ハーフロア』になってしまう方法。だから……本当によく考えて？」

「ああ……解わかった」

　考える。

　そう、キリカは変わって欲しくないと言ってくれたし、一いち之の江えもそう思ってくれているというのを聞いた。俺おれだって、本心で言えばそんな力なんてないまま、無事に生きていきたいっていうのがある。

　だけど。本当に悔しかったのだ。

　そして、本当に怖かったのだ。

　自分の命の恐怖や、痛みに対する恐怖は確かに経験済みだった。

　だけど、もっと怖い。

　大事な人を、大事なものを手放すかもしれない恐怖は、二度とごめんだった。

　自分のせいでそんな目に大事な人を遭あわせる恐怖は二度と味わいたくない。

　そう。怖いから頑張れるのだ。

　強い力を手に入れて、偉そうにしたいわけじゃない。

　本当に勇気を出すというのは……怖いけれど、頑張って自分に出来ることを必死に探すことなんじゃないだろうか。

　だから、俺は。

「キリカ、俺はちゃんとキリカも、一之江も、音ね央おも、鳴な央おちゃんも。……そしてアランや妹、先輩……みんなのこともちゃんと考えて、決断するよ」

「うん。モンジ君ならそうしてくれるって信じてる」

　キリカは嬉うれしそうに頷うなずくと、熱っぽい体でぎゅっと抱きついてきた。

　……この腕に当たるふくよかな感触は、下着のないリアルな柔らかさなんだろうなと思えばまたドキドキして仕方ないのだが、今はその気持ちに蓋ふたをして。

「触ってもいいんだよ？」

「すまん、今はそういうピンポイントな誘惑には完かん璧ぺきに弱いから」

「あはっ。あのね、モンジ君の物語は何か、って話なの」

「……俺の物語？」

「そ。例えばモンジ君が『主人公』を描くとしたら。『メリーさんの人形』というタイトルだったら、どんなお話にする？　『魔女喰ぐいの魔女』は？　『神かみ隠かくし』は？」

　俺が『主人公』を描くとしたら。

　……なんとなく、胸の奥がざわついた。

「俺おれ自身が『主人公』だったらじゃないんだな？」

「うん。モンジ君が描くの。作家さんみたいにね」

　作家とか。国語の成績がごくごく普通な俺にとってはずいぶん大変なハードルだったが……でも、なんだろう。

　キリカのアドバイスが、ストンと心の中に落ち着いた。

「なんか、見えそうな気がするよ、キリカ」

「うん。じゃあ、後は考えるだけだよ、モンジ君」

　キリカは握っていた俺の手を自分の口元まで持ってくると。

「モンジ君がちゃんとした『主人公』になったら、もっと美お味いしそうになっちゃうんだろうなぁ」

　そのまま、俺の手の甲を。

「かぷっ」

　と可愛かわいく甘あま噛がみした。

「わっ」

　熱い吐息と。歯の固いけどむず痒がゆいような感触と。

　ぺろっ。

「わわっ!?」

　さらには熱い舌の感触まで感じて、俺はもうたまらなくなってきた。

「んっ……ふふ、味見完了」

　ちゅぱ、なんていやらしい音を残してキリカが俺の手から口を離す。

「こう、キリカさんや」

「んにゃ？」

「この誘惑はエスカレートしていくと、どんなトコまで行くのでしょうか」

「んふふ。モンジ君が望めばいくらでも、だよ？」

　ペロ、と艶なまめかしい舌を見せるキリカに、俺の頭は沸騰寸前だった。

「でも、今日はここまで」

「ほっ……頭が沸騰して大変になるとこだったよ」

「あはは、うん。せっかくだもん、そんなモンジ君の顔を見たいしね？」

　キリカはやっぱり焦点の合わない視線だった。さっきまで俺の目を見たりしているように見えたのは……こいつが、俺にそこを気付かせないよう、頑張って探ってくれていたからだと気付く。

「キリカが良くなったらまたいくらでも見せるからさ」

　よし、ここは。

「ん？　わわわっ」

　キリカの肩を両手で掴つかんで。

　そのままベッドに、ゆっくりと押し倒す。

「も、モンジ君……？」

「今は、俺おれの活躍を待ってゆっくり休んでいてくれ」

　そんなキリカに布団をかけて、ポンポン、と叩たたく。

「あはっ、ビックリした。押し倒してくれるのかと思った」

「女の子が、そういう期待するような発言しちゃいけません」

「はーいっ」

　キリカは嬉うれしそうに布団を鼻の辺りまで持ち上げると。

「ねえ、モンジ君」

「うん？」

「……もっかい、おでこにキスして欲しいな……」

　そんな照れた言葉を口にした。

「ああ、それくらいなら」

　と、顔を近付けると……なんてこった。

　この姿勢だと本当に、押し倒したみたいになっているじゃないか。

　キリカは目を閉じて、じっと俺のキスを待っている。

　……やばい、可愛かわいい。

「…………お、おやすみ、キリカ」

　俺は全身全霊、全すべての意志の力を振り絞って。

　うっかり唇に吸い寄せられそうになる自分の体を無理矢理動かして、キリカのおでこにキスをした。

「ふふっ、おやすみ、モンジ君。……勝ってきてね」

「ああ」

　キリカのそんな願いを聞いてしまえば。



　不思議と、もう負ける気なんてしないのだった。





◆2010-06-19T04:00:00　"Hayate's House"





「ただいまー、っと」

　誰だれもいない自宅に帰った場合でも、ちゃんとただいまの挨あい拶さつだけはしてしまう。

　むしろ誰もいないからこそ、かもしれない。寝静まっていたらこんな声は出せないし。

「えっ、兄さんですか!?」

　しかし、家の奥からそんなビックリ声が聞こえてきた。

「っと、あれ、理り亜あ？　帰ってたのか」

「ええ、あの、はい」

　なんだか焦った声だった。声の方向からして……ああ、お風呂か。

　夜中に戻ってきて、お風呂に入っている。そんなところなのだろう。

「ええと……お風呂の脱衣所にいるので、こっちに来ないで下さいね」

「あー、はいはい、了解した」

　お風呂上りを見られるのが恥ずかしいだなんて、年とし頃ごろの妹を持った兄としてはニヤニヤしてしまうものだな。

　ここはまあ、あんまり話しかけないでさっさと部屋に戻ってやるとしよう。

　そう思いながら足元を見れば、ちゃんと理亜の靴が揃そろえて置いてあった。

　……ん？　見覚えのない靴がもう一人分ある。女の子の足の大きさだ。

「理亜や、お友達も呼んだのか？」

「え、あ、はい。せっかくなので」

　女の子物の靴を見て、どっと安心する俺おれがいた。

　ふぅ……理亜が今晩会っていたのは、これで男じゃないのがほぼ確定だ。

　わざわざダミーで同性に頼むような妹じゃないしな。俺じゃあるまいし。

「兄さんは、アランさんとはもう別れたんですか？」

　ギクリ。

　風呂場の方から聞こえて来る声に心臓が跳ねる。

　今日だけで俺の心臓はかなり動きまくったので、きっと随分寿命が減っているだろう。

「そんな、俺とアランが付き合ってるみたいな言い方で」

　と、変化球な返事で誤ご魔ま化かしを入れてみる。

「ふふっ、違うんですか？」

「違うわ！」

　理亜もお茶ちや目めに乗ってくれていた。

「いい人だと思いますけどね、アランさん。見た目も格好かつこいいし」

　……む。

　しかし、理亜がアランを褒めると途端にイラッとする俺だった。

　これもあれか。妹を持つ兄の苦悩だな。

　妹が格好いいという人に対して嫉しつ妬としてしまうのは仕方あるまい。

「あいつはアホでむっつりスケベだからダメだぞ」

「え？　……あははっ、んもう、兄さんったら」

　脱衣所の方から朗ほがらかに笑っている気配がする。

「私は、そういうの興味ありませんから。男性とのそういうのなんてちっとも」

「お、そうなのか？」

「そうです。近くに寄られただけで体が避けちゃうくらいですよ？」

「ああ……そうだったな」

　理り亜あの潔癖症は、ちょっと過剰なレベルだった。

　誰だれかが触ろうとしただけで体が勝手に避けてしまうような。そんな反射神経に影響するほどなのだ。慣れるまでは女子に対してでさえそうだったし。

「男性で私の近くにいて不快でないのは兄さんくらいなんです」

　……そう、俺おれだけが理亜の頭を撫なでてやったり出来るのだ。

　それはとても誇らしいのだが……やはり兄としては心配だったりする。

「あー、いや、しかし、だな……」

　玄関で風呂場にいる妹と会話している状況もおかしいと言えばおかしいが。

「こう、なんだ。いずれは理亜も、こう……」

　恋人を作って幸せな生活を、と言いたいのに。

　どうしてもその先が続かない。

「いずれは恋人を、ですか？」

「うぐっ……うむぅ……」

　言葉を先に言ってくれたというのに。俺は曖あい昧まいな唸うなり声しか返せなかった。

「ふふ。そういうのはまだ、本当にいいんです。最近は特に忙しいですし……」

「ん？　忙しいのか？」

　はて、理亜は何か部活でもしていたっけな？

「え、あ、ええと……べ、勉強が忙しいんですっ」

「勉強？　理亜は成績いいだろ」

「良くてもです。最近、お友達に教える機会も増えてきたので」

「ああ、教える時に解わからないと格好かつこつかないとかか」

「……はい、そんなところです」

　なるほど、理亜は兄の贔ひい屓き目めを差し引いても清せい楚そ可か憐れんを地でいく天才美少女だが。やはり美少女には美少女なりに苦労があるのだなあ。

「なるほど、了解した。っとと、あんまり脱衣所で会話させ続けるのも悪いな」

「あ、そうでした。ふふ、でも、最近は兄さんとゆっくりお話する時間もありませんでしたから、こういうのもたまにはいいですね」

　うむ、全国の兄が聞いたら羨うらやましがるようなセリフが聞けた。

　妹との関係が良好だと、こういう素敵な特典があるのだ。身近な女の子であろうと、やはり大事にするに限る。こういうドキドキが楽しく過ごせるからな。

「まあ、そうだけど。それはまた今度時間をとるとしよう。同じ家に住んでんだし、いくらでも出来るだろ」

「それもそうですね」

　理り亜あの穏やかな声は耳に優しい。このまま一緒に会話していたくなるが、やはり妹を脱衣所にずっといさせるのもなんだか申し訳ない。

「それじゃ……」

「あ、兄さん……」

「ん？」

　言いかけたところで、逆に理亜から止められた。

「最近は、ええと。民俗学に凝ってる、と言ってましたよね？」

　そういえば、そんな誤ご魔ま化かし方をした記憶があるなあ。

「ああ、民俗学っていうか、都市伝説とか。そういうのを最近友達と一緒に調べてるんだよ。学校の先輩が怖がりだから、調べて解明してー、みたいな」

　大体本当のことを言うとこんな感じになるだろうか。

「そうだったのですね。……ん……」

「ん？」

　理亜も何か怖い話でも聞いたのだろうか？

　今はしとしとと雨が降っている夜中。ロケーション的には怖がらせるにはピッタリだが、妹を怖がらせてニヤニヤするような趣味は俺おれにはなかった。

「兄さんは『ベッドの下の男』という都市伝説をご存知ですか？」

「っ!?」

　完全な不意打ちだった。

　まさか理亜から、ついさっき倒したロアの名前が出るなんて思わなかったからだ。

「あ、ああ。実は今日、その相談を受けての泊まりだったんだ」

「え、兄さんもなのですか？」

　ん？　理亜の反応にちょっと首を捻ひねった。

　別に俺がしていたことがバレたというわけではないっぽい。

「実は私も『ベッドの下の男』が怖いから泊まって欲しいって急に頼まれたんです」

「ああ――そういう話だったのか」

　色々なことに納得出来た。良かった、本当に男はいなかった。

「その子の家も、今日は誰だれもいないから、って。……それで、結局何も出ませんでしたので、帰ってきたんです」

　うん、そうか。下へ手たすると、俺おれたちが退治しなかったら理り亜あが遭遇していたのかもしれないのか。そう思うと一気に怖くなった。

　まるで関係ない家族が、ロアに襲われる可能性がある。

　それは本当に怖いことで。

「り、理亜はクールだから頼りになったんだろうな……」

「もう、兄さんまでその子と同じことを言わないで下さい」

　そんな拗すねた声が聞こえて。

　これからも、危険な可能性のある都市伝説は倒していかなければ、と思う。理亜の、家族の、友達たちの平穏を守るためにも。

　――これもまた、『主人公』らしい決意だよな、なんて自分に自信がついた。

「ありがとな、理亜」

「はい？」

「ああ、いや。無事に帰ってきてくれて、だよ」

　本心から言ったのだが、理亜には冗談として伝わったらしく。

「ふふっ、大げさですよ兄さん。でも、はい。どういたしまして」

　そんな柔らかな声が聞こえて、大変満足する。普段がクールな妹だけに、こういう柔らかタイムはとてもありがたいのだ。

「さて、そろそろここを出ますので、兄さんは自分の部屋に戻って下さい」

「あいよ。そういや、友達が来てるんだな？」

「ええ。今晩は私も一人なのを話したら、今度は自分が付いていく、と」

　なるほど。現れなかったからって退治されたとは思うはずないもんな。『都市伝説』っていうのは、こうやって噂うわさが残ってしまうものなのか。

「そっか、じゃあ守って貰もらうといいさ」

「ふふ、そうします」

「んじゃ朝になー」

「はい、また朝に」

　俺は理亜の声を聞きながら、新たな勇気を貰った。そういえば、いつだって理亜の言葉を聞いてから何かに挑んでいたような。そんな気がする。

「……よし」

　俺は自分の部屋に戻って、いつものジャージに着替えると。

　そのまま、再び家を出たのだった。





◆2010-06-19T04:00:00　"Yagasumi City"





　主人公としての力。

　キリカは、俺おれの物語たちの『主人公』を描けとアドバイスしてくれた。

　あの時噛かまれた手の甲が妙に熱い。

　……また何かされてるんじゃないだろうか。

　神かみ隠かくしの時に首筋につけられたキスマークが、実は魔術だったのを思い出す。

　そういえば、キリカはあんなに可愛かわいくて優しくて色っぽくてエロエロなのに、大量の蟲むしを使うという『魔女』なのだ。なんであんなにサッパリした子が、そんなグログロなものを使うんだろうな。しかも大量に。

　そこのミスマッチさがある意味オカルトとかホラーなのかもしれないけれど。

　オカルトでホラーと言えば……一いち之の江えのケガはもう大丈夫だろうか。

　確認したくても出来ない辺り、俺は小心者だなあ。

　あいつがまだ倒れていたりすると、俺はきっとまた自分を責めるだろう。

　だから……次にあの氷ひ澄ずみとラインが現れた時は、音ね央おと鳴な央おちゃんに頼るしかない。

　そう思って、先輩の家のマンションまで歩いてみると。

「あ、やっと来た」

「一度帰っていたんですね」

　マンションの前に、音央と鳴央ちゃんがいた。

「あれ？」

「あれ？　じゃないわよ、まったく。あんたの帰りを待っていたの」

「キリカさんから情報を貰もらっていらっしゃるのでは、と思いまして」

「ああ、貰ってきたよ。『蒼の邪眼ブルーアイズ』と『境さかい山やまのターボロリババア』」

「さっきの二人はそんな名前だったのね」

「境山にそんな都市伝説があったんですね……」

　この二人が待って早々、情報の話をしたということは。

　……一緒に戦ってくれるつもりなのか、あの二人と。

「一之江は？」

「ロア状態から戻ったら、ケガは何もなくなってたわ」

「ですが、かなりの疲労状態でしたので、眠っていただいています」

　鳴央ちゃんの視線がマンションの上を見る。

　きっと一之江は先輩の部屋で眠っているのだろう。

　あの、にゃぱにゃぱした優しくて色々柔らかい先輩と一緒なら、一之江の体もすぐに良くなってくれる。そう信じることにした。

「ふう。んで、なんでジャージなのよ」

「いや、なんつーか。これから頑張るぞ！　って時は、早朝に走ることにしてるんだ」

「頑張られるのですか？」

　鳴な央おちゃんは心配そうに俺おれを見る。

　俺も不安がないかと言えば、嘘うそになる。

　誰だれかと戦うのなんていつだって怖いし、今回は一いち之の江えもキリカも頼れない。

　音ね央おと鳴央ちゃんが強力な『神かみ隠かくし』なのは知っているが、音央は戦闘に関しては俺よりも慣れていないだろうし、鳴央ちゃんはとても心優しい女の子だ。

　言わば、戦いに慣れていない素人が……『主人公狩り』とまで言われる男と戦う。

　それはとても無謀な行いに思えた。

　もし俺が、例の『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』みたいに有名で強そうな『主人公』だったら、もっと上う手まくやれるのかもしれない。だけど俺は俺。『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』の『主人公』、一いち文もん字じ疾風はやてだ。

　いっぱい足あ掻がいて、いっぱい怖がって、必死になって。

　それでも頑張って、ギリギリのところでなんとかしてみせる。

　俺は『主人公』なのだから。

「……へえ」

「ふふっ」

　音央は口をへの字にして。鳴央ちゃんはとても嬉うれしそうに。

　俺の顔を見ていた。

「うん？」

「ううん。あんたがそんな顔してる時は、もうやる気満々なんだろうなー、って」

「ええ。おかげで私たちも、覚悟が完了しました」

　ぐっ、と可愛かわいらしいガッツポーズをしてくれる鳴央ちゃん。

　音央はやれやれ、と首を振った。

「そんで、あいつらの居場所解わかるの？」

「とりあえずさっきの場所に戻るよ」

「とっくに移動してるかもしれないわよ？」

「だとしても、さ。なんとなくだけど、あの氷ひ澄ずみってヤツなら待ってそうな気がして」

「なんで？」

「ヤシロちゃんに『四よ辻つじでは良くないものと出会う』って話を聞いたのと……あいつは、そういう演出が好きそうな男だったんだ」

　そう、どうも芝居がかった言い回しを好んでいたようなタイプだった。

　お話の中で言うようなテンプレのセリフを好むような。

　だからこそ、きっと彼は朝まであそこか、もしくはあの周辺で待っているはずだ。

　何な故ぜだか、そんな妙な確信があった。

「ヤシロさんにお会いになったんですね……」

「ああ。いつもなんかこう……いきなり現れて、いい話と怖い話をくれるよな」

「あー、そんな感じよねえ、あの子」

　大体俺おれと二人の、ヤシロちゃんに対する認識は同じようだ。

「まあ、いいけど。で、えーと。その男たちに勝算はあんの？」

「勝てる見込みがあって戦ったことは今まで一度もないんだよなあ……相手が強過ぎて」

「まあ……そう、ですよね」

　その『強過ぎる』うちの一人というか二人というか。

　それが今は目の前にいるのだから不思議な気分だ。

「解わかった。もう、後は行き当たりばったりってことね？」

「うん。ああ、あと、情報共有だけど。あの男の『厄災の眼イーヴルアイ』ってのは、見た人に不幸を集めるようなものらしい。で、女の子の方はもの凄すごいスピードで走ることで、なんでもかんでも吹き飛ばすっていう能力があるらしいんだ」

「なんでもかんでも……なの？」

「その吹き飛ばす力の指向性を、彼の眼めによって対象にだけ向けるのですね。辺りが受けるはずだった被害を、相手だけに向けたりするような」

「原理はよく解らないけど、そういうことらしい」

「なるほど……別にその男を見ちゃいけない、ってわけじゃないのね」

「邪眼というものは、元々『見る側』が呪のろいをかけるもので。見られた側はそれに気付かないというのが基本だそうですよ」

　鳴な央おちゃんはさりげなくロアに詳しい。やっぱり、ロア歴の長さはそういうものの蓄積になるのかもしれない。

「つまり、視線ばかりは防ぎようがないってことかあ……」

　そして音ね央おは真しん摯しに戦いを見据えている。

「しかし、驚いたよ」

「何がよ？」

「いや、あんまり戦いたくないのかな、って。音央ってツンツンしているけど、別に好戦的ってわけじゃないだろ？」

「そりゃそうよ。ケンカなんかしないに越したことないもの。ただでさえ変な噂うわさを立てられやすいわけだしね」

　それもそうか。音央くらい目立つ子なら、何もしていなくても勝手に変な噂、悪い噂が流れてしまうこともあるのだろう。

「だからって、売られたケンカを買わないのも癪しやくでしょ？　それに、あたしは友達が酷ひどい目に遭あっているのにのんびりなんてしてられないの」

「ふふっ、音ね央おちゃん。さっきまで本当に怒っていたんですよ？」

「あ、こら、鳴な央おっ！」

「モンジさんがあんなにつらそうなの初めて見た、って。一いち之の江えさん可愛かわいいのにこんな風ふうにするの酷い、むかつくー、って」

「こらこら！　そういう鳴央だって、さっきまでめそめそしてたじゃない！　『私が強ければこんなことには……』とかなんとか！」

「あっ！　ね、音央ちゃん、それは……っ！」

　二人が言い争っているのを見て。

　俺おれは笑ってしまった。

「むっ」

「お、おかしかったですか……？」

「いや、元々同じ人物とは思えないほど違うよな、二人とも。良かったよ……どっちかを選ぶみたいな選択をしないで。俺はやっぱり、音央も鳴央ちゃんも、どっちもいてくれて本当に良かった」

　心からそう思う。いくら『神かみ隠かくし』として色んな人を消していた……なんて罪があったとしても、二人は絶対的に『いいヤツ』だ。罪は決して消えることはないけれど、その償いを永遠にし続けることを彼女らは躊躇ためらわないだろう。そう信じられる。

「何言ってんの」

「ふふ、そうですよ。私たちから見たら、モンジさんがいてくれて良かった、なんです」

「あたしも、ずっと知らないままでいたくなかったからね。本物の自分のことも、知らないうちに消してしまっていた人たちのことも。あんたのおかげよ、モンジ」

「だから、私たちもちゃんと貴方あなたの物語として、役に立たせて下さい」

　……参った。

　同じ顔をしているくせに、性格は全然違うって思っていたのに。

　こういう、根底はやっぱり一緒なのだ、この二人は。

「今日は涙るい腺せんが緩いから、それくらいで頼む」

「あはは、ばーか。こんなことくらいで泣きそうになるんじゃないわよ」

「そうです。どうせ泣くなら、一之江さんに見せて差し上げて下さい」

「うん？　一之江に？」

　あいつに涙なんて見せたら、絶対にからかわれるだろうに。

　だけど、音央も鳴央ちゃんもそれが当たり前、みたいな顔をしている。

　うーむ……女の子的に、何か確信でもあるのだろうか？

「ん……さて。じゃあ……不ふ甲が斐いない主人公なりに、全力でやるから、サポート頼む」

「ふふっ、ＯＫ」

「はい。出来る限りのことはしますね」

　二人の笑顔に頷うなずいて。

　俺おれはさっき彼らと出会った場所へと歩き出した。
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　その十字路に足を踏み入れた途端、空気が変わるのが解わかった。

『ロアの世界』。

　ロアたちが、自分の戦う領域として形成する、都市伝説の世界だ。

「本当は『ターボ婆ばあさん』だから、バイクとかに乗っている方が現れ易やすいのかもな」

　そんな軽口を告げると。

「まあ、それを追いかけてビックリさせるのがわらわのロアじゃしの」

　十字路の真ん中に、ラインと氷ひ澄ずみが現れた。

「わざわざ戻って来るとは、どういう風の吹き回しだ？」

　うん、こいつはこうやって、いかにもなセリフをくれると信じていたよ。

「なんせ俺は『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』なんでね。他ほかの物語たちと相談して、お前さんと話をしに来たんだよ」

「話？　お前を取り込んだ後の物語たちを厚遇する、という話なら乗るけどな」

「氷澄はその辺りは守るぞ。契約通り、ちゃんとわらわに携帯ゲーム機と、最新のゲームは必ず渡してくれるしの」

「ってライン。そういう情報は敵に言わなくていい！」

「親しみ易い『主人公』像を作ってやるのも、物語としての責務じゃろ」

「そんな責任はないから、静かにしててくれっ」

「やれやれ、最近の若者はキレ易いのう」

　肩を竦すくめるライン。あんな小さな女の子に『若者』呼ばわりされるのって、なんか不思議な気分なんだろうな。しかし、契約はゲームでいいのか。

「それで、話ってなんだ？」

「ああ。『主人公』が『主人公』を取り込むと、そいつの持っている物語が増えるっていうのは理解したんだよ。だから、狙ねらわれることがあっても仕方ないってな」

「その通りだ。俺おれは既に、お前以外の『主人公』も狩っているからな」

　だからこそ『主人公狩り』なんて異名もついているのだろう。

　あのぼんやりと青く光る目を見ていると、自然と不吉な予感も覚えずにはいられない。

「俺よりも経験があるお前なら、仲間になったら心強いと思ったんだよ」

「……仲間？」

　氷ひ澄ずみは俺の言葉の意味を考えるような間を挟むと。

「フンッ、命いのち乞ごいか？」

「いや、命まで取るつもりないだろ、お前」

「む……」

「人の物語を無理矢理奪うってのは良くないとは思うけどさ。でもある意味『主人公』なんて多かれ少なかれ、他人の物語を無理矢理終わらせたりするような連中だもんな。だから、そこについては別に悪いとは思わないよ、俺は」

　それにこいつらは、格好かつこつけなのかなんなのか解わからないが。

　ちゃんと、最初から正々堂々と現れた。

　正面から戦いを挑んできたし、特に罠わなにかけるようなこともしてこなかった。

「俺はこの街……っていうか、友達とか、家族とかを守りたいんだよ。無む闇やみに怖がらせるだけの『ロア』ならいいけど、命を奪ったりするのとか、そういう危険なロアからさ。だけど、俺の手だけじゃ絶対的に足りないだろ？　だから、『主人公』仲間が増やせたらいいなー、と思って」

　これが、俺の本心だった。

　戦いたくない、というのも正直な気持ちだが。

　せっかく俺よりも強いんだったら、俺よりももっと多くの悪いロアを倒せるはずだ。俺なんかを相手にしているよりも、そっちに勤いそしんで欲しい。

「……ふむ」

　頭ごなしに否定されるかと思ったが、氷澄は考え込むように顎あごに手を当てた。

「氷澄、向こうの小僧の方がお主よりも何倍もちゃんと主人公っぽいぞ」

「うるさい、黙っていろライン。ああいう主張は、甘いから出来るものだ」

「お主だって充分甘いくせに。追いかけずに、リベンジの機会を与えるためにこの雨の中ずっと待っているなど、甘さ以外の何物でもあるまいて」

「ばっ……こらっ、バラすなライン！」

「ほっほっほっ」

　あ、やっぱりこいつ、いいヤツな気がしてきた。

　さっきは確かに悔しかった。だけど、こいつをやっつけたい、という気持ちにはならなかった。……あれは自分の不ふ甲が斐いなさが許せなかったんだな、と今更気付く。

「一いち文もん字じ疾風はやて。貴様の主張は……」

「わわっ!!」

　何かを言いかけた氷ひ澄ずみの言葉を遮って、俺おれは感動の声を上げていた。

「なんだよ、今度は」

「ちゃ、ちゃんと名前で呼んでくれたっ」

「うん？」

　流石さすがにビビったのか、氷澄が訝いぶかし気げに俺を見る。

「いや、周りに何度言っても、みんなモンジモンジ呼ぶんだよっ！」

「ああ――うん、いや、そうなのか」

「お前だけだよ、俺をちゃんと呼んでくれるのは……お前、やっぱいいヤツだな」

「いや、俺がいきなりお前をモンジとか呼んだら、仲良し過ぎるだろ」

「確かに……愛称で呼ばれるくらいに仲良しってなってしまうわけか。いや、しかし、親しくなるのは別に問題ないんだが。特に、こっち関係に男の友達って今いないしな……」

　大変悩ましい問題だった。

　そして、意図せず俺のペースに相手を巻き込めていた。

　こういう戦法を最も得意とするのは一いち之の江えだ。おかげで、常に戦闘面におけるイニシアティブは取れていたのだ。

　場の空気を制する者が、その後の戦いも制する。

　それは、当然のルールだ。

「ま、それはさておき。俺だって、こんな提案をタダでするつもりはないよ氷澄」

「ほう……取り引き、というわけか？」

「ああ。だけど俺には差し出せるものが何もないからな」

　そう。俺の物語たちを。大事な人たちを差し出すつもりもさらさらない。

「だったら、何で取り引きするんだ？」

「俺たちが勝ったら、今の提案を考えてくれ」

「なるほど。それで、俺たちが勝ったら？」

「あぁ、俺を……」

　好きに使っていいと言いかけた時。

「私たちが貴方あなたの物語になるわ！」

　今まで黙っていた音ね央おが高らかに宣言した。

「って、音央!?」

「私たちは『神かみ隠かくし』。先ほど見た通り、その能力はかなり有効です！」

　それに続いて、鳴な央おちゃんも強い口調で告げる。

「い、いや、二人とも、そんなの」

「いいのよ、勝てばいいんでしょ！」

「そうです、勝ちますよ、モンジさんっ！」

　しまった、二人はとても熱血状態になっている。これは何を言ってももう考えを改めたりはしなさそうだ。

「ほう……面白い。『神かみ隠かくし』か」

　そして氷ひ澄ずみも楽しげに口を歪ゆがめた。

「氷澄、言うておくが、今お主めっちゃ乗せられているぞ？」

　向こうのラインは冷静だった。あれが熟年の余裕ということなのか。

「そんなことは解わかっている。だが――俺おれに、俺たちに勝てると思っているのが、どれだけ間違っているのかを教えてやらないとな？」

　……やっぱり乗ったか。

　いかにもプライドの高いタイプだと思ったので、こういう挑発には乗ると思っていた。音ね央おたちがノリノリになったのは計算違いだったが。なんにせよ彼にしてみればリスクが低い。最悪負けたとしても『仲間になる』と口先だけ言っておけば……後は俺を狙ねらわないってだけで済むからだ。

　勝てば、音央と鳴な央おちゃんという見た目も最高、その質も最高なロアが手に入る。

　負けても大したリスクではない。なら、普通は乗るだろう。

　こいつのように、実は相手を殺したくないヤツなら、なおさら。

「いいだろう。その提案、乗ってやる！　『神隠し』を手に入れる為ためにもな！」

　その宣言を聞いた時、俺の中でも絶対に負けられない気持ちがさらに固まった。

「さて、頼むわよモンジ。あんた、絶対勝ちなさいよねっ」

「解ってるよ。サンキュー、音央、鳴央ちゃん。俺ももう後には引けなくなった！」

「はい、モンジさん、信じています！」

　俺は音央と鳴央ちゃんの手を一度ずつ握ると、そのまま氷澄とラインを見て。

「いくぜ！」

　そのまま、氷澄に向けて駆け寄った。

　音央と鳴央ちゃんも同時に走り出し、ラインに一直線に向かう。

「何をするかと思えば、突っ込んでくるだけか」

　氷澄は口元に笑みを浮かべながら、俺の方を向いた。

「せりゃあああ！」

　俺は拳こぶしをその氷澄に向けて突き出す。が、氷澄の体は青い残像を残してひらりと俺のパンチをかわしていた。

「うわっ、残像とか初めて見た！」

「俺の目を見ていた者は、現実と虚実の認識があやふやになるのさ」

　だから、俺おれが殴りかかったものは偽物かもしれない。そういう説明らしい。

　それが邪眼、ということなのか。

　物語とかマンガでは割とポピュラーなものだけど、実際にこうして持ち主と対たい峙じすると中々に怖いものがある。その目を見たら石になる、とか。その目に見られると不幸になる、とか。それが『邪眼』というのは、ここに来るまでにちょくちょく調べた。

　そして、かつてどこかの国では『青い目』で生まれてきた子が『邪眼』とされて忌み嫌われたというのも読んで。多分、この氷ひ澄ずみという青年はそこから噂うわさされてロアになった――という辺りまでは予想出来る。だが……。

　それが『主人公』になったというのはどういういきさつだろうか？

「せりゃっ!!」

　今度は広範囲に攻撃が出来る、キックを繰り出してみる。

　一いち之の江えの訓練を受けているおかげで、多少鋭い蹴けりが出せるようになってはいるのだが、やはり『捉とらえた！』と思った場所には氷澄はいなくて、残像だけが残っていた。

「多少はやるようだが、そんな攻撃じゃ俺に当てることすら出来ないぞ」

「多少はやれるようになっていたか、俺も！」

　氷澄の挑発に乗ることもなく、俺は連続でキック、パンチを繰り出した。

　そのことごとくが当たらないのが、もどかしいというよりも楽しい。

　戦闘を楽しむ趣味が生まれたわけではなく、自分が想定した通りに動いているからだ。

「あー、ちょこまかと!!」

　あちらも、音ね央おの放つ無数の茨いばらがシュルシュルとラインに伸びては、ヒラリヒラリと回避されていた。茨の蔦つたは、さらに音央の手首辺りから伸び始めると、それぞれが独自の生き物のようにウネウネとラインに向かっていく。

　鳴な央おちゃんはそんな様子をじっと見ていた。あの巨大な穴は、相手をきちんと捕縛しないと使えなかったりするのだろう。

　――『主人公』対『主人公』、『ロア』対『ロア』。

　これが、本当に理想の戦い方だとしたら。

　俺はこの戦いの中で強くなるしかない！

「うおおおお!!」

　もっとよく相手を見るんだ！　もっとじっくり、相手のロアを考えろ！

　俺は拳こぶしや蹴りを繰り出しながら、それだけを一心に叫んでいた。

　ロアの戦いはいつだって情報戦だ。戦闘をしながら相手の物語を考察し、その倒し方をイメージしてその通りに運ばなければならない。

　そう、まるで作家が物語の手直しをするかのように。

　チリッ、と頭の片隅で何かが反応した。この考え方は間違っていないと確信する。

　だとしたら、この邪眼の青年、氷ひ澄ずみは……どんな物語なのか。

　そして、さっきの疑問。何な故ぜその物語が『主人公』なのか。

「どうやら、そっちから仕掛けてくる気はないようだな」

　氷澄は口元に余裕の笑みを浮かべた後、青く光る目に手を当てる。

　――何かしてくる！

「なら、これを喰くらえ！」

　直後、ぞわっとする寒気を感じた俺おれは。

「待ってたぜ!!」

　すぐさま手鏡を取り出して氷澄の顔に突きつけた。

「っ!?」

「邪眼には鏡だろ！」

　部屋に戻って持ってきておいた手鏡。

　昔の映画か何かをテレビで見た時を思い出したのだ。『メデューサ』という目を合わせただけで相手を石にしてしまう魔物を倒す方法が『鏡に映ったメデューサを倒す』というものだった。それとは微妙に違うが、ヒントにはなった。つまり、相手の目から何か発射するのだとしたら、光をそのまま反射させればいいんじゃないか、と。

　氷澄は俺を何も出来ない主人公だと侮っている。だからこそ、ただ攻撃しか出来ないフリをし続けることで、この手鏡という隠し技があるのを悟らせないように、侮られるようにしてきた。

　その効果はあったみたいで。

「くっ!?」

　氷澄が苦しげに呻うめいて、後ろによろけた。

　何をするつもりだったのかは解わからないが。

「チャンス！」

　俺はそんな氷澄にタックルを仕掛けると……。

「ぐっ！」

　捉とらえた！

「うおおお!!」

　そのまま氷澄の体を地面に倒す。

　初めて攻撃が成功し、雨でぬかるんだ地面に俺たちは二人で倒れこんだ。

　バシャッ、と水みず溜たまりの水が跳ねるのも構わず、俺はＤフォンを構え――。

「ちっ!!」

　氷澄の姿を捉える前に、彼は俺の腹を蹴けり上げるとその場からすぐに脱出した。

「ぐふっ……」

　腹に食らったダメージは大したことないものの、変な声はこぼれてしまう。

「やっぱ、そう簡単にはいかないか……」

「貴様、やるじゃないか……くっ」

　氷ひ澄ずみはまだ目を押さえながら、よろめきつつ立ち上がる。

　が、すぐに倒れそうに体が傾いて、慌てて持ち直そうとしていた。まるで酔っ払いのようだ。命を奪うつもりがない彼は、俺おれをあのフラフラ状態にしようとしたのだろう。

「それに、Ｄフォンを構えた、か……『百物語』め……やはり、殺さない、という意識で戦うのは無理なようだな」

　……なんとなく、今までＤフォンで写真を撮れば解決した、みたいな意識があったのでやってみた行為だったのだが。どうやら割と正解だったらしい。

　そういえば、氷澄は俺以外の百物語をやっつけたことがあるとキリカに聞いた。俺の先輩たちは、一体どう戦っていたのだろう。やっぱりＤフォンを使っていたのだろうか。

「せやああああ!!」

　その時、音ね央おの鋭い声と共に大量の茨いばらが俺たちの方にも伸びてきて。

　あれに触れるとやたら痛いのを思い出す。ひとつひとつが鋭い刃のような刺を持っているので、囚とらわれた相手はひとたまりもないのだ。そんなものを食らうわけにもいかず、俺と氷澄は慌ててその場から遠ざかった。

「ほっほっほっ、なるほど。わらわの速度には敵かなわんから、ここら一帯をその茨で包もうというのか」

「素早い相手には手数で勝負って一いち之の江えさんに聞いたもの！」

「ふむ……そして、そちらの黒髪の方は常にわらわを……何かの効果範囲に入れるために待っておるようじゃの」

「うくっ……」

　鳴な央おちゃんは狙ねらいを読まれて、下唇を噛かんでいた。

　おそらくは『妖精庭園フエアリーガーデン』。あの場所に取り込むことさえ出来れば、後は四方八方からの茨やあのおっかない穴でやっつけたり出来るのだろうけれど。

　ラインの速度は音速。鳴央ちゃんが『妖精庭園』を使うよりも速く移動されてしまったら、あの世界に飲み込むことが出来ないのだろうな。

「あんなに素早くちゃ、どうやって捉とらえればいいのよ……」

　その捕まえる役の音央にしてみれば、早くラインをなんとかしたいのだろう。だが、ラインは一之江でさえ捕まえられなかった相手。やはり音央には荷が重い敵だったか？

「ほっほっほっ、わらわの強さが身に染みたか、神かみ隠かくし？」

「なんて、弱音を吐いたフリしてみたりしてね！」

「ぬっ？」

　ラインの背後からこっそり迫っていた茨いばらが、一気にその背中に向けて伸びる！

「フンッ、そんなもの……」

「逃がさないわよ！　横のどっちかに避けるのはもう見抜いたんだから！」

　と、次の瞬間、音ね央おの両腕から出た茨の蔦つたがラインの両サイドから迫った。

「うおっ！　なるほど！　先ほどまでの無む闇やみな攻撃は、わらわの回避の癖を読んでおったというわけか！」

「え!?　そ、そうだけど、説明ありがと！」

　わざわざ自分が食らった技を説明するとは、なんてマンガみたいなヤツなんだ。

　チラッと氷ひ澄ずみを見ると、ちょっと微妙な顔をしていたりする。やっぱり、今のはマンガみたいなサービスだったんだな。

「じゃが、わらわには真まっ直すぐが……」

「『奈落落としアビスフオール』！」

「ぬおおお!?」

　そう、ラインの逃げ場は前にしかなくなっており。そして、その前には……巨大な口を開けた、漆黒の穴が待っていたのだ。

「待て待て、わらわは急には止まらぬー!!」

「ラインっ!?」

　そのままラインは、言葉通り止まることも出来ずに。

　すっぽりと暗黒の穴に入り込んでしまった。

「え、あれ、あっさり？」

　音央が驚いた声をあげるのも無理はない。鳴な央おちゃんは「いいのかな？」という顔をしながら、そのまま穴を閉じる。

　――もしかして今ので『境さかい山やまのターボロリババア』を倒してしまったのだろうか？

　俺おれと音央、鳴央ちゃんはその答えを氷澄に求めるしかなく、彼をまじまじと見た。

　氷澄はそんな俺たちの視線を受けて、電信柱にもたれかかりながらもちゃんと髪をかきあげている。筋金入りの格好かつこつけ男だった。

「フッ……なるほど。逃げるための選択肢だったのは上と前。上に逃げたとしても、空中ではラインの機動力は活いかせない。だから前にしか逃げないと読んで、そこに神かみ隠かくしの門を設置したというわけか……」

　そして氷澄も説明好きのようだった。

「え、あ、はい、その通りです……」

　鳴央ちゃんが恐縮して頷うなずいている。

「……なんにせよ氷澄、これでお前のロアはやっつけたわけだが」

　氷澄はまだフラついていたし、頼みの綱だったラインもいなくなった。

　これ以上の戦いは……。

「まさか、これで戦いが終わったと思ってないだろうな？　一いち文もん字じ疾風はやて」

「……何？」

「通常のロアとの戦いならば、確かにこれで決着としてもおかしくない。だが……『主人公』と戦っているということを、お前はまだ知らないようだな」

　氷ひ澄ずみはやはり口元に笑みを浮かべたまま。

「俺おれが描く『主人公』像は、窮地こそ自身の転機に変える」

　ドクン。

　その『主人公』の在り方に、俺は寒気のようなものを覚えた。

　キリカの言っていた言葉を思い出す。



『俺自身が『主人公』だったらじゃないんだな？』

『うん。モンジ君が描くの。作家さんみたいにね』



　つまり、氷澄はそれを既に――自分に対して描いている。

　だから、逆転を用意出来る……？



「ライン！」

　氷澄は飲み込まれたはずのロアを呼ぶ。

　当然、彼女は――鳴な央おちゃんの『奈落落としアビスフオール』によって暗黒の空間に落ちた為ため、その存在が戻ってくることはない。俺も経験したが、あの中は時間感覚も記憶も五感も、何もかもが一度なくなってしまうのだ。俺の場合は……神かみ隠かくしの本体である鳴央ちゃん自身がそばにいてくれたおかげもあって、ひとつひとつ取り戻していくことが出来たけれど。

　たった一人で飲み込まれ、一度自分のことすら『忘れて』しまったロアは、戻ってくることなんて……。

「お前は――『いなくなったと思ったら、目の前にいる』ロアだろう!!」

「なにっ!?」

　俺は一瞬何かの気配を感じて、慌てて横を見た。

「っ!?」

　一瞬、誰だれかの姿が見えた……!?

「わっ、誰かいた!?」

「まさか、出てきたのですか!?」

　音ね央おと鳴央ちゃんの近くにも現れたということか？

　いや、そんなはずは……だって『神隠し』は最強のロアのひとつ。

　そんなことで……。

　俺おれは静かに氷ひ澄ずみの方を見ると――。



「ばぁ」



「おわあああっ!?」

　目の前に、ラインが立っていた！

「きゃあ!?」

「め、目の前に!?」

　音ね央おと鳴な央おちゃんの悲鳴も同時に聞こえた。俺はあまりの衝撃にうっかり腰を抜かす。

　バシャ、と冷たいアスファルトの上に座り込んで……目の前のラインを見上げた。

　その姿がぼんやりと消えていき……。

「ふむ、氷澄。『ばぁ』はどうかと思うんじゃが」

　その姿は、氷澄の横に現れていた。

「な……ど、どういうことだ……？」

　鳴央ちゃんは確実に、ラインを『奈落落としアビスフオール』出来ていたはずだ。

　なのに、ラインはこうして姿を現している。

「お前たちは、俺の青い光を受け過ぎていたのさ」

　氷澄は口元に歪ゆがんだ笑みを浮かべて、俺たちに語る。

「故ゆえに、暗示にかかり易やすくなっていた。いるはずのないものを、見るくらいにはな」

「いるはずが……ない？」

「うむ、つまりお主らが見たわらわは幻――氷澄の使う『幻の邪眼フアントムアイズ』によって、幻惑を見せられたということじゃよ」

「だが、お前たちはそこでこう思ったはずだ。『ラインは目の前にいる』と」

「そう、わらわは『ターボ婆ばあさん』のロアじゃからな。『目の前にいる』と思われれば、現れることが出来るのじゃよ！」

　つまり、それもまた都市伝説のルール。

　俺たちが氷澄の幻惑に引っかかったせいで、ラインが『目の前にいる』と思い込んでしまった。だから彼女は俺たちの前に現れることが出来たのだ。

「ま、幻とかずるいわよ！」

　音央が抗議するが、氷澄は取り合わずに首を振った。

「勝利を間近に控えた瞬間の油断……勝ったのかどうなのか解わからない、思考の隙すき間ま。そこに俺の言葉による誘導催眠を行ったに過ぎない。つまり――俺を窮地に追い込んだと思った、お前たちの油断が幻を受け入れさせたのさ」

「っく……」

　確かに、俺おれたちはラインを『奈落落としアビスフオール』出来たから油断してしまった。本当なら、すぐに氷ひ澄ずみも茨いばらで包みこみ、そのまま倒すくらいの意気込みが必要だったのだ。だが、それをさせないように氷澄は語った。

『俺が描く『主人公』像は、窮地こそ自身の転機に変える』

　と。

　それこそ主人公らしい機転。自分を攻撃させず、自分の言葉に興味を向けるための発言。そう、やはり……戦いの場数が圧倒的に違ったのだ。

「さて氷澄。起死回生も成したのじゃから、そろそろ終わりにするかの？」

「そうだな。まあ、よくやった方だったよ」

　氷澄の瞳ひとみが再び青く輝き始める。

　ラインは、真まっ直すぐに俺たち三人を見ていた。

　――『音速境界ライン・ザ・マツハ』がくる！

「ふぇ……『妖精フエアリー……』」

「遅いわ!!」

　ラインが叫んだ瞬間には。

「『厄災の眼イーヴルアイ』！」

　辺りの景色が一瞬で青と黒のモノトーンカラーに染まり。

「『音速境界ライン・ザ・マツハ』！」

　その声が聞こえた瞬間――俺の体は派手に吹き飛んでいたのだった。
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　俺は得体のしれない場所にぷかぷかと浮いていた。

　そこは実に不思議な空間だった。

　色とりどりの花が咲き乱れているが、どれもこれも毒々しい色合いをしている。ステンドグラスのように彩られた様々な光が四方八方から差し込める。キィキィと小さな虫が鳴いているかのような耳障りな音が辺りから響いてくる。

　虫……蟲むしか。

　つまりここは――。

「『魔女の工房ウイツチアトリエ』にようこそ、モンジ君」

　ぷかぷかと浮いている俺のすぐ傍らに、黒い帽子とフードマントを纏まとったキリカがふわふわと浮かんでいた。いかにも魔女っぽい格かつ好こうだ。

「こんなことも出来るのか。魔女すげえなあ」

「魔女だからね」

　まるで邪悪な万華鏡だな、という印象の場所だった。

　キリカの愛らしさとはまるっきり逆の『気持ち悪さ』というのをとにかく詰め込んでいるような。ここにいるだけで吐き気やめまいがして、精神が病みそうな場所だ。

「モンジ君は一時的にここに入れるように、さっき契約の証をつけておいたの」

　手の甲がやたらと熱い。

　……やっぱりキリカにキスとかされると、必ず何かあるんだな。

　普通にデレデレ喜んでいた俺おれはかなりちょろいというのを自覚する。

　だが、そんなことよりも、だ。

「キリカ、音ね央おと鳴な央おちゃんが大変なんだ」

『音速境界ライン・ザ・マツハ』を食らったのだったら、一いち之の江えのように大変な状態になっているかもしれない。俺はこうしてキリカがなんとかしてくれたからいいものの、二人は大おお怪け我がをしているかもしれないのだ。

「そうだね、瑞みず江えちゃんほどではないけど、立てないくらいは痛めつけられたみたい」

「立てないくらい？」

「だって、君が負けたらあの二人は氷ひ澄ずみ君のものになるんでしょ？　だったら、氷澄君だっておいそれと傷つけないよ。……なんだ、そういう交渉じゃなかったんだね？　最悪、あの二人は無事に済むっていう」

「ああ――いや、うん。言われてみればそうだな」

「交渉上う手まくなったなー、と思ったけど偶然だったんだね。ま、それもモンジ君らしいって言えば、らしいかな」

　なでなで、と頭を撫なでられてちょっと拗すねたくなった。

　なんにせよ、大怪我ではないようで安心した。

「ちなみにここは、私が色々と悪だくみをするための秘密の工房なの。鳴央ちゃんの『妖精庭園フエアリーガーデン』の簡易版かな。魔女は必ずこうやって秘密の工房を持っていて、それぞれ人の道を外れた研究をそこで行っている――という逸話があるからね」

「なるほど、逸話でそう言われているからこそ、キリカも工房を持ってるわけか」

「魔女の逸話っていっぱいあるから楽でいいよ」

　自分のことなのに楽しそうに語るキリカに安心した。今のキリカはとても元気そうなので、どうやらこれは精神体とか魂とか、そういう類たぐいのものなのかもしれない。

「それで、モンジ君。どうするの？」

「どうもしない。戻って、氷澄とラインを倒してくる」

「そんな体で？」

「……どんな体なんだ？」

「ズタズタのボロボロにされちゃってるかな。血まみれで大変な大おお怪け我が。今は私の工房にいるから大丈夫だけど。氷ひ澄ずみ君も、君を侮るのをやめたんだろうね」

「あー、なるほど」

　ちゃんと氷澄は俺おれを全力で倒したということか。

『主人公』の敵として認められた、という意味でもあるのかもしれない。

「だけどさ、キリカ」

「うん？」

「いつも通り、一部分は無傷なんだろ？」

　俺はそんな確信と共に、キリカに笑いかけた。

「あははっ、まあね。なんだ、解わかっていたんだ？」

「俺の物語だからな。それに、氷澄のおかげでようやく理解したんだよ。俺が、どんな物語を描きたいのか」

「ああ……そうなんだね」

　キリカは俺の言葉を聞いて……どこか遠い目をして俺を見つめた。

「そっか、モンジ君は本当に『主人公』になっちゃうんだ」

「うん。だからヒロイン役の一人として、今後もよろしくな」

　きっぱりと頷うなずく。

　キリカが、一いち之の江えが、それを望んでいないことも知っている。

　だけど、そう。

　前に進みたいんだ。

「だって俺は、俺の物語の主人公だからな」

　自分の物語なんだから、自分で選び、勝ち取らなければならない。

　だから。

「あはは！　うん、ＯＫだよモンジ君っ！」

　キリカも笑って頷いてくれた。

「それにしても、ヒロインの一人って。ハーレム野郎だね、モンジ君ってば」

「一之江に言われた呼ばれ方だなぁ」

　確かに、いっぱいヒロインがいるっていう物語はあんまりよろしくないはずだが。

　だって、みんなを幸せにしたいんだから仕方ないじゃないか。

　よし、俺はもう開き直った。

「じゃあ、ちょっとだけモンジ君がちゃんと動けるように、私の力も預けておくね？」

「そんなことして、またキリカ……」

　代償が大変なんじゃないか、そう思う。

　だけどキリカの笑顔を見ていると、何も言えなくなった。

「私も君の物語なんでしょ？　だったら……後で優しくしてくれればいいから」

「……ああ、優しくする。約束するよ」

　キリカは儚はかなげな微笑ほほえみを俺おれに向けると、もう一度手の甲に口づけする。

　そこが、さらにやたらと熱くなって――。

　体の底から漲みなぎる力を感じた。

「いい女は、こうやって大好きな人の為ためなら頑張って送り出すものなのですよ」

「自分で言っちゃうのか、それ」

「あははっ！　じゃあモンジ君。ガンバ！」

　キリカの応援が胸にさらなる炎を宿してくれる。

　そうか、そうだな。

　俺はまだ――。
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「負けてないんだ!!」

　俺は自分の血で出来た水みず溜たまりから一気に体を起こした。

「何っ!?　貴様……」

「ほう、結構ズタズタにしたんじゃが……」

　氷ひ澄ずみとラインが、驚いた目で俺を見る。

「も、モンジ……？」

「む、無理をしないで……ください……」

　振り向くと、音ね央おと鳴な央おちゃんはアスファルトの上で苦しげに倒れていた。

　大おお怪け我がは確かにしていないようだが、立ち上がったりは出来ないようだ。

「ごめんな、少し休んでいてくれ」

　俺は震える膝ひざを拳こぶしで殴りつけてから、ゆっくりと立ち上がる。

　手の甲の熱さが、そして背中の熱さが、俺に最後の力を奮い起こさせてくれていた。

「氷澄……感謝するよ。お前のおかげで、やっと出来た」

「何が……だ？」

　氷澄の警戒の色が高まっていた。無理もない、今窮地に立っているのは俺の方で。

『主人公』は窮地こそ自身の転機にするものだ、と語ったのは彼自身だ。

「俺おれの『百物語』さ」

　ようやく、解わかった。

『主人公』で考えるからややこしかったのだ。

　キリカのヒント通りで良かったのだ。

　そう、つまり。

「いくぜ、氷ひ澄ずみ、ライン」

　俺は右手にＤフォンを握り締めると、熱い右手の甲を二人に向けて。

　そして一気に真横に振り抜いた。

　そこに、赤い一筋の軌跡が生まれる。

　脳の中に『物語』をイメージする。そう、後はこれを……。

『物語のイメージが出来たなら、後はモンジ君の力を使う為ための言葉を唱えるの！』

　頭の中に、キリカの声が響いた。

　こうやってサポートしてくれる魔女がいるっていうのは本当に心強い。

　力を使う為の言葉。――言霊ことだまってヤツかな。

　ここは恥ずかしがっている場合じゃないのは確かだ。

　俺は出来る限り、厳かな雰囲気になるように――真剣に口にした。



「さあ、『百物語』を始めよう――！」



　直後Ｄフォンが勝手に動作し、俺自身を写真に写す！

　と、今までにない不思議な和音のメロディーが動作音として鳴り響き――。

「なっ!?」

　氷澄の驚いた声と。

「っ、モンジ！」

「モンジさん!?」

　音ね央おと鳴な央おちゃんの止めるような声が聞こえた。



　辺りの街並みが一気に暗さを増し、白と黒のモノトーンカラーに包まれた。俺の周囲に、蝋ろう燭そくの炎に似た無数の赤い光が回転を始める。その光の中で、俺は俺が思い描く『物語の主人公』の姿をとっていった。

　百もの物を語るなら。

　それはどこか学者とか、賢者っぽい雰囲気なんじゃないだろうか、と。

　ふわりと背中に現れた、白衣に似た白い襟の高いロングコートを纏まとう。右手に持っていたＤフォンが変化し、モノクルの形を取った。

　そのまま俺おれはモノクルを右目に装着し――氷ひ澄ずみを見る。

「なっ……姿を変えた、だと!?」

　氷澄の驚きよう愕がくの顔も、その意図するものも鮮明に捉とらえることが出来た。まるで、見えている世界の情報が一気に書き換わったかのような。それらを把握する『別の脳』が新たに生まれたかのような。ただの目で見た情報ではなく、物語を『ロアの視点』で把握するような意識が俺のものとは別に、俺の中に生まれていた。

　その頭の中には常に大きな書物が、いくつもの蝋ろう燭そくに照らされて大量に浮かんでいるという『書庫』のイメージがある。

　その中の一冊に手を伸ばすと、それは『月つき隠がくれのメリーズドール』の物語だった。

　俺はその一冊を自身の本として、共に歩むことを選択する。

　途端に『月隠のメリーズドール』の物語が、俺の中に満ち溢あふれ始めた。

　――これが人間ではなくなるという感覚。これが『ロア』になるという意識なのか。

　高揚感と共に寂せき寥りよう感もあるのは『人間』としての生き方がこれで遠くなったからだろう。

　だが。

　大事な物語たちを守る為ためならば。

　そして彼女たちとの幸せな日々を守る為ならば。

　この力はなくてはならないものだ！

「『月隠のメリーズドール』！」

　俺が口にした瞬間、イメージの中で手にしていた本が実体化する。

　直後、俺は跳躍していた。

「『想起跳躍リンガーベル』！」

　一瞬で視界が切り替わり、そこは氷澄の背後になっていて。

「せやっ!!」

　手刀をその背中に向けて繰り出す。

　が、その手は横からラインに掴つかまれて止められた。

「やりおるな……お主、自身がバケモノになることを認めおったか！」

「バケモノじゃない、俺の大事な物語たちだ!!」

　そのままラインに向けて逆の手を振りかぶるが、彼女は氷澄と共にその姿を消していた。

　――この状態であっても、ラインの移動を見ることはまだ出来ない。

　つまり、それだけあの『ロア』の物語が強く、その速度は速いということだろう。

　だが、触れ合った時にいくつかの情報は流れてきた。ラインは恐ろしい速度を持つのは確かだが、実際の身体能力や殺傷力はさほどでもない。攻撃として警戒しなければいけないのは、やはりあの『音速境界ライン・ザ・マツハ』をはじめとしたロアならではの技ということか。

「む……ヤバイ空気じゃな。氷澄、撤退した方が良いかもしれぬぞ」

「バカな……俺おれがあいつに負けると言うのか!?」

　氷ひ澄ずみの顔には焦りが浮かんでいた。今まで数多くの『主人公』に勝ち続けてきたプライドが、撤退を認めないのだろう。そんな氷澄に対してラインは複雑そうな顔を浮かべながらも「それでも仕方ないか」という見守るような視線を向けていた。

　あのコンビにも、やっぱりチームワークが存在している。それがどんな絆きずなによる繋つながりなのかは解わからないが、強い結びつきなのは確かなようだ。

　だが、氷澄はラインの見守るような視線に気付くことはなく、俺を睨にらむ。

「それに、あいつの全身はもうボロボロだ。いかに『ロア化』したとはいえ、長く動けるはずがない。お前が全すべて回避し続ければ、やがて力尽きるはずだ」

　氷澄の指摘は冷静なもので、そして正しかった。

　俺は『ロア』と化した瞬間から、急速に力が『世界』に奪われていくような……まるで自分の中の体力が蒸気になって吸い上げられているかのような感触を覚えている。このままこの姿で戦い続ければ、先に倒れてしまうのは俺だろう。

　ただ、氷澄の言葉はひとつだけ間違っていた。

「間違えているぜ、氷澄」

　俺は不敵な笑みを頑張って作りながら、それを指摘する。

「何？」

「『全身』をボロボロにした。本当にそう思っているのか？」

　確かに、俺の体はラインの攻撃によってかなりズタズタにされていた。

　音速によって生まれた荒れ狂う空気によって、肉は裂け、血まみれになっている。

　だが。

　俺は『全身』をズタズタにされることはない、と知っている。

　さっきから……いや、思い返せば、ずっとなのだろう。

　感じている背中の熱さがあった。

「お主……」

　ラインが訝いぶかしげな視線で俺を見る。

　彼女は気付いたのだろう。全身を切り裂くはずの彼女の攻撃が、その部分にだけ影響を与えていないことに。

「なにゆえ、その背中には……一切の傷がないのじゃ？」

　彼女がその疑問を発した瞬間だった。



　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！



　突然、着信音がけたたましく鳴り響く。

　氷ひ澄ずみとラインが驚いている間に、そいつは勝手に鳴り止やみ、



『もしもし、私よ』



　俺おれのモノクルと化しているＤフォンから、そんな電子音声っぽい声を漏らしていた。



『今、貴方あなたの後ろにいるの』



「貴様……!!」

　氷澄がその登場に、戦せん慄りつして息を飲む。

　同時に俺の背後には、ピッタリと寄り添う彼女の感触。

　それが俺が感じていた熱の正体。有利だろうがピンチだろうがどこにでも現れる少女。

　それは、そう、紛れもなく。

「一いち之の江え……！」

「ミズエ・ドリル!!」

　ガリガリガリガリ！　なんか背中に突き立てられた!?

「あだだだだだだだだだだだ!?」

「新たな必殺技は成功のようですね……」

「いきなり何すんだよ!?」

「うっわっ、カッコつけ病をこじらせたみたいな格かつ好こうですね。うっわ」

「うっわ、とか二度も言うなよ！」

「いや、だって。白いロングコートて。モノクルて。うわー。しかも私の力を使うからって銀髪までパクって。このパクリストめ」

　途端にどんどん恥ずかしくなってくる。

　変身ヒーローはこう思われる可能性もあって、それでも格好つけて戦っていたのか。これからは変身ヒーローたちに共感しながら、身近な気持ちで特撮が見られそうだ。

「まあ、外見の痛さはさておき。ついにうっかり『主人公』的な存在になってしまったわけですか。あーあ」

「あ、ああ、まあな」

　あーあ、って。一之江は、やや責めるような色の声こわ音ねだった。

　そういえば、俺が戦う力を欲しくなるのは、一之江も悔しいはず……なんて言葉をキリカから聞いたような気がする。だけど、こいつと……これからもずっと一緒にやっていくためには、やっぱり必要な力だったと信じたい。

「……じゃあ、もう守らなくていいんですね？」

　しかし一いち之の江えは……優しい、柔らかい声でそう尋ねてくれた。

　途端に罪悪感と一緒に感謝の気持ちが浮かぶ。

　その言葉に、こう答えるために。

　俺おれはこの力を手に入れたのだ。

「ああ、任せてくれ！」

「なら任せましょう」

　俺の背中から、不意に彼女の気配が消えて。

「それでも、私を見ないようにしなさい、モンジ。うっかり殺してしまうので」

　一瞬でラインの背後に現れていた。

「なっ!?」

　ラインが慌ててその場を移動するが、一之江はその姿にピッタリくっついている。

「アホな格好かつこつけ男を守らなくてよくなったので、ようやく本気をちょっと出せます」

「本気じゃと……？　ふん、ハッタリを！」

　ラインはさらに加速して一之江から距離を取るが、一之江の姿はその背にくっついていて、離れることはなかった。

「なぬっ!?　わらわについてくるじゃと!?」

「ですから、本気をちょっぴり出すと言ったでしょう」

　背中にくっついて、しかも高速過ぎる移動をする二人のロア。おかげで、俺も彼女の顔は見ないで済んでいた。

「どういうことだ……？」

　ラインの速度にぴったりくっついている一之江に、氷ひ澄ずみが冷や汗を流している。

　俺は今『月つき隠がくれのメリーズドール』を物語として自分に宿しているから、一之江がどのような『逸話』を使ってラインを追っているかが解わかっていた。

「一之江のロアは『逃げる対象を絶対に逃さない』。その逸話を持つ限り、一之江から……月隠のメリーズドールからは逃げられないのさ。ラインが『いなくなったと思ったら、目の前にいる』のと同じようにな」

　ラインは音速で動く為ため、声を聞いた対象の背後に現れるという『想起跳躍リンガーベル』は通じなかった。だが、本気を出した一之江はそんなものを使わなくても、延々と追いかけ続けることが出来るのだ。自分の逸話を、自分の為だけに使うことが出来れば。

　一之江は、やはり無敵の『月隠のメリーズドール』なのである。

「貴様……その知識、完全にロアをその身に宿しているというのか……？」

「ああ、だから俺もお前を逃がさない。いいか、氷澄――」

　俺は氷澄に指を向けて。

「俺が背後を取ったら、絶対に振り向くなよ？」

「ぐっ！」

　氷ひ澄ずみがその場を離れるべく走り出した。

　だが、今の俺おれは『月つき隠がくれのメリーズドール』を模したロア。

　その背を逃すことは――ない。

　――俺、という対象を『被害者』として指定する必要がなくなったから。ここにいるのは一いち之の江えが『都市伝説』の逸話通りに殺す『被害者』ではなくて。彼女の物語を自分の体に宿した、『月隠のメリーズドール』の逸話を纏まとった『主人公』だから。

　そう、俺の描いた物語はそれだ。

『月隠のメリーズドール』と共に敵を倒す『主人公』。

　一緒に、この街を、大事な人を守る――仲間だ！

「くそっ！」

　この気取った少年から、苦々しい声がこぼれる。

　今の俺はその逃げる背を確実に追い詰める、そういった存在。

　彼に思考の時間を与えずに追い詰め、そして――決着をつけなければならない。

「ライン！」

「なんじゃの!?　いて、いててっ！」

　ラインはラインでずっと走って逃げ続けていた。背中の一之江は、何やら刃的なものを閃ひらめかせて、ラインの背中をツンツンしているらしい。

「俺がこいつらの姿を捉とらえる。お前は無差別に仕掛けろ！」

「ふむ、危険性も高いが、やるしかないようじゃな！」

　例の『厄災の眼イーヴルアイ』と『音速境界ライン・ザ・マツハ』か……。

　氷澄の『見た』対象に厄災を集めてラインの無差別攻撃を対象指定に出来る、という代物だ。俺と一之江の姿を既に見ているあいつなら、それも可能だろう。

『モンジ君、どうするの？』

　右手の甲が熱くなり、キリカの声が聞こえる。

　俺は――少しだけ考えた後。

「なんとなく、やりたいことがある。……一之江！　こっちに来てくれ！」

　ラインを追っていた一之江を呼んだ。

「む……」

　俺の意図を読んだのか、それとも普通に従ってくれたのか。

　一之江はラインの背中に意地悪するのを止めて、一瞬で俺の背に戻ってくる。

　そして開口一番、尋ねてきた。

「で、あの技が来るわけですが、それをどうするんですか？」

「打ち破ろうと思っている」

「勝算は？」

「お前の能力を使っているんだ。勝てないわけないだろ？」

「はい、素晴らしい勝算です」

　そんな会話をかわした後、氷ひ澄ずみたちを見た。

「なんと、あやつら立ち向かうつもりのようじゃぞ」

「フンッ、俺おれとお前の攻撃をそう簡単に打ち破れるものか」

「氷澄、それは打ち破られるフラグじゃぞ」

「うっ……じゃあ、なんて言えばいいんだよ？」

「打ち破られるかもしれないが、愛と友情で勝ってみせる、とかじゃな」

「……愛とか友情、あるのか？」

「わらわからお主にはこれっぽっちもないな」

「そうか……」

　向こうは向こうで、仲良しそうな雰囲気だった。

　なんだろうな、やっぱり氷澄に対しては親近感が湧わく。

『モンジ君や瑞みず江えちゃんと似た関係だからだろうね』

「ばかな。私は博愛精神と友愛の心に満ちた善良乙女ですて」

「そうだといいんだけどなあ……」

　氷澄とは、上う手まく仲良く出来れば色々と話が合いそうなのに、と思う。

　だが、そういう関係の一歩を築く為ためにも。

「ま、勝たせて貰もらうとしよう」

「ですね」

『うん、やっちゃえっ』

　俺たちの心はひとつだった。

「さて、いくぞ、一いち文もん字じ疾風はやて!!」

「ああ、こい、氷澄!!」

　氷澄がその青い瞳ひとみで俺たちを睨にらみつけてくる。

　瞬間、辺りの景色が一瞬で青と黒のモノトーンカラーに染まり。

「『厄災の眼イーヴルアイ！』

「一いち之の江え！」

「もしもし私よ……」

「『音速境界ライン・ザ・マツハ』！」

　一之江の言葉が終わるよりも速く、ラインはもう攻撃に移っていた。

　そう、その『速度』こそが。

　焦ったように、ただひたすら『先に』行動してしまうことが。

　ラインの失敗だった。



　ズガガガガガガガ!!



　凄すさまじい空気の衝撃波が俺おれと一いち之の江えを襲う瞬間を、俺は冷静に見つめていた。

　そしてその衝撃が俺と一之江にだけ襲いかかる、ほんのコンマ数秒の瞬間。

　俺たちは同時に口にする。



『今、貴方あなたの後ろにいるの』



「何っ!?」

　ラインは一之江のその声を聞いてしまった。

「バカな……！」

　氷ひ澄ずみは、俺のこの声を聞いてしまった。

　だから。

　一之江はピッタリ、ラインの背後について彼女を抱き締め。

　俺はピッタリ、氷澄の背後について羽交い絞めにした。

「一之江が俺を庇かばってくれた時、お前は言ったよな。『二人に降りかかるはずの厄災を一人で肩代わりしたというのか』って。つまり、こうやって厄災は……」

「目の前にいる人に肩代わりさせることが出来るということです」

　直後、俺たちはラインや氷澄ごとその強力な空気の渦に巻き込まれ、大きく空中に投げ出された。……流石さすがに俺も、こう何度も食らっていれば、その状態であっても落ち着くことが出来る。

「これで……！」

「終わりです！」

　空中に投げ出された俺たちは、互いにラインと氷澄をそのまま二人がぶつかるように、放ほうり投げ合った。

　ゴチン、と嫌な音がして地面に落ちていく二人。

　そして、投げた反動を利用して、俺は空中で一之江と手を繋つないで――。

　衝撃の威力を殺すように、何度か回転してから地面に着地する。

「すっごい……」

「モンジさん、一之江さん……」

　着地地点にいた音ね央おと鳴な央おちゃんが呆ほうけたように口にした。

　その後から、ドサッと重なって落ちるラインと氷澄。

　彼らは自分たちの技にプラスして、俺おれたちに投げつけられた衝撃ですっかり気絶してしまっていた。

　これで、完全に戦闘不能だろう。

　それを見納めてから、俺たちは安あん堵どのため息を吐いて。

「俺たちの勝ちだ、氷ひ澄ずみ」

「私の勝ちですよ『ターボロリババア』」

　そう宣言したのだった。
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　しばらくして目を覚ました氷澄にはもう戦闘の意志がなくなっていた。

　雨も止やんでいて、雲も大分薄くなっているのか、朝日の明るさを感じる。

　結局夜更かしした上に、かなり疲れ果てたな。今日は学校がなくて良かった。

「で、だ、氷澄よ」

「約束は守るさ」

　メガネをかけ直した氷澄は肩を竦すくめて言った。

「一応、約束だけはちゃんと守る男じゃぞ」

　ラインはパンパン、とスカートの汚れを落としながら告げる。

「ん、つまり？」

「仲間になる、という意味がいまいち解わからないが……この街を守るっていうのは、まあ気まぐれに手を貸してもいい。俺にとってもお前くらい強いヤツが同じ街にいるのが解っただけでもプラスだしな」

　ひねくれた言い方だが、街を守る仲間になってくれたというのは確からしい。

「いやあ、助かるよ。マジで。氷澄みたいにそういうの慣れてるヤツに相談出来るようになった、っていうのは」

　知識や戦闘技術はキリカや一いち之の江えから学べばいいのだが『主人公』としての色々なこと、というのは『主人公』という立場にいるヤツに聞くのが一番早いだろうし。

「本当は貴方あなたが勝ったのだから、彼を貴方の物語として取り込んでもいいのですよ？」

　俺の横で、元の制服に戻った一之江がさらりとそんなことを言う。

「いやいや、一勝一敗だろ」

「まあ、そうですが」

「うむ。わらわとお主も一勝一敗じゃぞ」

「ですから、最初のは本気出してなかったと言っているでしょう」

「わはは、それでも一勝一敗はかわりあるまい！」

　ラインは豪快に笑いながら偉そうに腕を組んでいた。

　一いち之の江えもそれ以上は何も言わずに、ふう、とため息を吐いている。

「ああ……髪がべとべとだわ。またお風呂入らなきゃ」

「会長さんのお風呂をまたお借りしましょうか」

　音ね央おと鳴な央おちゃんも回復していて、今では長い髪の心配をしていた。

　……雨降って地固まる、ってヤツだろうか。

　長い夜も、どうやらそろそろ本当に終わるらしい。

『お疲れ様、モンジ君っ』

　と、手の甲から声が聞こえた。

「おう、キリカも見守っててくれたり、助けてくれたりしてありがとうな」

『いいっていいって。私もモンジ君のお役に立てて嬉うれしいしね』

「ははっ、嬉しいこと言ってくれるな」

　俺おれはそんなキリカへの感謝と……さっきの弱っていた時の雰囲気を思い出して。

　気まぐれに、自分の手の甲に口づけしてみる。

『ひゃわああああ!?』

　と、もの凄すごい声が頭の中に響いた。

「な、なんだ、どうした」

『も、もももももももモンジ君、今、今っ！』

「い、いや、こう、ほら。感謝の気持ち、みたいな？」

　なんでこんなに動揺しているんだキリカのヤツ。

『か、感謝、か、そ、そうだよね。うん、そうだよねっ』

　どうしたんだ、ほんとに。

　……あー、そっか。ちょっとやり過ぎたな、確かに。

「そっか、すまん。間接キスみたいになってしまってたな」

　キリカがかぷっ、と噛かんだ手の甲に俺がキスをする。

　これでは確かに、間接キスだ。

『へ？　間接キス？　……あー、うん、そうね、そうだね、それで驚いたんだよ！』

「うん？」

　やっぱり俺の理解とは違う形な気がするが……。

「瑞みず江え・ドリル！」

「ぎゃああああ!!」

　ガリガリガリガリ!!　例によってなんか背中に突き立てられた!?

「何すんだよ!?」

「さっきのはミズエ・ドリル。あれはロアバージョンだったので、回転度をかなり上げたものでした。そして今度のは瑞みず江え・ドリル。良い子にも優しい指先の大回転です」

　一いち之の江えは右手の指を一本だけ立てて見せる。

　ふむ、確かに……指だな。いや待て、指だけで今の痛みを生み出したというのか？

「恐ろしい……」

「困るキリカさんを助ける為ためでした」

『うう、瑞江ちゃんありがとう……』

　キリカは困っていたのか。なんというか、そういう女心がまだ解わからない辺りはなんとかしたいのだが、女心ばかりは男には生涯解らないという話もあるしなあ。

「何さっきからやってんのよ」

「おそらく、何かの手段でキリカさんと交信をしているみたいですね」

　あれ、キリカの声は二人には聞こえていなかったのか？　一之江には聞こえているのに。

『まあね。モンジ君、瑞江ちゃんには結構……チャンネル開いているから、私のこういうのも聞こえるんだよ』

「俺おれってば一之江にはそんなに心を開いていたのか」

　道理で一之江は俺の心を読みまくれるはずだ。

『縁が最も深いロアだから、なのかもしれないね』

「えー」

「そこで嫌そうな声出すなよ」

　うん、確実にキリカの声は聞こえているようだ。

「あ、モンジ、ほらっ」

「ん？　あ」

　音ね央おに言われて見れば、氷ひ澄ずみとラインは立ち上がっていた。

「もう回復したのか？」

「歩ける程度にはな。そろそろ戻って完全回復に専念させて貰もらうさ」

「そっか。そんじゃ、連絡先交換するとしよう」

　俺はＤフォンの赤外線送受信モードを起動する。

　氷澄も特に抵抗はないのか、あっさりと応じてくれて。

　俺たちは互いの連絡先を交換し合った。

『氷澄・エンフィールド』……それが本名らしい。ハーフか何かなのか。

「まあ、まだまだ俺はルーキーだから、頼りまくるかもしれないんでよろしく」

「危なっかしい男なのは確かだしな。俺の邪魔にならないように、適当に教えてやることもあるだろうさ」

「氷ひ澄ずみはこうやってツンデレライバルキャラを狙ねらっておるんじゃよ」

「狙ってねえよ!?」

　うん、ラインと氷澄はいいボケとツッコミだ。

「それじゃあの。たまには境さかい山やまでバイクでも運転するがよい」

「まあ、免許を取ったらな」

　ラインはラインで、あくまでマイペースにその姿を消した。

　そして氷澄も、軽く片手を上げて立ち去っていく。

　その背中を見送ると、なんとも言えない達成感が満ちてきて……。

「ふはー……大変だったなぁ、おい」

　俺おれは思いっきりため息を吐いて、その場に膝ひざをついた。

　どっ、と疲れが溢あふれ出る。

「まあ……確かに疲れましたね」

　一いち之の江えも溜ため息いき交じりに呟つぶやくと。

「よいしょっ」

　膝をついた俺の背中に、背中を乗せて寄りかかってくる。

「おっ、とっとっ」

　俺は慌ててその小柄な体を踏ん張って支えた。

「ちゃんと支えなさい。私はケガ人の身でありながらわざわざきてやったのですから」

「ああ、そうだよな」

　クスクス、と音ね央おや鳴な央おちゃんが俺たちを見て笑っているのが、なんともこそばゆい。

　一之江にしてみると疲れただけなのだろうけれど。

「それに、勝手に『主人公』になりやがりましたね」

「うぐっ……それは、ほら」

「なんですか」

「……もう、一之江が傷ついた時に何も出来ないのは……嫌だったんだ」

　とても言いづらい言葉だった。当人に言うのはこんなにも抵抗があるものだったのか。

　ここでなんか嫌いや味みでも言われたら、俺は傷ついてしまうかもしれない。

　そんなドキドキをしていたのだが。

「ふう……貴方あなたも男の子だったということですね」

　その声こわ音ねは諦あきらめを含んでいながらも……優しい響きを持っていた。

「これ以上は足を引っ張ったら許しませんからね」

「ああ――解わかった」

　一之江は、そんな俺の顔の前に……小指を差し出す。

「約束しなさい。無む茶ちやだけはしないと。力を手に入れたからって、それに慢心することなく。無む茶ちやをせず。私やキリカさん、音ね央おさんや鳴な央おさんが心配するようなことは極力しないようにする、と」

　絶対に、ではなくて『極力』のところに気き遣づかいを感じた。

　そうだな。みんなを心配させない為ために手に入れた力に慢心して、余計な心配をかけてしまったら世話ない。だったら、うん。

「今まで通り、ちゃんとみんなの力は頼りまくるさ」

　その小指に、俺おれの小指を絡めた。

「指切りです。嘘うそをついたらナイフ千本刺しの刑ですよ」

「針千本よりも凄すごいし刑罰になった!?」

「サウザンドナイフ。ちょっと格好かつこ良くて好きでしょう？」

「……割と」

　ちょっと男の子心をくすぐる言葉だったが。

　実際は俺がザクザク突き刺されまくる恐ろしい話なのだろう。

『ふふっ、それじゃあ私は先に休ませて貰もらうね』

「ああ、お疲れさん、キリカ」

「ん？　キリカちゃんは先に寝るのね。だったらあたしたちもそろそろ帰りましょ」

「そうですね、会長さんも起きてしまいますし」

「ええ。早くベッドに帰って寝るとしましょう」

　音央と鳴央ちゃんが背伸びして語ると、一いち之の江えも欠伸あくびをしながら頷うなずく。

「じゃあ、俺も家に帰るかな。妹を心配させるわけにもいかないし」

　そんな言葉を口にした。

　その時だった。



「その心配の必要はありませんよ、兄さん」



　聞こえてくるはずのない声が聞こえてきて、一気に血の気が引いた。

　それは……こんなタイミングで聞こえてくるはずのない声だ。

　だからこそ、聞こえたことに戦せん慄りつと。

『いつから？』という恐怖があったのだが――。

「一部始終は見させていただきました」

　その恐ろしい事実を告げる声は、上の方から聞こえてきていた。

　見上げてみると、そこにあるのは三階建てくらいの小さなマンションで。

　そこの屋上に、見覚えのあるシルエットがふたつ。

　ひとつは、馴な染じみ深い従姉妹いとこのもの。

　もうひとつは――。

「見事な戦いぶりだったわね、流石さすがはわたしのライバルよ、メリーズドール！」

　真しん紅くのマントに身を包んだ、金髪ドリルヘアーの少女、スナオ。

　今は……『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』の姿をしているということは。

　いや、まさか。そんなはずは。

「スナオさん、行きますよ」

「はいな、マスター！」

　スナオに命令をしてから、従姉妹いとこはマンションの屋上から飛び降りた。

「っっっ!!」

　慌ててその落下地点まで走り出しそうになる俺おれを、ぐいっと一いち之の江えの手が止める。

「何をっ!?」

「忘れたのですか、あの『赤マント』が仕える『主人公』は」

　一之江の顔に緊張と……汗が流れている。

　次の瞬間、スナオちゃんの赤いマントが大きく広がると、飛び降りた従姉妹の姿を俺たちの視界から隠すレベルで包みこんで。

　スタッ。スナオちゃんが俺たちのすぐ近くにあるフェンスの上に着地したのと同時、そのマントを翻すと従姉妹の姿もフェンスの上に出現していた。

「か、完全にあのマントっ子の力を使いこなしてるわっ！」

「も、モンジさんっ、気をつけて下さい！」

　最愛の従姉妹は、向こうにいる音ね央おと鳴な央おちゃんを一いち瞥べつしてから、特に意に介した様子もなくただただ静かに尋ねる。

「兄さん、答えて下さい」

　冷ややかな。ケンカしたり機嫌を悪くしてしまったりした時の、何倍も冷たい。

　背筋が凍りつきそうになる声だった。

「な、なんだい、理り亜あ」

　本当に、この少女は理亜なのだろうか。

　だとしたら、どうしてこんなに威圧的な雰囲気を持っているのだろう。

　いつもの理亜は、クールだけど優しくて、丁寧で、潔癖症なただの女の子だ。

　そんな、ロアを従えて冷ややかな視線で俺を見るなんて、間違っている。

「兄さんが『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』なのですね？」

　心臓が早鐘を打った。答えたくない。返事をしてしまえば、決定的に……。

　俺の大切な『生活』がまたひとつ壊れてしまう。

　家に帰って、当たり前のように妹と過ごす、そんな日常がもう、戻ってこなくなる。

　それは嫌だ。

　学校でも、登下校中も、四六時中ロアのことばかり考えなければいけなくなっている俺おれは、家でのんびりと理り亜あと食事したりトークをしたりしている時間が、心の癒いやしだったのだ。ドア越しに理亜が話しかけてきて、のんびり返事をする。そんな当たり前の時間が、今の俺には貴重な『人間』の時間だったのだ。

　それなのに。

「答えて下さい、兄さん」

　その相手は一切の容赦もなく、一切のためらいもなく、ただただ冷徹な存在として、俺をフェンスの上から見下ろしていた。彼女は本当に俺の知っている、俺が妹のように大事にしている従姉妹いとこなのだろうか？　また、何か悪い都市伝説にでも巻き込まれてしまっているんじゃないだろうか。

　そう思いたい俺と。――事実を認識している俺がいた。

「………………そうだ。つい最近、そうなったんだ」

　返事をすると、理亜は――深い、溜ため息いきをついた。

「兄さんが、のんびり平和に生活出来るようにと、街中の事件を解決するのも悪くないと思ってこの道に入ったというのに……」

「え、理亜もなのか」

「はい。……と、いうことは兄さんもなのですね。はふぅ……」

　呆あきれたような、諦あきらめたような溜息っぷりをもう一度だった。

　その溜息はいかにも理亜っぽくて、安心しそうになる。

　お互いに、お互いの平和を守るために戦うことを決意したなんて、滑こつ稽けい過ぎる。

　過ぎるが……。

「なあ、だとしたら、理亜よっ」

　一緒に――と言いかけた時、理亜は強い視線で俺を見据えて。

「兄さんみたいに心優しい人が、こんな世界でやっていくのは不可能です」

　きっぱりと断言されてしまった。

「いやいや、結構頑張れてるぜ？」

「今だけです。いずれ仲間がもっと傷ついたり、命を落としてしまったりした日には、兄さんはぜーったいに立ち直れません」

「ぜーったいに、って。そんなことは……」

「ありそうでしょう？」

　……一いち之の江えが傷ついただけでもかなりショックだったんだ。音ね央おや鳴な央おちゃんが傷ついたり、いなくなってしまったり、……誰だれかが命を失ったりしたら。

　強くいられる自信、本当にあるか？

「無理でしょう？」

「だけどな！」

　だけど、ここで抵抗しなかったら、それこそ負け犬のままになってしまうし。

　それこそ、理り亜あだってそんな想おもいをするのはつらいはずだ。

「だけど、俺おれは理亜にだってそんな想いをさせたくないぞ！」

　拳こぶしを握り締めて叫ぶと、理亜は一度目を丸くして驚いてから。

「いいでしょう、解わかりました兄さん」

　そう目を伏せて頷うなずいてくれた。

「おお、解ってくれたか理亜よ」

　その時、空の雲が切れて。

　理亜の姿を夜明けの光がスポットライトのように照らす。

　その姿はまるで女神のように神々しくて。

「兄さんがもう戦う必要がないように、兄さんの『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』を、この私『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』のひとつにします」

「はい？」

　理亜は厳かな光に包まれながら、圧倒的な威圧感と共に宣言する。

　それは俺が一いち之の江えやキリカ、音ね央おや鳴な央おちゃんに言った言葉そのままだった。



    

  
    
      「私の物語になりなさい、兄さん」



    

  









    
      
あとがき



「すみません、表紙の鳴な央おちゃんがパンチラしてるんですけど！」と連絡したら、なんとパンツだった部分が凄すごいことに！　担当の庄しよう司じさんが「クフフ」と笑っているのを見ました。そんな戦々恐々としているサイトウケンジです。お久しぶりです。はじめましての方ははじめまして。そのパンチラがどうなったのか、気になる方は帯を外してじっくりじっくり見てみて下さい。ほんと、いいのかなあ？　大丈夫なのかなあ？

　また、「あとがきが２ページしかないだと……？」とそこでも恐怖を感じています。前回は「ありがとう」を伝えるだけで１ページ半くらい使いましたからね。今回は感謝もショートバージョンにしないといけません。まだ中身を読んでいない方に先にネタバレをしますと、今回は続きものです。次回に続く！　という形です。幸い三巻で終わり！　とは言われなかったので、言われない隙すきにやってしまおうと思いました。でもちゃんとこの巻の話自体は終わっているので安心してこの巻も読んで下さい。中身も、気になるあの子とメールしたり、憧あこがれの先輩とパジャマパーティーしたり、湯上りバスタオルとかパジャマっ子の看病とか色々盛り沢山です。次回はいよいよ最大のライバルである彼女とのラブロマンスが始まってしまうのか!?　それとも、鼻の下を伸ばしたせいでホイホイ篭絡されてしまうのか!?　おい、そろそろ水着回じゃないかね？　と、割といつも通りの予定です。なので、一いち之の江えが好きな方はザクザクされるのを期待し、キリカが好きな方は「今回の誘惑タイム」を期待し、音ね央おが好きな方は「バカっ」と言われるのを期待し、鳴央ちゃんが好きな方はさりげないサービスシーンに期待し、先輩が好きな方は小悪魔ちっくなほのめかしラブに期待し、理り亜あが好きな方は「もう、兄さんったら」と言われるのを期待し、他ほかの子が好きな方はサービスシーンを期待して待っていて下さいね。

　さて、ドバーッと感謝の言葉を。担当の庄司さん、本当にいつもありがとうございます。相変わらず靴を尖らせていて下さい。そしていつも僕の想像の上を行くいやらし度で描いてくれる涼りよう香かさん。今後は喰くい込みの道を共に歩んで貰もらうことにもなるでしょう。俺おれたちはまだ登り始めたばかりだ。この喰い込み坂をな……。あとは漫画家の春野友矢さん、こっそりすみませんを言っておきます。また、今回も手伝って下さったホリマコトさん。よっ、神！　今度こそ美お味いしいもの食べましょう！　遊んでくれたりチェックしたりしてくれているいつもの人々。あああもうスペースがない。著者近影にいるれいさとか、スナオちゃんて！　氷ひ澄ずみて！　と思ってる方々。そしてこの本を手にとって下さった貴方あなたに最大級のありがとうを伝えます！　次の巻でも、またニヤニヤしてくれると嬉うれしいです。



　２０１１年の春も近い頃ころ。ライブの筋肉痛に苛まれながら。サイトウケンジ
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